
第４期プランは、多くの人と議論をかわしながらつくりました。それは、最も大切な基本目標も

例外ではありません。

ここでは、基本目標を決めるにあたってどのような議論をしてきたかご紹介します。

◎最初の案

「障害のある人もない人も、地域共生社会の一員として、

　　　　自らの意思により自分らしく生きることができるまちヨコハマ」

これは、アンケート調査や障害のある人やその家族、支援者などへのインタビューをもとに障

害福祉施策に関係する横浜市職員が議論を重ねてつくった案です。

この案について、障害者施策検討部会の委員からは、「相互に人格と個性を尊重し合いなが

ら」という言葉の追加をご提案いただきました。この言葉は障害者基本法第１条で掲げられてい

る、目指すべき社会を示したものの一つです。

個人として尊重し合うことについて、より伝わりやすくするため、提案どおり基本目標に加える

こととしました。

◎パブリックコメント※で発表した案

「障害のある人もない人も、相互に人格と個性を尊重し合いながら、地域共生社会の

　　　　一員として、自らの意思により自分らしく生きることができるまちヨコハマ」

パブリックコメント※でいただいたご意見のひとつに、「障害者の人権は、地域社会の中で対

等な権利であるという意識を持って、守っていくものではないか」というものがありました。

これは重要なことだと考え、障害のある人もない人も対等な関係であることを伝わりやすくす

るため、「対等であり」という言葉を加えることとしました。

◎障害者施策検討部会で発表した案

「障害のある人もない人も対等であり、相互に人格と個性を尊重し合いながら、地域共生

 　　 社会の一員として、自らの意思により自分らしく生きることができるまちヨコハマ」
 

この表現について、障害者施策検討部会では、「『対等に』 という表現は、障害のある人とな

い人が対立する表現になるため使わない方が良い」というご意見をいただきました。

さらに、「『相互に』、『障害のある人もない人も』 という表現も同じではないか」というご意見も

出るなど、活発な議論が行われました。

トピック

「障害者の権利に関する条約（障害者権利条約）」は、障害者の権利を守るために各国がす

べきことを定めた条約です。

条約をつくる話し合いは、「私たち抜きに、私たちのことを決めないで。（Nothing about us, 

without us.）」というスローガンのもと、世界中の障害者が参加しました。政府だけでなく障害

のある人たちが加わってつくる条約は初めてで、画期的なことでした。

この条約は、全ての障害者のあらゆる人権や基本的自由を実現することを促進し、「障害は

個人ではなく社会の側にある」という「社会モデル」の視点で障害を捉えています。障害を理由

にしたあらゆる差別の禁止、合理的配慮の提供、法の下の平等などを定めるとともに、教育を

受ける権利、働く権利、文化やスポーツを楽しむ権利など、障害のある人が自分らしく生きること

を大切にしています。

障害者権利条約は2006年12月に国連総会で採択され、2008年５月に発効しました。日

本は2007年９月に署名した後、条約で定められた基準を満たすために法制度の整備を進め、

2014年１月に批准しました。

2020年７月現在、182か国が批准しています。

第３期プラン策定時から比べると、様々な障害福祉施策・事業は充実に向かっているととらえて

います。一方で、平成28年７月に障害者支援施設「津久井やまゆり園」で起きた事件などを通し

て、障害のある人への偏見はいまだ深く、社会の理解もまだ十分には進んでいないということを思

い知らされました。

このように障害のある人の生命・生活が脅かされる出来事も起きる中、改めて、障害のある人の

尊厳と人権を尊重することの大切さを社会に示したいと考え、「障害者権利条約」に基づき、この

基本目標を設定しました。

このご意見を受けて、「対等に」と「相互に」は基本目標から削除した上で、障害のあるなしで

分けないことを伝えられる表現について、横浜市職員で更に検討しました。その中で、パブリック

コメント※でいただいた「障害があるなしで区別をしない方が良い。『誰でも』という主語はどう

か。」という別のご意見を参考にし、障害のある人もない人も全ての人が含まれる「誰でも」とい

う言葉を加えました。

意見が割れたのは、「障害のある人もない人も」という部分です。障害者施策検討部会のご

意見を踏まえ、また障害の状況や種別の違いもあり、障害のあるなしだけで分けられるものでは

ないので、「障害のある人もない人も」という表現そのものを無くすという案が出ました。一方で、

「『障害者プラン』の基本目標から『障害』という言葉を無くすと、何を目的としたプランか分かり

づらくなるのではないか」という意見もありました。

最終的には障害者施策検討部会委員の意見を踏まえ、障害者施策推進協議会で議論して

いただこうということにしました。

◎障害者施策推進協議会で議論した案

「誰もが人格と個性を尊重し合いながら、地域共生社会の一員として、

　　　　自らの意思により自分らしく生きることができるまちヨコハマ」

修正した案は、障害者施策推進協議会でも様々な意見が出ました。

「障害への理解や福祉施策が進み、障害のあるなしで分けなくなることが理想である。目標

だから、理想を示すためこの案が良いのではないか」というご意見がありました。一方、「まだ障

害者問題から『障害』を除く段階ではない。『障害』は絶対に残すべきである」、「障害者への理

解が十分ではない段階で『障害』を外すべきではない」というご意見もあり、委員の間で議論が

白熱しました。

これらの議論を経て、基本目標は

「障害のある人もない人も、誰もが人格と個性を尊重し合いながら、地域共生社会の

　　一員として、自らの意思により自分らしく生きることができるまちヨコハマを目指す」

という表現に決まりました。

今後、障害者プランの推進にあたっても様々な方から多様なご意見をいただき、議論をしな

がら進めていきます。
※パブリックコメント…市が計画等を策定するに当たって公表した案への意見に対する市の考え方とその検討結果を公

表すること
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コラム

第４期プランは、多くの人と議論をかわしながらつくりました。それは、最も大切な基本目標も

例外ではありません。

ここでは、基本目標を決めるにあたってどのような議論をしてきたかご紹介します。

◎最初の案

「障害のある人もない人も、地域共生社会の一員として、

　　　　自らの意思により自分らしく生きることができるまちヨコハマ」

これは、アンケート調査や障害のある人やその家族、支援者などへのインタビューをもとに障

害福祉施策に関係する横浜市職員が議論を重ねてつくった案です。

この案について、障害者施策検討部会の委員からは、「相互に人格と個性を尊重し合いなが

ら」という言葉の追加をご提案いただきました。この言葉は障害者基本法第１条で掲げられてい

る、目指すべき社会を示したものの一つです。

個人として尊重し合うことについて、より伝わりやすくするため、提案どおり基本目標に加える

こととしました。

◎パブリックコメント※で発表した案

「障害のある人もない人も、相互に人格と個性を尊重し合いながら、地域共生社会の

　　　　一員として、自らの意思により自分らしく生きることができるまちヨコハマ」

パブリックコメント※でいただいたご意見のひとつに、「障害者の人権は、地域社会の中で対

等な権利であるという意識を持って、守っていくものではないか」というものがありました。

これは重要なことだと考え、障害のある人もない人も対等な関係であることを伝わりやすくす

るため、「対等であり」という言葉を加えることとしました。

◎障害者施策検討部会で発表した案

「障害のある人もない人も対等であり、相互に人格と個性を尊重し合いながら、地域共生

 　　 社会の一員として、自らの意思により自分らしく生きることができるまちヨコハマ」
 

この表現について、障害者施策検討部会では、「『対等に』 という表現は、障害のある人とな

い人が対立する表現になるため使わない方が良い」というご意見をいただきました。

さらに、「『相互に』、『障害のある人もない人も』 という表現も同じではないか」というご意見も

出るなど、活発な議論が行われました。

このご意見を受けて、「対等に」と「相互に」は基本目標から削除した上で、障害のあるなしで

分けないことを伝えられる表現について、横浜市職員で更に検討しました。その中で、パブリック

コメント※でいただいた「障害があるなしで区別をしない方が良い。『誰でも』という主語はどう

か。」という別のご意見を参考にし、障害のある人もない人も全ての人が含まれる「誰でも」とい

う言葉を加えました。

意見が割れたのは、「障害のある人もない人も」という部分です。障害者施策検討部会のご

意見を踏まえ、また障害の状況や種別の違いもあり、障害のあるなしだけで分けられるものでは

ないので、「障害のある人もない人も」という表現そのものを無くすという案が出ました。一方で、

「『障害者プラン』の基本目標から『障害』という言葉を無くすと、何を目的としたプランか分かり

づらくなるのではないか」という意見もありました。

最終的には障害者施策検討部会委員の意見を踏まえ、障害者施策推進協議会で議論して

いただこうということにしました。

◎障害者施策推進協議会で議論した案

「誰もが人格と個性を尊重し合いながら、地域共生社会の一員として、

　　　　自らの意思により自分らしく生きることができるまちヨコハマ」

修正した案は、障害者施策推進協議会でも様々な意見が出ました。

「障害への理解や福祉施策が進み、障害のあるなしで分けなくなることが理想である。目標

だから、理想を示すためこの案が良いのではないか」というご意見がありました。一方、「まだ障

害者問題から『障害』を除く段階ではない。『障害』は絶対に残すべきである」、「障害者への理

解が十分ではない段階で『障害』を外すべきではない」というご意見もあり、委員の間で議論が

白熱しました。

これらの議論を経て、基本目標は

「障害のある人もない人も、誰もが人格と個性を尊重し合いながら、地域共生社会の

　　一員として、自らの意思により自分らしく生きることができるまちヨコハマを目指す」

という表現に決まりました。

今後、障害者プランの推進にあたっても様々な方から多様なご意見をいただき、議論をしな

がら進めていきます。
※パブリックコメント…市が計画等を策定するに当たって公表した案への意見に対する市の考え方とその検討結果を公

表すること
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第４期プランは、多くの人と議論をかわしながらつくりました。それは、最も大切な基本目標も

例外ではありません。

ここでは、基本目標を決めるにあたってどのような議論をしてきたかご紹介します。

◎最初の案

「障害のある人もない人も、地域共生社会の一員として、

　　　　自らの意思により自分らしく生きることができるまちヨコハマ」

これは、アンケート調査や障害のある人やその家族、支援者などへのインタビューをもとに障

害福祉施策に関係する横浜市職員が議論を重ねてつくった案です。

この案について、障害者施策検討部会の委員からは、「相互に人格と個性を尊重し合いなが

ら」という言葉の追加をご提案いただきました。この言葉は障害者基本法第１条で掲げられてい

る、目指すべき社会を示したものの一つです。

個人として尊重し合うことについて、より伝わりやすくするため、提案どおり基本目標に加える

こととしました。

◎パブリックコメント※で発表した案

「障害のある人もない人も、相互に人格と個性を尊重し合いながら、地域共生社会の

　　　　一員として、自らの意思により自分らしく生きることができるまちヨコハマ」

パブリックコメント※でいただいたご意見のひとつに、「障害者の人権は、地域社会の中で対

等な権利であるという意識を持って、守っていくものではないか」というものがありました。

これは重要なことだと考え、障害のある人もない人も対等な関係であることを伝わりやすくす

るため、「対等であり」という言葉を加えることとしました。

◎障害者施策検討部会で発表した案

「障害のある人もない人も対等であり、相互に人格と個性を尊重し合いながら、地域共生

 　　 社会の一員として、自らの意思により自分らしく生きることができるまちヨコハマ」
 

この表現について、障害者施策検討部会では、「『対等に』 という表現は、障害のある人とな

い人が対立する表現になるため使わない方が良い」というご意見をいただきました。

さらに、「『相互に』、『障害のある人もない人も』 という表現も同じではないか」というご意見も

出るなど、活発な議論が行われました。

このご意見を受けて、「対等に」と「相互に」は基本目標から削除した上で、障害のあるなしで

分けないことを伝えられる表現について、横浜市職員で更に検討しました。その中で、パブリック

コメント※でいただいた「障害があるなしで区別をしない方が良い。『誰でも』という主語はどう

か。」という別のご意見を参考にし、障害のある人もない人も全ての人が含まれる「誰でも」とい

う言葉を加えました。

意見が割れたのは、「障害のある人もない人も」という部分です。障害者施策検討部会のご

意見を踏まえ、また障害の状況や種別の違いもあり、障害のあるなしだけで分けられるものでは

ないので、「障害のある人もない人も」という表現そのものを無くすという案が出ました。一方で、

「『障害者プラン』の基本目標から『障害』という言葉を無くすと、何を目的としたプランか分かり

づらくなるのではないか」という意見もありました。

最終的には障害者施策検討部会委員の意見を踏まえ、障害者施策推進協議会で議論して

いただこうということにしました。

◎障害者施策推進協議会で議論した案

「誰もが人格と個性を尊重し合いながら、地域共生社会の一員として、

　　　　自らの意思により自分らしく生きることができるまちヨコハマ」

修正した案は、障害者施策推進協議会でも様々な意見が出ました。

「障害への理解や福祉施策が進み、障害のあるなしで分けなくなることが理想である。目標

だから、理想を示すためこの案が良いのではないか」というご意見がありました。一方、「まだ障

害者問題から『障害』を除く段階ではない。『障害』は絶対に残すべきである」、「障害者への理

解が十分ではない段階で『障害』を外すべきではない」というご意見もあり、委員の間で議論が

白熱しました。

これらの議論を経て、基本目標は

「障害のある人もない人も、誰もが人格と個性を尊重し合いながら、地域共生社会の

　　一員として、自らの意思により自分らしく生きることができるまちヨコハマを目指す」

という表現に決まりました。

今後、障害者プランの推進にあたっても様々な方から多様なご意見をいただき、議論をしな

がら進めていきます。
※パブリックコメント…市が計画等を策定するに当たって公表した案への意見に対する市の考え方とその検討結果を公

表すること

                      いけん        う                 たいとう                そうご                きほん  もくひょう         さくじょ           うえ       しょうがい

   わ                             つた                  ひょうげん                       よこはまし  しょくいん    さら      けんとう                              なか

                                                      しょうがい                                くべつ                     ほう        よ            だれ                            しゅご

                          べつ           いけん       さんこう           しょうがい              ひと               ひと     すべ          ひと      ふく                  だれ

       ことば      くわ

        いけん        わ                            しょうがい             ひと                ひと                      ぶぶん               しょうがいしゃ  しさく  けんとう  ぶ  かい

   いけん       ふ                      しょうがい   じょうきょう   しゅべつ      ちが                     しょうがい                                       わ

                           しょうがい             ひと               ひと                     ひょうげん                        な                      あん       で                   いっぽう

      しょうがいしゃ                        きほん もくひょう           しょうがい                 ことば        な                なに      もくてき                                   わ

                                                                        いけん

      さいしゅうてき         しょうがいしゃ  しさく  けんとう ぶ  かい  いいん        いけん        ふ             しょうがいしゃ しさく  すいしん きょうぎかい        ぎろん

      しょうがいしゃ  しさく   すいしん きょうぎかい       ぎろん            あん

          だれ          じんかく       こせい      そんちょう    あ
                          

ちいききょうせい しゃかい      いちいん

                           
みずか

           
いし
                   

じぶん
               

い

      しゅうせい        あん       しょうがいしゃ しさく   すいしん きょうぎかい          さまざ ま     いけん        で

        しょうがい            りかい         ふくし   しさく        すす        しょうがい                              わ                                         りそう                    もくひょう

                     りそう      しめ                          あん      よ                                                            いけん                                 いっぽう               しょう

  がいしゃ もんだい           しょうがい       のぞ    だんかい                          しょうがい       ぜったい      のこ                                      しょうがいしゃ            り

 かい     じゅうぶん                    だんかい      しょうがい       はず                                                          いけん                   いいん     あいだ     ぎろん

  はくねつ

                          ぎろん        へ          きほん もくひょう

        しょうがい               ひと               ひと        だれ           じんかく      こせい      そんちょう     あ 
                          

ちいき きょうせいしゃかい

                  いちいん               みずか           いし                   じぶん                い
                                                                           

めざ

                   ひょうげん     き

        こんご    しょうがいしゃ                    すいしん                              さまざま     かた           たよう             いけん                               ぎろん

           すす

                                                                                          し    けいかくとう さくてい            あ           こうひょう    あん         いけん   たい        し   かんが かた          けんとうけっか   こう

ひょう
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○福 …障害福祉計画として定めるサービス等の「見込み」の量
○児 …障害児福祉計画として定めるサービス等の「見込み」の量
○新 …第４期障害者プランから初めて障害者プランに記載する事業
○あ …将来にわたるあんしん施策

※表の中の単位の考え方は次のとおりです。

・「人分」…月間の利用人数

・「人日」…月間の利用人数×一人一か月または一年当たりの平均利用日数

凡 例
はんれい

第４期プランは、多くの人と議論をかわしながらつくりました。それは、最も大切な基本目標も

例外ではありません。

ここでは、基本目標を決めるにあたってどのような議論をしてきたかご紹介します。

◎最初の案

「障害のある人もない人も、地域共生社会の一員として、

　　　　自らの意思により自分らしく生きることができるまちヨコハマ」

これは、アンケート調査や障害のある人やその家族、支援者などへのインタビューをもとに障

害福祉施策に関係する横浜市職員が議論を重ねてつくった案です。

この案について、障害者施策検討部会の委員からは、「相互に人格と個性を尊重し合いなが

ら」という言葉の追加をご提案いただきました。この言葉は障害者基本法第１条で掲げられてい

る、目指すべき社会を示したものの一つです。

個人として尊重し合うことについて、より伝わりやすくするため、提案どおり基本目標に加える

こととしました。

◎パブリックコメント※で発表した案

「障害のある人もない人も、相互に人格と個性を尊重し合いながら、地域共生社会の

　　　　一員として、自らの意思により自分らしく生きることができるまちヨコハマ」

パブリックコメント※でいただいたご意見のひとつに、「障害者の人権は、地域社会の中で対

等な権利であるという意識を持って、守っていくものではないか」というものがありました。

これは重要なことだと考え、障害のある人もない人も対等な関係であることを伝わりやすくす

るため、「対等であり」という言葉を加えることとしました。

◎障害者施策検討部会で発表した案

「障害のある人もない人も対等であり、相互に人格と個性を尊重し合いながら、地域共生

 　　 社会の一員として、自らの意思により自分らしく生きることができるまちヨコハマ」
 

この表現について、障害者施策検討部会では、「『対等に』 という表現は、障害のある人とな

い人が対立する表現になるため使わない方が良い」というご意見をいただきました。

さらに、「『相互に』、『障害のある人もない人も』 という表現も同じではないか」というご意見も

出るなど、活発な議論が行われました。

このご意見を受けて、「対等に」と「相互に」は基本目標から削除した上で、障害のあるなしで

分けないことを伝えられる表現について、横浜市職員で更に検討しました。その中で、パブリック

コメント※でいただいた「障害があるなしで区別をしない方が良い。『誰でも』という主語はどう

か。」という別のご意見を参考にし、障害のある人もない人も全ての人が含まれる「誰でも」とい

う言葉を加えました。

意見が割れたのは、「障害のある人もない人も」という部分です。障害者施策検討部会のご

意見を踏まえ、また障害の状況や種別の違いもあり、障害のあるなしだけで分けられるものでは

ないので、「障害のある人もない人も」という表現そのものを無くすという案が出ました。一方で、

「『障害者プラン』の基本目標から『障害』という言葉を無くすと、何を目的としたプランか分かり

づらくなるのではないか」という意見もありました。

最終的には障害者施策検討部会委員の意見を踏まえ、障害者施策推進協議会で議論して

いただこうということにしました。

◎障害者施策推進協議会で議論した案

「誰もが人格と個性を尊重し合いながら、地域共生社会の一員として、

　　　　自らの意思により自分らしく生きることができるまちヨコハマ」

修正した案は、障害者施策推進協議会でも様々な意見が出ました。

「障害への理解や福祉施策が進み、障害のあるなしで分けなくなることが理想である。目標

だから、理想を示すためこの案が良いのではないか」というご意見がありました。一方、「まだ障

害者問題から『障害』を除く段階ではない。『障害』は絶対に残すべきである」、「障害者への理

解が十分ではない段階で『障害』を外すべきではない」というご意見もあり、委員の間で議論が

白熱しました。

これらの議論を経て、基本目標は

「障害のある人もない人も、誰もが人格と個性を尊重し合いながら、地域共生社会の

　　一員として、自らの意思により自分らしく生きることができるまちヨコハマを目指す」

という表現に決まりました。

今後、障害者プランの推進にあたっても様々な方から多様なご意見をいただき、議論をしな

がら進めていきます。
※パブリックコメント…市が計画等を策定するに当たって公表した案への意見に対する市の考え方とその検討結果を公

表すること

行政が様々な施策・事業を進めていく上では、まず、障害のある人の視点を踏まえていくことが

重要です。ここでは、それに加えて必要となる考え方・視点を設定しました。一つひとつの事業を個

別・縦割りで行うのではなく、共通の視点を持って進めていくことで、基本目標の実現に向けた幅

広い取組として推進していくことができると考えています。

　　１　障害のある人個人の尊重と人権の保障の視点

　　２　障害状況やライフステージに合わせたニーズをとらえていく視点

　　３　将来にわたるあんしん施策を踏まえた視点

　　４　親なき後の安心と、親あるうちからの自立につなげていく視点

　　５　障害のある人全てが生きがいを実感できるようにしていく視点

　　６　障害理解を進め、社会の変容を促していく視点

　　７　必要なサービスの提供体制を確保し続けていく視点

❷基本目標の実現に向けて必要な視点
　 き     ほん   もく　ひょう             じつげん              む                       ひつよう                 してん              

      ぎょうせい     さまざま       しさく       じぎょう      すす                     うえ                           しょうがい                ひと        してん         ふ

じゅうよう                                                    くわ           ひつよう               かんが   かた     してん       せってい                        ひと                            じぎょう        こ

べつ     たてわ           おこな                                きょうつう       してん         も           すす                                        きほん  もくひょう       じつげん      む             はば

ひろ       とりくみ               すいしん                                                     かんが

しょうがい ふくし  けいかく               さだ                               とう            みこ              りょう

 しょうがいじ   ふくし  けいかく               さだ                               とう           みこ               りょう

 だい     き しょうがいしゃ                         はじ          しょうがいしゃ                      きさい            じぎょう

しょうらい                                         しさく

ひょう    なか       たんい      かんが   かた     つぎ

 にんぶん        げっかん      りよう   にんずう

にんにち         げっかん      りよう   にんずう     ひとり    いっ     げつ               いちねん あ                へいきん りよう  にっすう

しょうがい                 ひと   こじん       そんちょう     じんけん        ほしょう        してん

しょうがいじょうきょう                                              あ                                                                       してん

しょうらい                                              しさく         ふ                   してん

  おや          あと        あんしん        おや                                      じりつ                                         してん

しょうがい                 ひと すべ             い                       じっかん                                                     してん

しょうがい   りかい       すす           しゃかい      へんよう     うなが                     してん

  ひつよう                                ていきょう たいせい        かくほ       つづ                      してん
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障害のある人もない人も、地域共生社会の一員として生きていくには、互いの存在に気付き、互

いを理解し合い、同じ社会に生きている身近な存在だと感じられる仕組みが大切です。そのために

は、障害のある人やその家族、障害福祉関係団体などと行政が協力し、障害理解に向けた普及啓

発を進めていくことが重要です。啓発活動にはこれまでも長年にわたって力を入れてきました。し

かし、誰もが生きやすい社会をつくるため、これからも、私たちは不断の努力を続けていかなけれ

ばなりません。

また、障害ゆえに支援を必要とする人が自分の人生をどう生きていくのかを考えると、ご家族が

健在であるうちから、「障害のある人もない人も、誰もが人格と個性を尊重し合い、自らの意思によ

り自分らしい生活を送る」という将来を見据えた取組が重要になります。

障害のある人の生活を支えるには、困った時にいつでも相談できる場所や、どこに相談しても適

切に対応できる体制、障害特性に応じて必要な情報を必要な時に得られるような発信なども必要

です。

これらの工夫や配慮などによって、日常生活のあらゆる場面で、全ての人が障害のあるなしによ

る分け隔てがなく互いの人格と個性を尊重し合うことができる社会が生み出せると私たちは考え

ています。さらに、障害のある人が安心して生活を送るには、障害のある人を支える人材の確保・

育成や、福祉サービスを提供する側の負担軽減のための新たな取組など、労働人口が減少して

も、必要な福祉サービスを適切に提供する体制を維持・強化するための施策が急務となっていま

す。

　    

障害のある人もない人も、誰もが人格と個性を尊重し合う地域共生社会を目指して、横浜市は

疾病や障害に対する理解の促進に努めてきました。しかし、「第４期横浜市障害者プラン策定に向

けた当事者向けアンケート調査」（以下「アンケート調査」という。）では、日常生活での困りごととし

て、障害の種別によっては５割前後の人が「周囲の理解が足りない」と答えています。さらに、外出

時の困りごととして「人の目が気になる」、「いじめや意地悪がこわい」などの項目が上位に来てい

ます。障害者団体等に対して実施したグループインタビューでも、自分たちの障害について、「偏見

を持たず正しく知ってほしい」という意見が多く挙げられており、より一層の障害理解が求められて

います。

行政は、様々な機会をとらえ、社会全体に向けた普及啓発を充実させる責務があります。効果的

な普及啓発を行うためには、行政だけでなく、障害のある人たちや支援者などの障害福祉関係団

体、地域住民や地域に根差した団体、民間企業など、多様な主体が互いの強みを生かしながら協

力して取り組んでいくことが重要です。

そこで、３つの方向性で施策を展開します。

（1） 互いの存在に気付き、身近に感じる仕組みづくり

「障害者週間」や「世界自閉症啓発デー」など様々なイベントなどをきっかけとして、誰もが障

害のある人の存在に気づき、日頃の生活の中で互いに関わって身近に感じる仕組みづくりを進

めていきます。また、障害のある人が健康づくり活動や地域活動に参加し、日常的なふれあいの

中で地域の誰もがお互いを理解し受け止める機会を増やすなどの取組を進めます。

（２） 障害に対する理解促進

障害の特性や障害者に対する配慮の理解促進のため、各種媒体や様々な機会を通じて疾病

や障害の情報を発信するとともに、障害のある人や家族、障害福祉関係団体等による普及啓発

活動への支援や地域福祉保健計画の取組を通した住民同士の交流の推進など、地域住民の

障害に対する理解を進めていきます。

（３） 学齢期への重点的な普及・啓発

地域共生社会の実現に向け、幼児期・学齢期から障害児・者とともに取り組む様々な活動や

体験などの機会を通して、児童・生徒や、その保護者の障害理解を進めていきます。

様々な生活の場面を支えるもの
さまざま      せいかつ        ばめん       ささ

1 普及啓発
            ふきゅう けいはつ

❸生活の場面ごとの取組
  せい   かつ              ば    めん                            とり    くみ

　現状と施策の方向性
げんじょう        しさく           ほうこうせい

       しょうがい               ひと                 ひと          ちいき きょうせい しゃかい      いちいん                 い                                  たが           そんざい         きづ           たが

              りかい        あ          おな      しゃかい      い                        みぢか       そんざい           かん                       しく               たいせつ

         しょうがい                ひと                  かぞく    しょうがい  ふくし  かんけい だんたい               ぎょうせい   きょうりょく       しょうがい  りかい        む             ふきゅう けい

  はつ      すす                                   じゅうよう              けいはつ かつどう                                      ながねん                          ちから     い

               だれ             い                       しゃかい                                                              わたし                  ふだん        どりょく       つづ

                    しょうがい                 しえん        ひつよう               ひと        じぶん        じんせい                 い                                    かんが                       かぞく

  けんざい                                        しょうがい                ひと                ひと         だれ           じんかく       こせい       そんちょう     あ         みずか            いし

        じぶん                せいかつ      おく                      しょうらい        みす              とりくみ       じゅうよう

       しょうがい               ひと       せいかつ      ささ                        こま          とき                            そうだん                  ばしょ                          そうだん               てき

  せつ      たいおう                たいせい    しょうがいとくせい      おう          ひつよう      じょうほう     ひつよう      とき        え                               はっしん                 ひつよう

                              くふう        はいりょ                                  にちじょうせいかつ                           ばめん          すべ            ひと     しょうがい

        わ       へだ                     たが           じんかく        こせい      そんちょう      あ                                     しゃかい         う        だ                わたし              かんが

                                           しょうがい               ひと        あんしん           せいかつ      おく                  しょうがい                ひと      ささ            じんざい       かくほ

   いくせい          ふくし                             ていきょう          がわ        ふたん   けいげん                      あら            とりくみ                ろうどう じんこう       げんしょう

          ひつよう        ふくし                             てきせつ      ていきょう           たいせい        いじ       きょうか                              しさく          きゅうむ

             

     

       しょうがい               ひと                 ひと        だれ            じんかく       こせい      そんちょう      あ        ちいき きょうせい しゃかい         めざ                   よこはまし

  しっぺい      しょうがい     たい             りかい       そくしん       つと                                                      だい     き     よこはまし  しょうがいしゃ                さくてい        む

               とうじしゃ    む                                ちょうさ         いか                                ちょうさ                                      にちじょうせいかつ            こま

         しょうがい      しゅべつ                              わり  ぜんご        ひと           しゅうい        りかい          た                        こた                                               がいしゅつ

    じ       こま                                ひと       め         き                                                   いじわる                                             こうもく        じょうい       き

               しょうがいしゃだんたい とう      たい            じっし                                                                             じぶん                  しょうがい                           へんけん

        も             ただ          し                                             いけん        おお      あ                                           いっそう       しょうがい  りかい        もと
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28.9

20.0

9.3

周囲の理解が足りない

人の目が気にかかる

いじめや意地悪がこわい

0 10 20 30 40 50 60

n=4,614
複数回答

（％）
ぱーせんと

ふくすうかいとう

えぬ

しゅうい     りかい      た              

ひと     め      き                   

いじわる                   

しんたい しょうがいしゃ
身体障害者

障害のある人もない人も、地域共生社会の一員として生きていくには、互いの存在に気付き、互

いを理解し合い、同じ社会に生きている身近な存在だと感じられる仕組みが大切です。そのために

は、障害のある人やその家族、障害福祉関係団体などと行政が協力し、障害理解に向けた普及啓

発を進めていくことが重要です。啓発活動にはこれまでも長年にわたって力を入れてきました。し

かし、誰もが生きやすい社会をつくるため、これからも、私たちは不断の努力を続けていかなけれ

ばなりません。

また、障害ゆえに支援を必要とする人が自分の人生をどう生きていくのかを考えると、ご家族が

健在であるうちから、「障害のある人もない人も、誰もが人格と個性を尊重し合い、自らの意思によ

り自分らしい生活を送る」という将来を見据えた取組が重要になります。

障害のある人の生活を支えるには、困った時にいつでも相談できる場所や、どこに相談しても適

切に対応できる体制、障害特性に応じて必要な情報を必要な時に得られるような発信なども必要

です。

これらの工夫や配慮などによって、日常生活のあらゆる場面で、全ての人が障害のあるなしによ

る分け隔てがなく互いの人格と個性を尊重し合うことができる社会が生み出せると私たちは考え

ています。さらに、障害のある人が安心して生活を送るには、障害のある人を支える人材の確保・

育成や、福祉サービスを提供する側の負担軽減のための新たな取組など、労働人口が減少して

も、必要な福祉サービスを適切に提供する体制を維持・強化するための施策が急務となっていま

す。

　    

障害のある人もない人も、誰もが人格と個性を尊重し合う地域共生社会を目指して、横浜市は

疾病や障害に対する理解の促進に努めてきました。しかし、「第４期横浜市障害者プラン策定に向

けた当事者向けアンケート調査」（以下「アンケート調査」という。）では、日常生活での困りごととし

て、障害の種別によっては５割前後の人が「周囲の理解が足りない」と答えています。さらに、外出

時の困りごととして「人の目が気になる」、「いじめや意地悪がこわい」などの項目が上位に来てい

ます。障害者団体等に対して実施したグループインタビューでも、自分たちの障害について、「偏見

を持たず正しく知ってほしい」という意見が多く挙げられており、より一層の障害理解が求められて

います。

行政は、様々な機会をとらえ、社会全体に向けた普及啓発を充実させる責務があります。効果的

な普及啓発を行うためには、行政だけでなく、障害のある人たちや支援者などの障害福祉関係団

体、地域住民や地域に根差した団体、民間企業など、多様な主体が互いの強みを生かしながら協

力して取り組んでいくことが重要です。

そこで、３つの方向性で施策を展開します。

（1） 互いの存在に気付き、身近に感じる仕組みづくり

「障害者週間」や「世界自閉症啓発デー」など様々なイベントなどをきっかけとして、誰もが障

害のある人の存在に気づき、日頃の生活の中で互いに関わって身近に感じる仕組みづくりを進

めていきます。また、障害のある人が健康づくり活動や地域活動に参加し、日常的なふれあいの

中で地域の誰もがお互いを理解し受け止める機会を増やすなどの取組を進めます。

（２） 障害に対する理解促進

障害の特性や障害者に対する配慮の理解促進のため、各種媒体や様々な機会を通じて疾病

や障害の情報を発信するとともに、障害のある人や家族、障害福祉関係団体等による普及啓発

活動への支援や地域福祉保健計画の取組を通した住民同士の交流の推進など、地域住民の

障害に対する理解を進めていきます。

（３） 学齢期への重点的な普及・啓発

地域共生社会の実現に向け、幼児期・学齢期から障害児・者とともに取り組む様々な活動や

体験などの機会を通して、児童・生徒や、その保護者の障害理解を進めていきます。

●日常生活での困りごと●
にちじょうせいかつ             こま

       ぎょうせい       さまざま        きかい                        しゃかい ぜんたい       む             ふきゅう けいはつ     じゅうじつ                せきむ                                 こうかてき

       ふきゅう けいはつ     おこな                           ぎょうせい                           しょうがい               ひと                    しえんしゃ                  しょうがい  ふくし  かんけい だん

 たい     ちいき  じゅうみん       ちいき          ねざ             だんたい    みんかん きぎょう                 たよう       しゅたい       たが           つよ            い                            きょう

りょく           と        く                                    じゅうよう

                                        ほうこうせい         しさく        てんかい

             たが            そんざい       きづ              みぢか       かん             しく

               しょうがいしゃ しゅうかん            せかい    じへいしょう  けいはつ                         さまざま                                                                              だれ         しょう

       がい                ひと       そんざい       き                 ひごろ        せいかつ     なか      たが            かか                みぢか        かん            しく                             すす

                                                     しょうがい                ひと      けんこう               かつどう        ちいき   かつどう        さんか         にちじょうてき                                

       なか        ちいき       だれ                たが             りかい        う         と              きかい        ふ                            とりくみ       すす

            しょうがい     たい            りかい   そくしん

            しょうがい     とくせい      しょうがいしゃ      たい           はいりょ        りかい   そくしん                     かくしゅ  ばいたい      さまざま       きかい       つう           しっぺい

            しょうがい    じょうほう      はっしん                                しょうがい               ひと        かぞく     しょうがい  ふくし  かんけい だんたい とう                ふきゅう けいはつ

       かつどう              しえん          ちいき   ふくし     ほけん  けいかく       とりくみ       とお          じゅうみん どうし        こうりゅう      すいしん                ちいき  じゅうみん

      しょうがい      たい            りかい       すす

             がくれい  き             じゅうてんてき      ふきゅう    けいはつ

              ちいき きょうせい しゃかい        じつげん       む            ようじ   き     がくれい   き             しょうがいじ     しゃ                      と       く        さまざま      かつどう

       たいけん                  きかい       とお               じどう       せいと                        ほごしゃ         しょうがい  りかい       すす
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事業名
もくひょう

目標

すいしん

推進

ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

じぎょうないようじぎょうめい

ちいききょうせいしゃかい

   じつげん     む

   とりくみとう     すいしん

事業内容
  ちいき                           かた          ささ      て             う        て           わ

                                      ちいき      く              い                                   つく 

        たか      あ                                    ちいききょうせいしゃかい        じつげん

  む           しょうがいしゃしゅうかん                   とりくみ      じっし     すいしん

地域のあらゆる方が、「支え手」と「受け手」に分か
れるのではなく、地域、暮らし、生きがいをともに創
り、高め合うことができる「地域共生社会」の実現に
向けた「障害者週間」などの取組を実施・推進して
いきます。

「地域共生社会」の
実現に向けた
取組等の推進

 かくく      ふきゅう  けいはつかつどう

                    そくしん
各区の住民に対して、疾病や障害等に対する理解
を深めるための研修や啓発活動の支援を行います。

各区の普及・啓発活動
の促進

57.9

37.7

27.9

周囲の理解が足りない

人の目が気にかかる

0 10 20 30 40 50 60

n=1,652
複数回答

（％）
ぱーせんと

ふくすうかいとう

えぬ

しゅうい     りかい      た              

ひと     め      き                   

ちてき  しょうがいしゃ
知的障害者

いじめや意地悪がこわい
いじわる                   

49.0

40.7

30.0

周囲の理解が足りない

人の目が気にかかる

0 10 20 30 40 50 60

n=1,552
複数回答

（％）
ぱーせんと

ふくすうかいとう

えぬ

しゅうい     りかい      た              

ひと     め      き                   

せいしん しょうがいしゃ
精神障害者

いじめや意地悪がこわい
いじわる                   

  かくく      じゅうみん    たい             しっぺい    しょうがいとう    たい           りかい

     ふか                       けんしゅう   けいはつかつどう      しえん     おこな

（１） 互いの存在に気付き、身近に感じる仕組みづくり
            たが            そんざい         きづ            みぢか       かん              しく

　取組
とりくみ
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事業名
もくひょう

目標

すいしん

推進

ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

じぎょうないようじぎょうめい

     とうじしゃ       しょうがいふくし

かんれん しせつ    しみん だんたいとう

                         ふきゅう

   けいはつかつどう           しえん

事業内容
                                                                   よこはま   えすねっとよこはま

 しょうがいふくし かんれん しせつ     しみん だんたいとう             しょうがい りかい

               けんしゅう     こうえん     ちいき かつどう      しえん    きょうどう

        さまざま     ふきゅう  けいはつ    すいしん

セイフティーネットプロジェクト横浜（S-net横浜）や
障害福祉関連施設、市民団体等による障害理解の
ための研修や講演、地域活動を支援・協働するな
ど、様々な普及・啓発を推進します。

当事者や障害福祉
関連施設、市民団体等

による普及・
啓発活動への支援

しょうがいしゃほんにんおよ     かぞく

               ふきゅう  けいはつかつどう

                      すいしん

社会参加推進センターが中心となり、障害者本人、
家族及び各団体と連携・協働し、障害理解の促進に
向けた普及・啓発活動を推進します。

障害者本人及び家族
による普及・啓発活動

の推進

 しゃかい さんか すいしん                       ちゅうしん              しょうがいしゃほんにん

  かぞく およ     かくだんたい    れんけい  きょうどう     しょうがいりかい      そくしん

  む           ふきゅう  けいはつかつどう    すいしん

すいしん

推進
すいしん

推進
しっぺい   しょうがい   かん

        じょうほう    はっしん

ホームページなどの媒体を活用して、疾病や障害に
関する情報や支援に関わる活動を紹介し、市民や
当事者・関係者の理解促進に努めます。

疾病や障害に関する
情報の発信

                                            ばいたい    かつよう            しっぺい    しょうがい

かん          じょうほう     しえん       かか          かつどう    しょうかい        しみん

   とうじしゃ   かんけいしゃ      りかい  そくしん     つと

事業名
もくひょう

目標
ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

すいしん

推進
すいしん

推進

じぎょうないようじぎょうめい

事業内容
がくれい き   じどう およ

        ほごしゃ

  しょうがいりかいけいはつ

学齢期児童と保護者が、障害児・者と交流したり、
障害について理解を深めたりする機会の確保に努
めます。

学齢期児童及び
保護者への
障害理解啓発

 がくれい き   じどう         ほごしゃ           しょうがいじ    しゃ     こうりゅう

しょうがい                    りかい      ふか                         きかい       かくほ       つと

すいしん

推進
すいしん

推進
  ふくがくせき             こうりゅう

 きょういくおよきょうどうがくしゅう

特別支援学校に在籍する児童生徒が、居住地の小・
中学校の児童生徒と一緒に学ぶ機会の拡大を図る
など、共同学習を進めます。

副学籍による交流
教育及び共同学習

 とくべつ しえん  がっこう    ざいせき           じどう  せいと          きょじゅうち    しょう

ちゅうがっこう      じどう  せいと     いっしょ      まな       きかい      かくだい    はか

           きょうどうがくしゅう  すす

（2） 障害に対する理解促進
           しょうがい      たい            りかい   そくしん

（3） 学齢期への重点的な普及・啓発
             がくれい  き             じゅうてんてき      ふきゅう    けいはつ
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コラム

日曜日のお昼頃、イオンスタイル東戸塚の渡り廊下には「いらっしゃいませ～」というスタッフの

明るい声と地域の方々の笑顔があふれます。これは、毎年12月３日～９日の障害者週間の休日

に合わせて行われる「障害者週間啓発イベント」のワンシーンです。

このイベントは毎年、戸塚区内の障害福祉サービス事業所などで手作りされた製品の販売、

障害福祉に関するパネル展示、パラリンピック正式種目であるボッチャの体験、補助犬とのふれ

あいなどを通じて障害理解や普及啓発を目的として行っているものです。平成30年度から始ま

り令和２年度で３年目になりました。

渡り廊下にはさまざまな人が通ります。地域の子どもたちやお年寄り、障害のある人、ない人

…通りがかりに「何をしているのだろう？ 障害者週間って何だろう？」と足を止めていただくこと

がまず第一歩です。

イベントでは手作りされた製品を手に取り「普段はどこで買えるの？ 今度買いに行くわ。」と

のお客様からお声がけをいただくこともありました。また、イオンスタイル東戸塚からは障害者週

間に限らず、普及啓発などの場として店舗スペースの活用をしてはいかがですかとご提案をい

ただき、嬉しい限りです。

このように、企業とも連携しつつ、地域の皆さまに障害について理解していただき、障害のあ

る人もない人も誰もが、日々安心して暮らし、自分らしく生きることができる、地域共生社会の実

現に取り組んでいきます。

※包括連携協定：企業と横浜市が相互の連携を強化し、地域の活性化などを目指すパートナーシップです。イオ

ン株式会社とは、環境保全、子育て支援、高齢者、障害者に関することなど10分野において、平成24年５月に

協定を締結しました。

イベントのチラシ▶

企業と連携しながら進める、 地域共生社会の実現

～包括連携協定を結ぶイオン株式会社×横浜市～

きぎょう            れんけい                              すす                          ちいき     きょうせい  しゃかい             じつげん

      ほうかつ    れんけい     きょうてい          むす                                 かぶしきがいしゃ                  よこはまし

▼イベント会場（左・中央）
かいじょう  ひだり ちゅうおう

         にちようび            ひるごろ                                 ひがし とつか      わた     ろうか

  あか         こえ      ちいき       かたがた      えがお                                                   まいとし        がつみっか     ここのか    しょうがいしゃしゅうかん  きゅうじつ

        あ               おこな               しょうがいしゃしゅうかんけいはつ

                                       まいとし      とつか  くない       しょうがい ふくし                      じぎょうしょ                  てづく                    せいひん      はんばい

しょうがい  ふくし       かん                         てんじ                                    せいしきしゅもく                                        たいけん     ほじょけん

                          つう         しょうがいりかい       ふきゅう けいはつ     もくてき            おこな                                        へいせい         ねんど           はじ

       れいわ      ねんど           ねんめ

       わた      ろうか                                   ひと      とお                  ちいき        こ                                としよ        しょうがい               ひと             ひと

       とお                           なに                                               しょうがいしゃしゅうかん        なん                         あし      と

                 だい いっぽ

                                     てづく                     せいひん      て        と           ふだん                      か                       こんど   か              い

           きゃくさま              こえ                                                                                                                     ひがしとつか              しょうがいしゃしゅう

 かん      かぎ            ふきゅう けいはつ                 ば               てんぽ                           かつよう                                                            ていあん

                   うれ         かぎ

                                 きぎょう          れんけい                   ちいき       みな             しょうがい                     りかい                                 しょうがい

      ひと              ひと      だれ               ひび  あんしん           く              じぶん               い                                           ちいき きょうせいしゃかい     じつ

  げん      と       く

ほうかつれんけいきょうてい きぎょう      よこはまし        そうご      れんけい    きょうか         ちいき      かっせいか                   めざ

      かぶしきがいしゃ            かんきょうほぜん   こそだ         しえん   こうれいしゃ  しょうがいしゃ    かん                                    ぶんや                       へいせい      ねん   がつ

きょうてい   ていけつ
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横浜市は、様々な団体や地域住民の方 と々も協力しながら、障害福祉施設や障害福祉サービ

スなどの社会資源の整備を進めてきました。しかし、現在では多くの業界で人材不足が社会問題

となっており、障害福祉分野でも、サービス提供事業者の多くは、現場で働く人材の確保に苦慮し

ています。また、人材を確保できても、定着させることが難しく、将来を担う人材の育成もままならな

いという声が挙がっています。障害福祉分野での雇用を安定させることは喫緊の課題といえます。

しかし、横浜市の労働人口も減少が見込まれる中、障害福祉分野の魅力発信などこれまで取り

組んできた施策だけで人材の確保・定着・育成を進めるのは容易ではありません。他の分野とも

協力した人材確保支援策に加え、事務の効率化や業務負担の軽減、安定した生活を支えられる

労働環境の整備などを進めていかなければなりません。様々な角度から障害福祉分野での働き

方を見直し、働き続けやすい仕事にしていく必要があります。

アンケート調査では、将来の障害福祉にとって特に重要なものとして「必要なときに十分な介助

が受けられること」という回答が１位でした。また、グループインタビューでも、支援者やサービスの

担い手の団体だけでなく、障害のある人たちからも「人材の確保に力を入れてほしい」という意見

が挙げられています。こういった声に応え、障害福祉サービスの提供を将来にわたって安定的に続

けていくために直面する課題に対応するには、民間事業者や関係機関等と行政が協働し、継続的

に取り組んでいくことが必要です。

そこで、２つの方向性で施策を展開します。

（１） 障害福祉従事者の確保と育成

民間事業者や関係機関等との協働により、障害福祉分野で働く魅力の発信、求人支援、雇

用支援、専門性向上等に係る研修の実施などの人材育成支援を検討・実施します。

（２） 業務効率化に向けたロボット・ＡＩ・ＩＣＴ等の導入検討

煩雑な事務作業などの業務効率化や介護業務の負担軽減などを進めるため、ロボット・ＡＩ・

ＩＣＴなどの導入の検討を進めます。

2 人材確保・育成
           じん ざい  かくほ     いくせい

　現状と施策の方向性
げんじょう        しさく           ほうこうせい

          よこはまし           さまざま      だんたい        ちいき  じゅうみん     かたがた         きょうりょく                      しょうがい  ふくし    しせつ       しょうがい  ふくし

                       しゃかい   しげん         せいび       すす                                                   げんざい            おお         ぎょうかい      じんざい  ぶそく         しゃかい もんだい

                                しょうがい  ふくし    ぶんや                                   ていきょう  じぎょうしゃ       おお              げんば       はたら   じんざい        かくほ           くりょ

                                      じんざい       かくほ                         ていちゃく                             むずか         しょうらい      にな     じんざい      いくせい

                     こえ       あ                                  しょうがい  ふくし    ぶんや               こよう       あんてい                               きっきん        かだい

                           よこはまし         ろうどう じんこう     げんしょう        みこ                   なか   しょうがい ふくし    ぶんや        みりょく   はっしん                                 と

   く                         しさく                    じんざい        かくほ     ていちゃく    いくせい      すす                       ようい                                           ほか       ぶんや

きょうりょく          じんざい  かくほ     しえん  さく       くわ           じむ           こうりつか         ぎょうむ   ふたん        けいげん    あんてい           せいかつ      ささ

  ろうどうかんきょう       せいび                   すす                                                                         さまざま       かくど             しょうがい ふくし     ぶんや            はたら

  かた       みなお        はたら   つづ                        しごと                          ひつよう

                                ちょうさ              しょうらい      しょうがい ふくし                      とく      じゅうよう                                 ひつよう                    じゅうぶん      かいじょ

         う                                                 かいとう            い                                                                                                    しえんしゃ

 にな        て       だんたい                             しょうがい               ひと                               じんざい       かくほ       ちから      い                                              いけん

         あ                                                                こえ      こた       しょうがい  ふくし                             ていきょう    しょうらい                         あんていてき       つづ

                                    ちょくめん           かだい         たいおう                        みんかん  じぎょうしゃ       かんけい  きかん  とう     ぎょうせい     きょうどう        けいぞくてき

        と        く                                     ひつよう

                                        ほうこうせい         しさく         てんかい

            しょうがい  ふくし    じゅうじしゃ        かくほ        いくせい

              みんかん  じぎょうしゃ       かんけい  きかん   とう          きょうどう                 しょうがい  ふくし    ぶんや       はたら    みりょく        はっしん   きゅうじん   しえん      こ

       よう  しえん      せんもんせいこうじょう とう      かか    けんしゅう       じっし                   じんざい いくせい   しえん       けんとう      じっし

              ぎょうむ  こうりつか          む                              えーあいあいしーてぃーとう どうにゅうけんとう

             はんざつ        じむ      さぎょう                 ぎょうむ   こうりつか          かいご   ぎょうむ        ふたん  けいげん                 すす                                            えーあい

      あいしーてぃー         どうにゅう     けんとう       すす
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事業名
もくひょう

目標

すいしん

推進

ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

じぎょうないようじぎょうめい

事業内容

しょうがいふくし じんざい       かくほ
障害福祉の仕事の魅力を発信し、求人や雇用の支
援を行うことで障害福祉人材の確保につなげてい
きます。

障害福祉人材の確保

   しょうがいとくせい     おう

      しえん                    けんしゅう

発達障害や行動障害を有する方、医療的ケアが必
要な方等に対し、専門的な支援を行うことのできる
人材を育成するための研修を実施します。

障害特性に応じた
支援のための研修

はったつしょうがい    こうどうしょうがい   ゆう          かた   いりょうてき                ひつ

 よう     かたとう    たい       せんもんてき       しえん    おこな

 じんざい    いくせい                       けんしゅう    じっし

そうだん しえん  じゅうじしゃ

          じんざいいくせい

市域と区域での人材育成に関する取組を整理し、相
互に連動させた効果的・効率的な人材育成体系を
整備します。

相談支援従事者の
人材育成

  しいき       くいき           じんざいいくせい    かん          とりくみ     せいり         そう

  ご      れんどう                こうかてき     こうりつてき     じんざいいくせいたいけい

  せいび

多様なニーズに対応できるよう、就労支援スキルを
向上させるため、研修の実施など、人材育成を進め
ます。

就労支援センター
職員の人材育成

  たよう                         たいおう                           しゅうろうしえん

こうじょう                         けんしゅう     じっし             じんざい いくせい     すす

     しょうがいふくし しせつ  とう

    はたら     かんごし        しえん

障害福祉施設等で働く看護師の定着に向けた支援
を行うとともに、人材確保の方策について検討しま
す。

障害福祉施設等で
働く看護師の支援

しょうがい ふくし  しせつ とう   はたら      かんごし      ていちゃく     む             しえん

    おこな                        じんざい かくほ       ほうさく                    けんとう

  しょうがいふくししせつしょくいんとう

                          しえん

障害者のＱＯＬの向上を目指して、障害特性やライ
フステージに応じた障害の重度化の緩和、生活習
慣病の予防等の普及啓発を図るため、障害福祉施
設における衛生管理、栄養管理に関する研修、連絡
会等を実施します。

障害福祉施設職員等
への支援

しょうがいしゃ  きゅーおーえる こうじょう       めざ             しょうがいとくせい

                               おう        しょうがい      じゅうどか        かんわ    せいかつしゅう

かんびょう     よぼう とう      ふきゅうけいはつ    はか                 しょうがい ふくし  し

せつ                    えいせい かんり    えいよう かんり      かん       けんしゅう   れんらく

かいとう      じっし

すいしん

推進
すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

しゅうろうそくしん   もくてき

  じぎょうしょしょくいんむ    けんしゅう

障害者雇用を行っている企業での「就業体験」の研
修を通じて、事業所職員の就労支援スキルの向上、
就労に向けた意識付けにつなげます。

病気や障害のある小児及び重症心身障害児・者の
支援に必要な知識・技術の向上を図り、障害特性を
理解した医療従事者を育成するための研修を実施
します。

就労促進を目的とした
事業所職員向け研修

しょうがいしゃ こよう    おこな                  きぎょう           しゅうぎょうたいけん     けん

しゅう    つう           じぎょうしょしょくいん   しゅうろう しえん                    こうじょう

しゅうろう    む             いしき  づ

すいしん

推進
すいしん

推進

いりょうじゅうじしゃけんしゅうじぎょう
医療従事者研修事業

 びょうき    しょうがい              しょうに およ   じゅうしょうしんしんしょうがいじ  しゃ

  しえん      ひつよう      ちしき    ぎじゅつ     こうじょう    はか     しょうがいとくせい

  りかい           いりょう じゅうじしゃ      いくせい                       けんしゅう     じっし
すいしん

推進
すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

○あ

○新

○あ

○あ

しゅうろう しえん

  しょくいん    じんざいいくせい

しょうがい ふくし       しごと       みりょく      はっしん      きゅうじん      こよう        し

 えん   おこな                しょうがい ふくし じんざい       かくほ

（1）障害福祉従事者の確保と育成

　取組
とりくみ

しょうがい   ふくし   じゅうじしゃ         かくほ       いくせい
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ガイドヘルパー等の資格取得のための研修受講料
の一部を助成し、人材確保を図ります。

より質の高いサービスが提供できるよう、移動支援
事業の従業者を対象に研修を実施します。

障害者本人の活動を支える人材の育成を進めると
ともに、同じ障害がある人たちの交流やコミュニ
ケーションの機会を拡充し、各団体活動を促進する
取組を推進します。

事業名
もくひょう

目標

すいしん

推進

ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

じぎょうないようじぎょうめい

事業内容

                                      とう

    けんしゅうじゅこうりょうじょせい

                                  とう       しかく   しゅとく                  けんしゅうじゅこうりょう

      いちぶ       じょせい      じんざい かくほ      はか
ガイドヘルパー等
研修受講料助成

                         けんしゅう
ガイドヘルパー
スキルアップ研修

          しつ     たか                            ていきょう                          いどう   しえん

 じぎょう   じゅうぎょうしゃ  たいしょう  けんしゅう      じっし

しゃかい さんか  すいしん

                だんたいかつどう しえん

              きのう    じゅうじつ

社会参加推進センター
による団体活動支援
機能の充実

しょうがいしゃほんにん    かつどう     ささ         じんざい     いくせい     すす

                  おな    しょうがい               ひと                こうりゅう

                              きかい     かくじゅう      かくだんたいかつどう     そくしん

 とりくみ    すいしん

すいしん

推進
すいしん

推進

○あ

○あ
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事業名
もくひょう

目標
ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

すいしん

推進
検討
・
実施

けんとう

じっし

じぎょうないようじぎょうめい

事業内容
 ぎょうむ こうりつ か       む

               えーあいあいしーてぃーとう

          どうにゅう    けんとう

煩雑な事務作業などの業務効率化や介護業務の負
担軽減などを進めるため、ロボット・ＡＩ・ＩＣＴなどの
導入の検討を進めます。

業務効率化に向けた
ロボット・ＡＩ・ＩＣＴ等の

導入の検討

はんざつ        じむ   さぎょう              ぎょうむ こうりつか       かいご  ぎょうむ      ふ

 たんけいげん              すす                                       えーあいあいしーてぃー

どうにゅう    けんとう    すす○新

コラム

障害のある方が希望するサービスを受けるためには、その希望に対応できる支援者（ヘル

パー）がいなければなりません。そのため、横浜市では、ヘルパーの養成を促すことで量の確保

を、人材育成の取組を行うことで質の確保を図っています。

まず、ヘルパー養成のための取組ですが、ヘルパーとして働くための資格を持っている人を増

やすため、資格取得のための養成研修の受講料を助成しています。移動支援従業者（ガイドヘル

パー）と同行援護従業者の研修を対象として、最大２万円まで助成を受けることができます。※

また、ヘルパーの人材育成としては、「ガイドヘルパースキルアップ研修」を実施しています。こ

の研修は、身体障害、知的障害、精神障害それぞれの理解を深め、より良い支援が提供できるよ

うになることを目的としています。

研修は、ヘルパー向けと事業所の責任者向けの２種類の研修を行っています。

ヘルパー向けのものでは、３つの障害分野に分けて、ガイドヘルパーの基礎知識・技術や障害

特性に応じた適切な支援方法などを身につける研修を行っています。一方、責任者向けのもの

では、事業所を正しく運営・管理できるように、サービスを利用する人のための支援計画の作成

方法等についての研修を行っています。

どちらの研修でも、講義の中にグループワークを組み入れ、他の事業所の人とも話し合う時

間を多く設けています。これによって、日頃の疑問や困りごとの共有・解決の場、横のつながり作

りの場としても活用していただいています。

今後も、障害のある人の希望に沿って、安心した生活を送ることができるよう、ヘルパー養成・

育成の取組を行っていきます。

ぜひみなさんもヘルパーをやってみませんか！

※横浜市民で、養成研修修了後に、資格を取ったヘルパーとして市内の事業所で３か月以上働いていることが必

要です。

（2） 業務効率化に向けたロボット・ＡＩ・ＩＣＴ等の導入の検討
              ぎょうむ  こうりつ か         む                             えーあいあいしーてぃーとう どうにゅう      けんとう

ヘルパーの養成・人材育成
ようせい        じんざい     いくせい

     しょうがい               かた        きぼう                                      う                                                きぼう       たいおう                 しえんしゃ

                                                                                                  よこはまし                                        ようせい    うなが                 りょう      かくほ

         じんざいいくせい     とりくみ    おこな                  しつ      かくほ       はか

                                       ようせい                     とりくみ                                                   はたら                    しかく        も                    ひと      ふ

                          しかく  しゅとく                    ようせいけんしゅう    じゅこうりょう    じょせい                            いどう しえんじゅうぎょうしゃ

                  どうこう えんごじゅうぎょうしゃ   けんしゅう   たいしょう                さいだい   まんえん         じょせい       う

                                            じんざい いくせい                                                                                     けんしゅう        じっし

     けんしゅう       しんたいしょうがい  ちてきしょうがい せいしんしょうがい                           りかい      ふか                  よ        しえん     ていきょう

                                  もくてき

      けんしゅう                           む            じぎょうしょ      せきにんしゃ  む               しゅるい     けんしゅう  おこな

                            む                                               しょうがい ぶんや       わ                                                       きそ     ちしき     ぎじゅつ    しょうがい

  とくせい      おう         てきせつ       しえん ほうほう                み                     けんしゅう   おこな                         いっぽう    せきにんしゃ  む

               じぎょうしょ      ただ        うんえい    かんり                                                            りよう           ひと                      しえん  けいかく     さくせい

  ほうほうとう                        けんしゅう   おこな

                          けんしゅう             こうぎ      なか                                               く        い           た       じぎょうしょ       ひと         はな      あ        じ

 かん     おお    もう                                                            ひごろ       ぎもん       こま                  きょうゆう  かいけつ       ば    よこ                         づく

             ば                   かつよう

        こんご        しょうがい             ひと       きぼう        そ             あんしん         せいかつ     おく                                                                  ようせい

  いくせい     とりくみ    おこな

  よこはましみん       ようせいけんしゅうしゅうりょうご      しかく        と                                             しない      じぎょうしょ            げついじょうはたら                                ひつ

よう
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「障害のある人もない人も、誰もが人格と個性を尊重し合いながら、地域共生社会の一員とし

て、自らの意思により自分らしく生きるまち」を実現するためには、障害者の権利擁護について積

極的に取り組み、一人ひとりの人権が十分に尊重される仕組みを構築することが必要です。平成

26年１月の障害者権利条約の批准や、障害者差別解消法の施行など、障害者の権利擁護に関

する様々な法整備が進められてきましたが、それだけでは十分ではありません。法の趣旨などを私

たち一人ひとりが理解し、社会をより良く変えていく取組が求められています。

また、必要な情報が得られること、自分自身の意思を決めること、決めた意思を伝えられること

など、自身の権利を守るために必要不可欠なことを行う際、障害ゆえに支援が必要な人たちを支

える仕組みも無くてはならないものです。

そこで、４つの方向性で施策を展開します。

（１） 虐待防止の取組の浸透

障害者虐待の具体例などの市民向け広報や障害福祉サービス事業者を対象とした研修等

を通じて、障害者虐待が重大な人権侵害であることや予防や早期発見の重要性などを啓発す

ることで、虐待防止の取組の浸透を図っていきます。

（２） 成年後見制度の利用促進

権利擁護を必要とする知的障害者や精神障害者の増加に対応し地域で安心した生活を送

ることができるよう、成年後見制度の啓発や利用の促進を進めていきます。

（３） 障害者差別解消法に基づく取組

障害を理由とする差別の解消に向けて周知を図るとともに、障害者差別に関する相談、紛争

の防止等のための体制を充実させます。

（４） 情報保障の取組

視覚障害者、聴覚障害者及び知的障害者等への情報提供について定めた行政情報発信の

ルールに基づき、本人の意向や障害に応じた配慮を行うよう徹底します。また、必要な配慮につ

いて検討を行っていきます。

3 権利擁護
             けんり    ようご

　現状と施策の方向性
げんじょう        しさく           ほうこうせい

         しょうがい                ひと                ひと          だれ            じんかく       こせい       そんちょう      あ                            ちいき きょうせい しゃかい       いちいん

        みずか             いし                    じぶん                 い                             じつげん                                    しょうがいしゃ        けんり     ようご                        せっ

きょくてき        と        く            ひとり                       じんけん     じゅうぶん     そんちょう                  しく                こうちく                          ひつよう                へいせい

         ねん    がつ      しょうがいしゃ  けんり  じょうやく        ひじゅん        しょうがいしゃ   さべつ かいしょうほう        しこう                しょうがいしゃ        けんり   ようご        かん

           さまざま        ほうせいび        すす                                                                                 じゅうぶん                                       ほう        しゅし                 わたし

             ひとり                        りかい          しゃかい                 よ      か                      とりくみ       もと

                    ひつよう      じょうほう       え                                じぶん    じしん           いし          き                          き               いし          つた

                 じしん         けんり        まも                      ひつよう    ふかけつ                      おこな   さい   しょうがい                  しえん        ひつよう      ひと                 ささ

              しく                な

                                        ほうこうせい        しさく         てんかい

            ぎゃくたい ぼうし         とりくみ       しんとう

            しょうがいしゃ ぎゃくたい       ぐたい  れい                  しみん   む        こうほう       しょうがい ふくし                         じぎょうしゃ      たいしょう              けんしゅうとう

             つう            しょうがいしゃぎゃくたい     じゅうだい       じんけんしんがい                                 よぼう         そうき   はっけん      じゅうようせい                けいはつ

                              ぎゃくたい ぼうし        とりくみ       しんとう      はか

             せいねん こうけん  せいど          りよう   そくしん

               けんり   ようご        ひつよう                 ちてき  しょうがいしゃ       せいしん しょうがいしゃ        ぞうか        たいおう       ちいき        あんしん           せいかつ      おく

                                                      せいねん こうけん  せいど        けいはつ        りよう        そくしん      すす

            しょうがいしゃ  さべつ  かいしょうほう      もと          とりくみ

            しょうがい       りゆう                   さべつ      かいしょう       む             しゅうち      はか                           しょうがいしゃ   さべつ        かん          そうだん    ふんそう

               ぼうし とう                        たいせい     じゅうじつ

             じょうほうほしょう       とりくみ

               しかく  しょうがいしゃ  ちょうかく しょうがいしゃおよ        ちてき  しょうがいしゃ とう          じょうほうていきょう                     さだ          ぎょうせいじょうほう はっしん

                             もと              ほんにん        いこう       しょうがい      おう           はいりょ     おこな             てってい                                ひつよう       はいりょ

                  けんとう     おこな
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市民向けのリーフレット作成等により広報を行いま
す。また、虐待や不適切支援をなくしていくため、障
害福祉サービスの事業者等を対象とした研修を実
施します。

事業名
もくひょう

目標

すいしん

推進

ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

すいしん

推進

じぎょうないようじぎょうめい

しょうがいしゃぎゃくたいぼうしじぎょう

             ふきゅう  けいはつ

事業内容
  しみん   む                                     さくせいとう               こうほう   おこな

                    ぎゃくたい     ふてきせつ  しえん                                             しょう

 がい ふくし                           じぎょうしゃとう     たいしょう            けんしゅう    じっ

  し

障害者虐待防止事業
（普及・啓発）

コラム

障害者虐待は障害者に対する重大な人権侵害です。

神奈川県内では、通報・届出件数及び虐待認定件数が、ここ数年ほぼ横ばいで推移してお

り、減少に至っていません。また、障害福祉サービス事業者には、虐待防止対策担当者の設置

や虐待防止のための職員への定期的な研修の実施が義務付けられるなど、障害者虐待の防

止の取組がますます重要になっています。

横浜市では、障害福祉サービス事業者等に対する虐待防止の取組として、管理者・サービス

管理責任者等向けの「障害者虐待防止研修」を行っています。

研修の実施にあたっては、障害福祉サービス事業者や関係団体の皆さまと一緒に取り組ん

でおり、プログラムの作成や当日の研修講師を担ってもらっています。この研修では、受講した

管理者・サービス管理責任者自身が虐待者にならないだけではなく、常勤・非常勤を問わず、ま

た役職や職種に関わらず、事業所の職員全員が虐待防止、権利擁護の意識を高め、虐待を起

こさない仕組み・風土を作ることを目指しています。

また、障害者虐待について広く知ってもらうため、ポスターを作成しています。これは、虐待者

側が、

◎しつけとして必要なことをしている

◎本人のためを思っての行為だ

などと、虐待をしているという認識がない場合や、虐待を受けている障害者自身が

◎自分のされていることが虐待だと認識できない

◎虐待だと認識していても、相談や被害の訴えを誰にしたらいいのかわからない

といったこともあるためです。

ポスターは、イラストや簡単な言葉を使い、どういったこと

が虐待に当たるか、どこに相談をしたらいいのか、などをわ

かりやすく表現しており、作成の際には障害当事者の方に

もご意見をいただきました。

障害者虐待は障害者に対する重大な人権侵害です。虐

待が起こらないよう今後も取組を進めます。

（１） 虐待防止の取組の浸透
           ぎゃくたい ぼうし        とりくみ       しんとう

　取組
とりくみ

障害者虐待防止の取組紹介
  しょうがいしゃ    ぎゃくたい   ぼうし              とりくみ    しょうかい

      しょうがいしゃぎゃくたい  しょうがいしゃ     たい         じゅうだい    じんけんしんがい

         かながわけん   ない              つうほう   とどけで けんすう およ    ぎゃくたいにんていけんすう                  すうねん           よこ                 すいい

       げんしょう     いた                                           しょうがい ふくし                        じぎょうしゃ               ぎゃくたいぼうし  たいさく たんとうしゃ       せっち

      ぎゃくたい ぼうし                     しょくいん            ていきてき      けんしゅう       じっし          ぎむ     づ                                しょうがいしゃぎゃくたい    ぼう

   し       とりくみ                        じゅうよう

         よこはまし               しょうがい ふくし                     じぎょうしゃ  とう     たい         ぎゃくたい ぼうし       とりくみ                   かんりしゃ

   かんり  せきにんしゃ とう  む             しょうがいしゃぎゃくたいぼうしけんしゅう      おこな

      けんしゅう      じっし                                  しょうがい ふくし                       じぎょうしゃ      かんけいだんたい      みな              いっしょ       と        く

                                                 さくせい      とうじつ     けんしゅう こうし       にな                                                     けんしゅう              じゅこう

   かんりしゃ                          かんり  せきにんしゃ  じしん       ぎゃくたいしゃ                                                      じょうきん   ひじょうきん       と

      やくしょく     しょくしゅ    かか                   じぎょうしょ     しょくいんぜんいん      ぎゃくたいぼうし      けんり  ようご         いしき       たか       ぎゃくたい     お

                       しく            ふうど       つく                     めざ

                  しょうがいしゃぎゃくたい                   ひろ      し                                                             さくせい                                            ぎゃくたいしゃ

 がわ

                                             ひつよう

                 ほんにん                     おも               こうい

                       ぎゃくたい                                   にんしき                  ばあい        ぎゃくたい     う                    しょうがいしゃ じしん

                    じぶん                                          ぎゃくたい         にんしき

                 ぎゃくたい        にんしき                           そうだん      ひがい      うった        だれ
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地域における権利擁護を市民参画で進めるため、
よこはま成年後見推進センターが市民後見人の養
成を実施し、区役所、市・区社会福祉協議会、専門職
団体等が連携した活動支援の体制を構築します。

事業名
もくひょう

目標

すいしん

推進

ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

すいしん

推進

じぎょうないようじぎょうめい

    よこはまし   しみん

 こうけんにんようせい

かつどうしえんじぎょう

事業内容
  ちいき                        けんり  ようご        しみん さんかく      すす

                    せいねんこうけんすいしん                         しみん こうけんにん     よう

 せい     じっし           くやくしょ     し     く  しゃかい  ふくし きょうぎかい せんもんしょく

 だんたいとう     れんけい       かつどう  しえん      たいせい     こうちく

横浜市市民
後見人養成・
活動支援事業

ほうじんこうけん しえん じぎょう
よこはま成年後見推進センターが、これまでの法人
後見受任実績を踏まえて、市内の社会福祉法人等
への法人後見実施に向けた支援を行います。

法人後見支援事業

                   せいねんこうけんすいしん                                                  ほうじん

 こうけんじゅにんじっせき       ふ                    しない       しゃかいふくし  ほうじん とう

           ほうじんこうけん じっし       む             しえん    おこな

せいねんこうけんせいど

        ふきゅうけいはつ

成年後見制度がより利用しやすいものとなるよう、
関係機関と調整して当事者及び家族、支援団体等
への説明会などを実施します。

成年後見制度の
普及啓発

せいねん こうけんせいど                 りよう

かんけい  きかん    ちょうせい          とうじしゃ   およ      かぞく     しえん  だんたいとう

          せつめいかい                じっし

けんり  ようご  じぎょう
権利を守るための相談や契約に基づく金銭管理
サービスなどの日常生活の支援を、区あんしんセン
ターが、契約に基づいて実施します。

権利擁護事業

  けんり       まも                      そうだん    けいやく      もと           きんせん かんり

                                 にちじょうせいかつ     しえん          く

                  けいやく    もと                 じっし

すいしん

推進
すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

成年後見制度区長申立て件数

成年後見人等報酬助成件数

せいねんこうけんせいど くちょうもうした     けんすう

 せいねんこうけんにんとうほうしゅうじょせいけんすう

れいわ    ねんど

令和３年度
れいわ    ねんど

令和4年度
れいわ    ねんど

令和5年度指標名
しひょうめい

けん

けん

30件

210件

けん

けん

30件

240件

けん

けん

30件

270件

○福

○福

障害者虐待は障害者に対する重大な人権侵害です。

神奈川県内では、通報・届出件数及び虐待認定件数が、ここ数年ほぼ横ばいで推移してお

り、減少に至っていません。また、障害福祉サービス事業者には、虐待防止対策担当者の設置

や虐待防止のための職員への定期的な研修の実施が義務付けられるなど、障害者虐待の防

止の取組がますます重要になっています。

横浜市では、障害福祉サービス事業者等に対する虐待防止の取組として、管理者・サービス

管理責任者等向けの「障害者虐待防止研修」を行っています。

研修の実施にあたっては、障害福祉サービス事業者や関係団体の皆さまと一緒に取り組ん

でおり、プログラムの作成や当日の研修講師を担ってもらっています。この研修では、受講した

管理者・サービス管理責任者自身が虐待者にならないだけではなく、常勤・非常勤を問わず、ま

た役職や職種に関わらず、事業所の職員全員が虐待防止、権利擁護の意識を高め、虐待を起

こさない仕組み・風土を作ることを目指しています。

また、障害者虐待について広く知ってもらうため、ポスターを作成しています。これは、虐待者

側が、

◎しつけとして必要なことをしている

◎本人のためを思っての行為だ

などと、虐待をしているという認識がない場合や、虐待を受けている障害者自身が

◎自分のされていることが虐待だと認識できない

◎虐待だと認識していても、相談や被害の訴えを誰にしたらいいのかわからない

といったこともあるためです。

ポスターは、イラストや簡単な言葉を使い、どういったこと

が虐待に当たるか、どこに相談をしたらいいのか、などをわ

かりやすく表現しており、作成の際には障害当事者の方に

もご意見をいただきました。

障害者虐待は障害者に対する重大な人権侵害です。虐

待が起こらないよう今後も取組を進めます。

障害者虐待に関するポスター▶
しょうがいしゃぎゃくたい    かん

（2） 成年後見制度の利用促進
           せいねん   こうけんせいど          りよう   そくしん

                                                        かんたん       ことば       つか

       ぎゃくたい     あ                                  そうだん

                         ひょうげん                    さくせい      さい         しょうがい   とうじしゃ       かた

            いけん

     しょうがいしゃぎゃくたい    しょうがいしゃ      たい         じゅうだい    じんけんしんがい             ぎゃく

 たい       お                             こんご        とりくみ     すす
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▲成年後見制度に関するパンフレット
せいねんこうけんせいど       かん

コラム

成年後見制度は、認知症高齢者の人や知的障害や精神障害のある人などが安心して生活

できるように保護し、支援する制度です。法的に権限を与えられた後見人等が、本人の意思を

尊重し健康や生活状況に配慮しながら本人に代わり財産の管理や介護サービスなどの契約

等を行います。

成年後見制度には、家庭裁判所が本人に適切な方を選任し「後見」「保佐」「補助」と３つの

類型からなる「法定後見制度」と、あらかじめ自分で選んだ代理の方と支援の内容について契

約を結んでおく「任意後見制度」があります。

成年後見制度を必要とされる人は、今後ますます多くなることが見込まれています。

横浜市では、平成31年３月に横浜市成年後見制度利用促進基本計画を策定し、この計画

をもとに、令和２年４月に中核機関「よこはま成年後見推進センター」を設置しました。成年後見

制度の効果的な広報や、権利擁護に関わる相談支援機関への支援など、横浜市にふさわしい

成年後見制度の利用促進の取組を「よこはま成年後見推進センター」が中心となって進めてい

きます。

成年後見制度について詳しく知りたい場合は、よこはま成年後見推進センター、区役所、区社

会福祉協議会、基幹相談支援センター、地域包括支援センターへお気軽にご相談ください。パ

ンフレットの配布もしています。

■よこはま成年後見推進センターＨＰ
http://www.yokohamashakyo.jp/ansin/yokohamaseinenkoken.html

成年後見制度の利用促進
せいねん    こうけん     せいど               りよう      そくしん

       せいねん  こうけんせいど           にんちしょうこうれいしゃ       ひと      ちてきしょうがい      せいしんしょうがい              ひと                あんしん          せいかつ

                                ほご            しえん            せいど                ほうてき     けんげん     あた                    こうけんにん とう         ほんにん        いし

そんちょう     けんこう    せいかつじょうきょう    はいりょ                    ほんにん       か           ざいさん        かんり        かいご                                     けいやく

 とう     おこな

       せいねん こうけんせいど                  かていさいばんしょ        ほんにん     てきせつ      かた     せんにん       こうけん         ほさ           ほじょ

  るいけい                      ほうてい  こうけんせいど                                      じぶん       えら            だいり       かた      しえん       ないよう                    けい

 やく      むす                       にんい  こうけん せいど

       せいねんこうけん  せいど      ひつよう                   ひと         こんご                    おお                              みこ

         よこはまし                へいせい       ねん   がつ       よこはまし   せいねん こうけんせいど    りよう   そくしん  きほん  けいかく      さくてい                 けいかく

                        れいわ     ねん    がつ     ちゅうかく きかん                      せいねんこうけんすいしん                            せっち                       せいねんこうけん

   せいど        こうかてき        こうほう          けんり   ようご      かか          そうだん  しえん   きかん              しえん                よこはまし

  せいねんこうけん せいど         りよう   そくしん     とりくみ                            せいねんこうけんすいしん                          ちゅうしん                  すす

       せいねんこうけん  せいど                     くわ          し                 ばあい                           せいねんこうけん すいしん                       くやくしょ        くしゃ

 かい  ふくし   きょうぎかい     きかん そうだん   しえん                         ちいき ほうかつ  しえん                                 きがる            そうだん

                            はいふ

                           せいねん こうけんすいしん                ほーむぺーじ
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本市職員が適切な対応を行っていくための指針と
して策定した市職員対応要領を周知し、差別的取扱
いとなり得る事例や、合理的な配慮の好事例等の
浸透を図ります。

事業名

すいしん

推進
すいしん

推進

じぎょうないようじぎょうめい

しみん とう

ふきゅう  けいはつ

事業内容
しょうがい     りゆう                さべつ     かいしょう    あ                        しみん とう

     かたがた    かんしん      りかい      ふか                                          なに

     たいせつ                                     しみん とう      む           こうほうおよ    けい

 はつかつどう     こうかてき       じっし

障害を理由とする差別の解消に当たっては、市民等
の方々に関心と理解を深めていただくことが何より
も大切であることから、市民等に向けた広報及び啓
発活動を効果的に実施します。

すいしん

推進
すいしん

推進

しょうがいしゃ さべつ      かん         そうだん   ふんそう      ぼうし  とう

 たいせい    しゅうち                              そうだんおよ    ふんそう       ぼうし とう

  ちいき                     すいしん                          ちいき きょうぎかい     かいさい

障害者差別に関する相談、紛争の防止等のための
体制を周知します。また、相談及び紛争の防止等を
地域において推進するための地域協議会を開催し
ます。

すいしん

推進
すいしん

推進

市民等への
普及・啓発

そうだんたいせいとう     しゅうち
相談体制等の周知

ししょくいんたいおうようりょう

                しゅうち
市職員対応要領の

周知

ちゅうかんきもくひょう

中間期目標
もくひょう

目標

すいしん

推進
すいしん

推進

行政情報発信時の視覚障害者、聴覚障害者及び知
的障害者等に対して、一人ひとりの障害特性に応じ
た合理的配慮を行います。

ぎょうせいじょうほうはっしんじ     しかくしょうがいしゃ  ちょうかくしょうがいしゃ およ   ち

てきしょうがいしゃとう    たい            ひとり                   しょうがいとくせい     おう

       ごうりてき はいりょ    おこな

すいしん

推進

けんとう

じっし

検討
・
実施

視覚等に障害のある人が日常生活の中で代筆また
は代読が必要なときに支援者によるサービス提供
を行います。

だいひつ  だいどく
代筆・代読サービス

ちゅうかんきもくひょう

中間期目標
もくひょう

目標

         じょうほうはっしんじ

     ごうりてき はいりょ    ていきょう
情報発信時の

合理的配慮の提供

じぎょうないよう

事業内容事業名
じぎょうめい

○新

  しかく  とう    しょうがい             ひと    にちじょうせいかつ    なか    だいひつ

      だいどく     ひつよう                     しえんしゃ                                   ていきょう

    おこな

  ほんし しょくいん    てきせつ     たいおう   おこな                                   ししん

          さくてい         ししょくいんたいおうようりょう   しゅうち        さべつてきとりあつか

                      う       じれい           ごうりてき       はいりょ       こうじれい  とう

 しんとう    はか

（3） 障害者差別解消法に基づく取組
             しょうがいしゃ  さべつ かいしょうほう      もと           とりくみ

（4） 情報保障の取組
              じょうほうほしょう      とりくみ
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手話通訳者の派遣
（派遣人数）

 しゅわ  つうやくしゃ      はけん

           はけん にんずう

要約筆記者の派遣
（派遣人数）

ようやくひっきしゃ         はけん

          はけん にんずう

手話奉仕員養成研修事業
（養成人数）

しゅわ  ほうしいんようせいけんしゅうじぎょう

               ようせい にんずう

手話通訳者・筆記者養成研修事業
（養成人数）

 しゅわ  つうやくしゃ   ひっきしゃようせいけんしゅうじぎょう

                         ようせい にんずう

盲ろう者向け通訳・介助員養成研修事業
（養成人数）

もう         しゃ  む      つうやく かいじょいんようせいけんしゅうじぎょう

                                ようせい にんずう

れいわ     ねんど

令和３年度
れいわ     ねんど

令和4年度
れいわ     ねんど

令和5年度指標名
しひょうめい

にん

にん

にん

にん

にん

11,000人

1,900人

172人

90人

30人

にん

にん

にん

にん

にん

11,000人

1,900人

172人

90人

30人

にん

にん

にん

にん

にん

11,000人

1,900人

172人

90人

30人

○福

○福

○福

○福

○福

コラム

障害者差別解消法では、障害者への合理的配慮が求められています。合理的配慮の例とし

て、障害がある人の障害特性に応じた情報の提供があります。障害があることで必要な情報が

得られないということがあってはいけません。

横浜市では、下に挙げたような情報保障の取組を行っていますが、これ以外にも必要に応じ

た取組を進めていきます。

〇通知等の点字による情報提供対応

視覚障害者の情報保障に関する取組として、横浜市の各部署から市民宛に送付している

通知について、点字による情報提供を行っています。

点字での情報提供を希望する視覚障害者に対し、「通知名」「発送元」「問合せ先」につい

て点字化したものを、元の墨字（晴眼者の使う、いわゆる印刷された文字等）の通知とともに

送付します。また、送付する封筒にも発送元を点字で刻印しています。

さらに、希望する方へは、通知を送付した旨をメールで情報提供します。

〇知的障害者等に分かりやすい資料等の表現見直し

行政の作る通知やお知らせ資料等は、複雑な文章構成や難解な表現を使っている場合が

あり、知的障害者等が自身で読む際に、正確に内容を把握することが難しいことがあります。

このため、障害当事者が内容を正しく理解できるようにすることを目的として、表現の見直し

を行っています。

見直しにあたっては、言葉の置き換えなど文章の変更だけではなく、デザインやレイアウト

の見直しも含めて行い、最後に障害当事者によるチェックを経て完成させています。

      しょうがいしゃ さべつ かいしょうほう            しょうがいしゃ             ごうりてき  はいりょ      もと                                       ごうりてきはいりょ         れい

        しょうがい              ひと     しょうがいとくせい     おう         じょうほう   ていきょう                         しょうがい                             ひつよう    じょうほう

   え

         よこはまし               した      あ                          じょうほうほしょう      とりくみ    おこな                                          いがい           ひつよう      おう

       とりくみ     すす

       つうち  とう       てんじ              じょうほうていきょうたいおう

              しかく しょうがいしゃ     じょうほう ほしょう     かん         とりくみ                   よこはまし         かくぶしょ             しみんあて        そうふ                   

        つうち                          てんじ              じょうほうていきょう  おこな

              てんじ          じょうほうていきょう     きぼう             しかく  しょうがいしゃ     たい           つうちめい        はっそうもと       といあわ     さき

             てんじ   か                            もと       すみじ     せいがんしゃ      つか                           いんさつ                 もじ    とう          つうち

        そうふ                               そうふ           ふうとう           はっそうもと       てんじ        こくいん

                              きぼう           かた              つうち        そうふ           むね                      じょうほうていきょう

       ちてきしょうがいしゃ  とう      わ                          しりょうとう       ひょうげんみなお

            ぎょうせい    つく      つうち             し            しりょうとう          ふくざつ    ぶんしょうこうせい    なんかい     ひょうげん    つか                   ばあい

                    ちてき しょうがいしゃとう        じしん        よ       さい        せいかく     ないよう        はあく                        むず

障害者差別解消法を踏まえた横浜市独自の取組

（情報保障）

しょうがいしゃ      さべつ     かいしょう   ほう          ふ                            よこはまし        どくじ             とりくみ

                                                           じょうほう     ほしょう
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横浜市立図書館のご案内
図書館は だれでも 入れます

読みたい本を探す お手伝いもします

図書館で できること

1.  本を 読む
図書館にある本は、

どれでも 読んでいいです。

お金は いりません。

2.  本を 探す
読みたい本が 見つからないときは、

カウンターの人に 聞いてください。

本の名前や 本を書いた人の名前が わかっていれば

図書館にある パソコンで

自分で 探すこともできます。

6.  コピーする
図書館にあるコピー機で
図書館の本を コピーできます。

白黒コピーは １枚１０円です。

カラーコピーは １枚５０円です。

ただし、Ａ３サイズ（この案内を広げたときの

２倍の大きさ）でカラーコピーすると 

１枚８０円 かかります。

☆図書館が 開いている時間

☆図書館が 休みの日

☆  連絡先  ☆　横浜市中央図書館

電話：045-262-0050　　ファクス：045-262-0052
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kyodo-manabi/l ibrary/

〇土曜日・日曜日・月曜日

　祝日・１２月２８日

　朝９時３０分から 夕方５時まで

〇火曜日から金曜日の 平日

　朝９時３０分から 夜７時まで

１２月２９日から １月 ３日まで。

そのほかの 休みの日は、　「図書館カレンダー」を 見てください。

中央図書館と山内図書館は
夜８時３０分まで １月 ４日 は 昼１２時から

夕方５時まで

障害者差別解消法では、障害者への合理的配慮が求められています。合理的配慮の例とし

て、障害がある人の障害特性に応じた情報の提供があります。障害があることで必要な情報が

得られないということがあってはいけません。

横浜市では、下に挙げたような情報保障の取組を行っていますが、これ以外にも必要に応じ

た取組を進めていきます。

〇通知等の点字による情報提供対応

視覚障害者の情報保障に関する取組として、横浜市の各部署から市民宛に送付している

通知について、点字による情報提供を行っています。

点字での情報提供を希望する視覚障害者に対し、「通知名」「発送元」「問合せ先」につい

て点字化したものを、元の墨字（晴眼者の使う、いわゆる印刷された文字等）の通知とともに

送付します。また、送付する封筒にも発送元を点字で刻印しています。

さらに、希望する方へは、通知を送付した旨をメールで情報提供します。

〇知的障害者等に分かりやすい資料等の表現見直し

行政の作る通知やお知らせ資料等は、複雑な文章構成や難解な表現を使っている場合が

あり、知的障害者等が自身で読む際に、正確に内容を把握することが難しいことがあります。

このため、障害当事者が内容を正しく理解できるようにすることを目的として、表現の見直し

を行っています。

見直しにあたっては、言葉の置き換えなど文章の変更だけではなく、デザインやレイアウト

の見直しも含めて行い、最後に障害当事者によるチェックを経て完成させています。

                            しょうがい   とうじしゃ       ないよう     ただ          りかい                                                      もくてき               ひょうげん      みなお

          おこな

              みなお                                       ことば         お       か               ぶんしょう     へんこう

             みなお           ふく         おこな        さいご     しょうがい  とうじしゃ                                       へ      かんせい

表現見直し前の市立図書館案内
ひょうげん   みなお        まえ          しりつ      としょかん    あんない

表現見直し後の市立図書館案内
ひょうげん   みなお         ご           しりつ      としょかん    あんない

43



事業名
もくひょう

目標

すいしん

推進

ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

じぎょうないようじぎょうめい

しょうがいしゃそうだん しえん じぎょう

                しゅうちおよ

             ふきゅうけいはつ

事業内容
  く   ふくし   ほけん                        きかん  そうだん しえん                      せいしん

しょうがいしゃせいかつしえん                               きかん     ちゅうしん     ちいき せい

 かつ しえん きょてん        きのう     じゅうそく                           そうだん  しえん  じ

ぎょう    しゅうち  けいはつ    はか

障害者相談支援事業
の周知及び
普及啓発

    そうだん  しえん じゅうじしゃ

              じんざいいくせい

                   さいけい

市域と区域での人材育成に関する取組を整理し、相
互に連動させた効果的・効率的な人材育成体系を
整備します。

相談支援従事者の
人材育成
【再掲】

   しいき      くいき           じんざいいくせい    かん         とりくみ      せいり         そう

  ご      れんどう                こうかてき     こうりつてき     じんざいいくせいたいけい

  せいび

すいしん

推進
すいしん

推進

 し   じりつ  しえん きょうぎかい

           く   じりつ  しえん

きょうぎかい     れんけい  れんどう

市自立支援協議会、ブロック連絡会、区自立支援協
議会を連携・連動させ、地域づくりに効果的に取り
組める体制を整備します。

市自立支援協議会と
区自立支援

協議会の連携・連動

  し   じりつ   しえん きょうぎかい                     れんらくかい    く   じりつ  しえんきょう

  ぎ かい    れんけい   れんどう              ちいき                     こうかてき        と

  く           たいせい     せいび

すいしん

推進
すいしん

推進

         とうじしゃ

         そうだん    じゅうじつ

社会参加推進センターに設置するピア相談セン
ターでの当事者相談の周知を図り、当事者による相
談支援を推進します。

当事者による
相談の充実

 しゃかい  さんか  すいしん                           せっち                       そうだん

                     とうじしゃ  そうだん     しゅうち     はか         とうじしゃ               そう

 だん  しえん    すいしん

区福祉保健センター、基幹相談支援センター、精神
障害者生活支援センターの３機関を中心に地域生
活支援拠点の機能を充足させながら、相談支援事
業の周知、啓発を図ります。

　    

障害のある人が、地域で自立した生活を送ることができる社会の実現に向けて、どこに相談し

ても適切に課題解決が行えるよう、相談支援機関の充実や連携強化といった体制整備を進めて

きました。しかし、グループインタビューやアンケート調査の結果では、依然として、困ったときにどこ

に相談したらいいか分からない、相談した内容が共有されず何度も同じ説明をしなければならな

い、などの声も挙がっています。

障害のある人が「自らの意思により自分らしく生きる」ためには、相談支援は非常に重要な役割

を持っています。分かりやすい情報提供や、障害福祉サービスの利用調整、本人が自ら解決する

力を高めていくための支援、家族支援、困っている人に寄り添う伴走型支援などを行います。障害

特性やライフステージなどに応じて、各機関の様々な機能や役割を活用し、本人の希望する暮らし

を実現できるよう支えていきます。

そこで、障害のある人を地域全体で支えていく相談支援機能の充実を図るとともに、相談支援

機関の連携強化や相談支援システムの整理、相談支援従事者の人材育成や当事者による相談

の活用促進を進め、相談支援の充実を図っていきます。

       しょうがい               ひと            ちいき          じりつ             せいかつ      おく                                     しゃかい       じつげん       む                               そうだん

            てきせつ       かだい   かいけつ      おこな                     そうだん   しえん    きかん       じゅうじつ      れんけい きょうか                      たいせい  せいび        すす

                                                                                                                          ちょうさ        けっか                  いぜん                   こま

        そうだん                                 わ                          そうだん            ないよう      きょうゆう                 なんど       おな     せつめい

                           こえ      あ

       しょうがい               ひと         みずか           いし                     じぶん                い                                       そうだん   しえん        ひじょう      じゅうよう     やくわり

         も                               わ                           じょうほうていきょう        しょうがい  ふくし                               りよう ちょうせい    ほんにん     みずか    かいけつ

 ちから    たか                                       しえん      かぞく     しえん     こま                    ひと       よ        そ      ばんそうがた   しえん                 おこな                しょうがい

  とくせい                                                         おう             かく   きかん        さまざま       きのう         やくわり      かつよう        ほんにん        きぼう             く

        じつげん                        ささ

                         しょうがい               ひと        ちいき   ぜんたい       ささ                    そうだん   しえん   きのう         じゅうじつ    はか                            そうだん   しえん

    きかん       れんけい  きょうか       そうだん   しえん                              せいり      そうだん  しえん    じゅうじしゃ        じんざい いくせい         とうじしゃ                    そうだん

        かつよう そくしん      すす         そうだん   しえん       じゅうじつ     はか

     

4 相談支援
           そう だん  しえん

　現状と施策の方向性
げんじょう        しさく           ほうこうせい

　取組
とりくみ
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地域の相談支援体制の強化
専門的な指導・助言

ちいき       そうだん しえん たいせい    きょうか

        せんもんてき      しどう    じょげん

地域の相談支援事業者の
人材育成の実施

ちいき      そうだん  しえん じぎょうしゃ

         じんざいいくせい      じっし

地域の相談機関との
連携強化の取組

ちいき      そうだん きかん

   れんけいきょうか    とりくみ

障害の種別や各種のニーズに対応できる
総合的・専門的な相談支援　

しょうがい   しゅべつ    かくしゅ                        たいおう

            そうごうてき  せんもんてき     そうだん しえん

   はったつしょうがいしゃしえん

                           そうだんけんすう

がくれい こうき しょうがいじ   しえん じぎょうぶん    のぞ

計画相談支援利用者数
（年間）

けいかくそうだん しえん   りようしゃ すう

                    ねんかん

はったつしょうがいしゃ しえん ちいき きょうぎかい

                       かいさいけんすう

れいわ     ねんど

令和３年度
れいわ     ねんど

令和4年度
れいわ     ねんど

令和5年度指標名
しひょうめい

けん

かい

かい

けん

にん

けん

けん

400件

72回

36回

48,000件

16,322人

３件

3,500件

けん

かい

かい

けん

にん

けん

けん

440件

72回

36回

49,000件

18,805人

３件

3,500件

けん

かい

かい

けん

にん

けん

けん

480件

72回

36回

50,000件

21,453人

３件

3,500件

○新○福

○新○福

○福

○福

○新

○新

○福

発達障害者支援地域協議会の
開催件数 ○福

発達障害者支援センターによる
相談件数

（学齢後期障害児支援事業分を除く）
○福

事業名
もくひょう

目標

すいしん

推進

ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

じぎょうないようじぎょうめい

        きそん     そうだんまどぐち

     ちいき                          とう

                          れんけい

事業内容
  みぢか      そうだんしゃ                  ひごろ      かか              なか         なにげ    

      かいわ       ふく                        そうだん      きづ           ひつよう    おう

 てき         そうだん しえん  きかん

既存の相談窓口
(地域ケアプラザ等)
による連携

      なんびょうかんじゃとう

       ひつよう  じょうほうていきょう

難病患者等に対して必要な情報提供を行うこと等
により、難病患者等の障害福祉サービス等の活用
が促されるよう検討します。

難病患者等への
必要な情報提供

なんびょうかんじゃとう    たい          ひつよう  じょうほうていきょう  おこな            とう

                なんびょうかんじゃとう      しょうがいふくし                     とう      かつよう

     うなが                     けんとう

すいしん

推進
すいしん

推進
発達障害者支援センターと、地域の支援機関との
連携の仕組みを整理し、相談支援体制の強化を図
ります。

発達障害者
支援センター
運営事業

 はったつしょうがいしゃ しえん                             ちいき        しえん   きかん

 れんけい       しく              せいり         そうだん  しえん たいせい     きょうか     はか

すいしん

推進
すいしん

推進

   こうじ のう  きのう しょうがい

 かか          かんけい きかん

           れんけいそくしん

高次脳機能障害支援センターと地域の関係機関と
の連携を促進し、身近な地域における高次脳機能
障害に対する支援体制を強化します。

高次脳機能障害に
関わる関係機関の
連携促進

  こうじ  のうきのうしょうがい  しえん                          ちいき      かんけい きかん

      れんけい     そくしん         みぢか        ちいき                     こうじ    のうきのう

しょうがい   たい           しえん たいせい    きょうか

身近な相談者として、日頃の関わりの中で、何気な
い会話に含まれている相談に気付き、必要に応じて
適した相談支援機関につなげます。

        はったつしょうがいしゃ

        しえん

            うんえいじぎょう
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  はったつしょうがいしゃ しえん                   およ    はったつ

  しょうがいしゃ ちいき しえん                               がいぶ

       きかん       ちいきじゅうみん       けんしゅう  けいはつ

がくれい  こうきしょうがいじ  しえん じぎょう ぶん    のぞ

いりょうてき           じ    しゃとう     たい

 かんれんぶんや       しえん    ちょうせい

                                               はいち

れいわ     ねんど

令和３年度
れいわ     ねんど

令和4年度
れいわ     ねんど

令和5年度指標名
しひょうめい

けん

にん

55件

６人

けん

にん

55件

６人

けん

にん

55件

６人

発達障害者支援センター及び発達
障害者地域支援マネジャーの外部
機関や地域住民への研修、啓発

（学齢後期障害児支援事業分を除く）   

医療的ケア児・者等に対する
関連分野の支援を調整する
コーディネーターの配置

○福

○児
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学校、施設、医療機関、近隣住民、サービス事
業所、グループホーム、作業所、地域ケアプラ
ザ、障害者支援センター、区社会福祉協議
会、中途障害者地域活動センター、ピア相談
センターなど

各指定特定相談支援事業所

基幹相談支援センター、生活支援センター、
療育センター、区福祉保健センター、児童相
談所、就労支援センターなど

専門的・個別的な相談及び助言を行
います。他の機関と異なり、専門知識
を生かして一次相談支援機関等が行
う支援をサポートします。

障害者更生相談所、こころの健康相談セン
ター、総合保健医療センター、総合リハビリ
テーションセンター、十愛病院、横浜医療福祉
センター港南、てらん広場、花みずき、青葉メゾ
ン、光の丘、発達障害者支援センター、学齢後
期発達相談室くらす、小児療育相談センター

分類
きかん

機関
やくわりぶんるい

 みぢか

そうだんしゃ

役割

  ひごろ       かか なか          なにげ かいわ

      ふく そうだん      きづ          ひつよう

 おう          てき          そうだん しえん  きかん

 けいかくそうだん  しえん       りよう          かた       しえん

ちゅうしん    にな

かく  してい とくていそうだん しえん じぎょうしょ

  ちいき      そうだん しえん せんもん きかん

     そうだん          う       と         しえん    かんが

けいかくそうだん  しえん         りよう かた

       しえん     ちゅうしん    にな

 せんもんてき    こべつてき       そうだんおよ      じょげん   おこな

                   た        きかん     こと             せんもん ちしき

      い                 いちじ そうだん  しえん  きかん  とう   おこな

      しえん

  きかん  そうだん しえん せいかつ しえん

りょういく く   ふくし   ほけん じどう そう

 だんしょ   しゅうろうしえん

しょうがいしゃこうせいそうだんじょ                      けんこうそうだん

            そうごう ほけん  いりょう                      そうごう

                                       じゅうあいびょういん よこはまいりょう ふくし

                  こうなん                ひろば   はな                あおば

      ひかり   おか  はったつしょうがいしゃしえん                    がくれいこう

  きはったつそうだんしつ             しょうにりょういくそうだん

身近な
相談者

してい  とくていそうだん

   しえん  じぎょうしょ
指定特定相談
支援事業所

 いちじ そうだん

  しえん  きかん
一次相談
支援機関

にじ   そうだん

しえん  きかん
二次相談
支援機関

日頃の関わりの中で、何気ない会話
に含まれている相談に気付き、必要に
応じて適した相談支援機関につなげ
ます。

 がっこう    しせつ    いりょう きかん  きんりんじゅうみん じ

ぎょうしょ さぎょうしょ    ちいき

        しょうがいしゃ  しえん く   しゃかいふくし   きょうぎ

 かい  ちゅうとしょうがいしゃちいきかつどう そうだん

計画相談支援を利用する方の支援の
中心を担います。

地域の相談支援専門機関として、どん
な相談でも受け止め、支援を考えます。
また、計画相談支援を利用しない方
の支援の中心を担います。

連携の輪

れんけい          わ

基幹相談
支援
センター

きかんそうだん

     しえん
生活支援
センター

せいかつしえん

一次相談支援機関
  いちじ      そうだん     しえん       きかん

二次相談
支援機関

 に  じ そうだん

 しえん  きかん

情報
共有

じょうほう

きょうゆう
後方
支援

こうほう

しえん

後方
支援

こうほう

しえん

区役所
く  やくしょ

身近な
相談者

  みぢか

そうだんしゃ
指定特定相談
支援事業所

してい とくてい そうだん

  しえん  じぎょうしょ

●相談支援機関の関係図●
 そうだん   しえん    きかん         かんけい ず
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 そうだん  ぶ かい      ぶんか   かい          せっち                     すいしん

相談部会（分科会）の設置による推進

本市では、計画相談支援の充実に向けて、平成28年度から全ての区自立支援協議会に相

談支援部会（分科会）を設置しました。指定特定相談支援事業所を中心に、研修会や事例検

討会等を実施し、相談員同士の横のつながりの構築や相談支援の質の向上等に取り組ん

でいます。

                                         じょうきょう きょうゆう　 もくてき   かいさい

                              なか       なに     かだい             ばあい        

                            しじりつしえん きょうぎかい　  ほうこく

区自立支援協議会の取組
  く    じりつ　 しえん    きょうぎかい        とりくみ

  ほんし                けいかくそうだん   しえん       じゅうじつ      む                へいせい         ねんど             すべ             く   じりつ    しえん   きょうぎかい      そう

だん  しえん   ぶかい      ぶんかかい           せっち                           してい   とくてい そうだん  しえん   じぎょうしょ     ちゅうしん       けんしゅうかい       じれい  けん

とうかい とう        じっし           そうだんいん  どうし        よこ                                  こうちく      そうだん   しえん        しつ     こうじょう とう       と        く

全体会議
ぜんたい       かいぎ

担当者会議
たんとうしゃ           かいぎ

じんざい いくせい  ぶ かい

人材育成部会

だいひょうしゃ かいぎ

 かくく       じつじょう     おう              とうじしゃ    ぶんかかい                                       　  ぶんかかい                    ぶんかかい

          ひつよう       ぶんかかい    　せっち      ぶんかかい       たんとうしゃ  かいぎ  こうせいいん       きほん                 そしき                   

代表者会議

ぶんかかい 

◯◯分科会
ぶんかかい 

●●分科会
ぶんかかい 

△△分科会
ぶんかかい 

◎◎分科会
ぶんかかい 

××分科会

かだい  けんとう  ぶ かい

課題検討部会

れんらくかい

こべつ    しえん    かいぎ           じれい  けんとう

個別支援会議や事例検討

  ちいき  せいかつ  しえん

 きょてん けんとう  ぶかい
地域生活支援
拠点検討部会

      ちいき    いこう

ちいき ていちゃく ぶかい
地域移行・

地域定着部会  

※各区の実情に応じて、当事者分科会やグループホーム分科会、こども分科会

　など必要な分科会を設置。分科会は担当者会議構成員を基本として組織する。

報告
ほうこく

提起
ていき

報告・共有
ほうこく   きょうゆう

情報集約
じょうほうしゅうやく

市自立支援協議会
から

区自立支援協議会
に依頼

し   じりつ   しえん きょうぎかい

く   じりつ   しえん きょうぎかい

　　　　　　 いらい

区自立支援協議会
から

市自立支援協議会
に報告

く   じりつ   しえん きょうぎかい

し   じりつ   しえん きょうぎかい

　　　　　　ほうこく

ブロック連絡会

ブロックごとの状況の共有化を目的に開催。

この中から何か課題がある場合は、

市自立支援協議会に報告する

●自立支援協議会　体制イメージ図●
  じりつ     しえん   きょうぎかい        たいせい                        ず

市自立支援協議会と区自立支援協議会関連図
し    じりつ    しえん   きょうぎかい         く    じりつ    しえん   きょうぎかい   かんれん  ず

区自立支援
協議会

く      じりつ   しえん

　  きょうぎかい 

市自立支援
協議会

 し      じりつ   しえん

　    きょうぎかい 
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トピック

平成27年４月から、障害福祉サービス等を利用する場合には、サービス等利用計画の提出

が必須となっています。サービス等利用計画には、指定特定相談支援事業所（計画相談支援事

業所）の相談支援専門員が作成するものと、本人が自ら作成するセルフプランの２種類があり

ます。計画相談支援は前者を指し、相談支援専門員が、本人やご家族の生活全体の希望や目

標、それに向けた支援方針や解決すべき課題などをともに考え、計画を作成し、定期的に確認・

振り返り（モニタリング）を行います。

横浜市では計画相談支援の実施率が令和2年度末時点で約50パーセントに留まっていま

す。その理由の一つとして、事業所及び職員の不足から、利用につながっていないことが考えら

れます。今後、制度の更なる周知や、実施する人材の確保・育成、市及び各区自立支援協議会と

の連携などを通じて、計画相談支援が必要な方に行き届くよう、引き続き推進に取り組みます。

       へいせい       ねん    がつ             しょうがい ふくし                     とう       りよう            ばあい                                   とう  りよう  けいかく     ていしゅつ

        ひっす                                                         とう りよう   けいかく               してい とくてい そうだん  しえん  じぎょうしょ    けいかくそうだん   しえん   じ

 ぎょうしょ        そうだん  しえん  せんもんいん      さくせい                           ほんにん    みずか    さくせい                                                しゅるい

              けいかく そうだん   しえん     ぜんしゃ        さ        そうだん  しえん  せんもんいん        ほんにん            かぞく       せいかつぜんたい       きぼう       もく

 ひょう                 む              しえん  ほうしん     かいけつ                かだい                            かんが      けいかく      さくせい        ていきてき        かくにん

   ふ     かえ                                         おこな

        よこはまし              けいかくそうだん   しえん        じっしりつ           れいわ    ねん  ど まつ  じてん       やく                                    とど

                     りゆう       ひと                      じぎょうしょ およ    しょくいん       ふそく                りよう                                                           かんが

                   こんご      せいど       さら           しゅうち         じっし           じんざい       かくほ     いくせい    し  およ       かくく      じりつしえんきょうぎかい

      れんけい               つう           けいかく そうだん  しえん       ひつよう    かた       い　　とど　　　　　　ひ　　つづ　 すいしん       と       く

計画相談支援の課題と今後の取組
けいかく    そうだん       しえん            かだい               こんご             とりくみ
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トピック

発達障害者支援法の施行は、平成17年４月。横浜市は、それ以前から市内の法人に自閉症

に特化した相談支援室を委託し（のちの発達障害者支援センター）、法施行と同時期には、学

識経験者や福祉・医療関係者、当事者やその家族で構成される「発達障害検討委員会」を設

置し、発達障害のある人への課題解決の議論を行ってきました。

この15年間、ライフステージごとの現状と課題に対応するため、乳幼児期・学齢期・成人期に

分けて議論するとともに、ライフステージを通した切れ目のない支援に向けた検討も行ってきま

した。

横浜市では現在、「発達障害者支援センター運営事業」、「地域支援マネジャーによる障害福

祉サービス事業所等への支援」、「障害特性に応じた支援のための研修（行動障害のある方へ

の支援を行うことのできる人材を育成するための研修）」、「サポートホーム事業（生活アセスメ

ント付き住宅での一人暮らし支援）」、「地域療育センター運営事業」、「学齢後期障害児支援事

業（中学生・高校生年代の発達障害児等への相談支援）」等、発達障害児・者支援に関する、

多くの事業や取組を推進しています。

近年では、「発達障害」という言葉が社会的にある程度認知され、発達障害に対する市民の

理解も広がってきています。一方で、発達障害者支援法の施行から10年が経過し、時代の変

化に対応したよりきめ細かな支援が求められていること、また、共生社会の実現に向けた新た

な取組（障害者権利条約の批准に向けた一連の法整備など）が進められていることを背景と

し、平成28年に同法の改正が行われました。

また横浜市では、発達障害検討委員会のこれまでの議論や福祉・教育機関の相談状況等に

おいて、発達障害、特に「軽度の知的な遅れを伴う、あるいは知的な遅れを伴わない発達障害

児・者」に対して、従来の障害福祉・教育等の施策では、十分対応できていない現状が見えてき

ました。

令和元年、この課題に対応する支援策の再構築が求められているとの認識から、横浜市とし

て、発達障害検討委員会の上部機関である障害者施策推進協議会へ、課題解決に向けた具

体的施策の展開について諮問を行い、令和２年６月に答申を受け取りました。

令和３年度から始まる第４期プランでは、新たな施策を展開していくこととなります。地域の療

育の中核機関である地域療育センターにおける療育体制の抜本的な見直しや、支援機関の連

携・役割分担の整理等の取組とともに、社会全体に発達障害への理解を深めるための取組、

更に多様性を尊重できる社会風土の醸成を進めていきます。

１　気づきの促進と未来につながる支援 （Right time & Bright life） 
幼少期には、本人・周囲とも、軽度の知的な遅れを伴う、あるいは知的な遅れを伴わない

発達障害に気づかないことがあります。そのため、早期発見・早期療育だけでなく、その人

にとって適切な時期に適切な支援につなげることが重要だと考えます。この理念を「気づき

の促進と未来につながる支援（Right time & Bright life）」と表します。

２　地域社会全体の、包括的な支援体制を構築
今回対象とした発達障害児・者は、発達障害の特性についての理解や合理的配慮を得

られないことに起因する生きづらさを、障害児・者を主たる支援対象としない支援機関等

（保育所、幼稚園、学校、就労先等）に相談することも多いと考えられます。そのため、地域社

会全体で包括的な支援体制を構築する必要があります。

３　「０次支援」の重要性
障害児・者への相談支援機関等による適切な対応につながるためには、障害児・者を主

たる支援対象としない支援機関等（保育所、幼稚園、学校、就労先等）が、身近な地域の中

で、本人や家族が抱える生きづらさに気づき、受け止めることが重要です。

       はったつしょうがいしゃ  しえんほう        しこう          へいせい       ねん   がつ     よこはまし                     いぜん             しない       ほうじん      じへいしょう

        とっか            そうだん  しえん  しつ       いたく                        はったつしょうがいしゃ しえん                            ほう しこう         どうじき                 がく

  しきけいけんしゃ        ふくし      いりょうかんけいしゃ      とうじしゃ                   かぞく        こうせい                  はったつしょうがいけんとう  いいんかい         せっ

   ち        はったつしょうがい              ひと           かだい  かいけつ       ぎろん     おこな

                        ねんかん                                                げんじょう     かだい      たいおう                        にゅうようじき       がくれいき      せいじんき

   わ            ぎろん                                                                      とお           き        め                   しえん       む             けんとう   おこな

        よこはまし             げんざい     はったつしょうがいしゃ   しえん                    うんえいじぎょう          ちいき    しえん                                      しょうがいふく

   し                      じぎょうしょ とう             しえん         しょうがいとくせい     おう            しえん                     けんしゅう  こうどうしょうがい              かた

         しえん    おこな                                じんざい      いくせい                        けんしゅう                                             じぎょう    せいかつ

           つ      じゅうたく          ひとり    ぐ            しえん             ちいきりょういく                    うんえい  じぎょう        がくれい  こうき  しょうがいじ   しえん   じ

ぎょう  ちゅうがくせい   こうこうせい ねんだい      はったつしょうがいじ  とう           そうだん  しえん        とう    はったつしょうがいじ     しゃ   しえん      かん

  おお         じぎょう      とりくみ      すいしん

       きんねん                はったつしょうがい                 ことば        しゃかいてき                ていど   にんち               はったつしょうがい    たい           しみん

   りかい       ひろ                                         いっぽう         はったつしょうがいしゃ   しえんほう        しこう                   ねん       けいか           じだい       へん

   か       たいおう                            こま             しえん       もと                                                     きょうせいしゃかい      じつげん       む           あら

       とりくみ    しょうがいしゃ けんり じょうやく      ひじゅん       む           いちれん        ほうせいび                     すす                                           はいけい

        へいせい        ねん    どうほう      かいせい     おこな

                  よこはまし               はったつしょうがいけんとう いいんかい                                ぎろん        ふくし     きょういく きかん     そうだんじょうきょうとう

                  はったつしょうがい    とく         けいど         ちてき       おく         ともな                           ちてき        おく         ともな             はったつしょうがい

   じ     しゃ        たい           じゅうらい     しょうがいふくし   きょういくとう       しさく              じゅうぶんたいおう                            げんじょう      み

        れいわ  がんねん             かだい       たいおう           しえんさく        さいこうちく      もと                                       にんしき               よこはまし

        はったつしょうがいけんとう  いいんかい        じょうぶ  きかん                しょうがいしゃ  しさく   すいしんきょうぎかい          かだい  かいけつ      む              ぐ

  たいてき  しさく       てんかい                     しもん     おこな        れいわ     ねん    がつ     とうしん      う        と

        れいわ      ねんど            はじ         だい     き                            あら            しさく        てんかい                                                    ちいき      りょう

 いく       ちゅうかくきかん                ちいきりょういく                                       りょういくたいせい      ばっぽんてき      みなお                 しえんきかん         れん

 けい    やくわり ぶんたん      せいり   とう      とりくみ                      しゃかい ぜんたい     はったつしょうがい            りかい       ふか                         とりくみ

  さら       たようせい     そんちょう             しゃかい  ふうど      じょうせい    すす

発達障害のある人への支援
はったつ     しょうがい                         ひと                   しえん
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発達障害者支援法の施行は、平成17年４月。横浜市は、それ以前から市内の法人に自閉症

に特化した相談支援室を委託し（のちの発達障害者支援センター）、法施行と同時期には、学

識経験者や福祉・医療関係者、当事者やその家族で構成される「発達障害検討委員会」を設

置し、発達障害のある人への課題解決の議論を行ってきました。

この15年間、ライフステージごとの現状と課題に対応するため、乳幼児期・学齢期・成人期に

分けて議論するとともに、ライフステージを通した切れ目のない支援に向けた検討も行ってきま

した。

横浜市では現在、「発達障害者支援センター運営事業」、「地域支援マネジャーによる障害福

祉サービス事業所等への支援」、「障害特性に応じた支援のための研修（行動障害のある方へ

の支援を行うことのできる人材を育成するための研修）」、「サポートホーム事業（生活アセスメ

ント付き住宅での一人暮らし支援）」、「地域療育センター運営事業」、「学齢後期障害児支援事

業（中学生・高校生年代の発達障害児等への相談支援）」等、発達障害児・者支援に関する、

多くの事業や取組を推進しています。

近年では、「発達障害」という言葉が社会的にある程度認知され、発達障害に対する市民の

理解も広がってきています。一方で、発達障害者支援法の施行から10年が経過し、時代の変

化に対応したよりきめ細かな支援が求められていること、また、共生社会の実現に向けた新た

な取組（障害者権利条約の批准に向けた一連の法整備など）が進められていることを背景と

し、平成28年に同法の改正が行われました。

また横浜市では、発達障害検討委員会のこれまでの議論や福祉・教育機関の相談状況等に

おいて、発達障害、特に「軽度の知的な遅れを伴う、あるいは知的な遅れを伴わない発達障害

児・者」に対して、従来の障害福祉・教育等の施策では、十分対応できていない現状が見えてき

ました。

令和元年、この課題に対応する支援策の再構築が求められているとの認識から、横浜市とし

て、発達障害検討委員会の上部機関である障害者施策推進協議会へ、課題解決に向けた具

体的施策の展開について諮問を行い、令和２年６月に答申を受け取りました。

令和３年度から始まる第４期プランでは、新たな施策を展開していくこととなります。地域の療

育の中核機関である地域療育センターにおける療育体制の抜本的な見直しや、支援機関の連

携・役割分担の整理等の取組とともに、社会全体に発達障害への理解を深めるための取組、

更に多様性を尊重できる社会風土の醸成を進めていきます。

１　気づきの促進と未来につながる支援 （Right time & Bright life） 
幼少期には、本人・周囲とも、軽度の知的な遅れを伴う、あるいは知的な遅れを伴わない

発達障害に気づかないことがあります。そのため、早期発見・早期療育だけでなく、その人

にとって適切な時期に適切な支援につなげることが重要だと考えます。この理念を「気づき

の促進と未来につながる支援（Right time & Bright life）」と表します。

２　地域社会全体の、包括的な支援体制を構築
今回対象とした発達障害児・者は、発達障害の特性についての理解や合理的配慮を得

られないことに起因する生きづらさを、障害児・者を主たる支援対象としない支援機関等

（保育所、幼稚園、学校、就労先等）に相談することも多いと考えられます。そのため、地域社

会全体で包括的な支援体制を構築する必要があります。

３　「０次支援」の重要性
障害児・者への相談支援機関等による適切な対応につながるためには、障害児・者を主

たる支援対象としない支援機関等（保育所、幼稚園、学校、就労先等）が、身近な地域の中

で、本人や家族が抱える生きづらさに気づき、受け止めることが重要です。

            き                   そくしん      みらい                               しえん           らいと        たいむ あんど     ぶらいと      らいふ

                ようしょうき               ほんにん   しゅうい             けいど        ちてき       おく          ともな                          ちてき       おく         ともな

          はったつしょうがい      き                                                                                   そうき  はっけん    そうき りょういく                                      ひと

                             てきせつ       じき         てきせつ       しえん                                        じゅうよう       かんが                          りねん           き

                そくしん     みらい                             しえん       らいと       たいむ あんど   ぶらいと     らいふ         あらわ

            ちいき   しゃかい  ぜんたい         ほうかつてき        しえん   たいせい      こうちく

               こんかいたいしょう              はったつしょうがい じ    しゃ       はったつしょうがい      とくせい                           りかい         ごうりてき  はいりょ       え

                                             きいん              い                            しょうがいじ    しゃ      しゅ            しえんたいしょう                      しえん   きかん  とう

               ほいくしょ      ようちえん     がっこう   しゅうろうさきとう        そうだん                      おお         かんが                                                ちいき  しゃ

          かいぜんたい      ほうかつてき       しえん たいせい     こうちく          ひつよう

              ぜろじ    しえん          じゅうようせい

                しょうがいじ    しゃ           そうだん  しえん   きかん とう               てきせつ      たいおう                                                しょうがいじ    しゃ      しゅ

                     しえんたいしょう                     しえん   きかん とう      ほいくしょ      ようちえん     がっこう   しゅうろうさきとう             みぢか        ちいき       なか

                  ほんにん       かぞく       かか           い                         き                う       と                         じゅうよう

令和２年６月　答申概要
れいわ       ねん     がつ       とうしん   がいよう
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トピック

１　これまでの取組
横浜市では、従来から、アルコールをはじめとした依存症への対応を、区における精神保

健福祉相談やこころの健康相談センターで実施してきました。また、市内では医療機関とと

もに、依存症の自助グループや回復支援施設等の民間支援団体が様々な支援を行ってき

ました。

２　国の動きを踏まえた横浜市における取組の拡充
近年、アルコール・薬物・ギャンブル等の総合的な依存症対策について、国におけるアル

コール健康障害やギャンブル等依存症対策基本法及び基本計画、事業体系を示した依存

症対策総合支援事業実施要綱を踏まえ、こころの健康相談センターにおいて、普及啓発の

強化、家族教室の対象者の拡大、依存症専門相談や回復プログラムの実施など、取組を

拡充しています。

また、民間支援団体や関係機関との連携体制の強化も進め、令和２年３月に、こころの健

康相談センターを、国が設置を求める「依存症相談拠点」に位置づけました。令和２年度か

ら開始した依存症関連機関連携会議では、幅広い関係者と支援に関する情報共有を行う

など、関係者間のネットワークづくりを進めています。

３　横浜市依存症対策地域支援計画（仮称）の策定
アルコール・薬物・ギャンブル等の依存症に悩むご本人やご家族等への支援に着目し、

関係者と支援の方向性を共有することで、包括的な支援の提供を目指すため、依存症対

策総合支援事業実施要綱に基づく地域支援計画を令和３年度中に策定する予定です。依

存症全体の取組方針に加え、アルコール・薬物・ギャンブル等の各依存症の現状や課題を

整理し、支援内容等を盛り込む予定です。

                                      とりくみ

                   よこはまし             じゅうらい                                                                     いぞんしょう            たいおう         く                      せいしん ほ

           けん ふくし   そうだん                        けんこうそうだん                          じっし                                              しない             いりょう  きかん

                       いぞんしょう        じじょ                           かいふく   しえん   しせつ  とう      みんかん  しえん だんたい      さまざま       しえん     おこな

                 

            くに     うご            ふ                   よこはまし                        とりくみ      かくじゅう

                きんねん                               やくぶつ                           とう      そうごうてき       いぞんしょう たいさく                       くに

                        けんこうしょうがい                             とう いぞんしょう たいさく  きほんほう  およ       きほん  けいかく    じぎょうたいけい     しめ           いぞん

          しょうたいさくそうごう  しえん   じぎょう  じっし  ようこう       ふ                               けんこう そうだん                                           ふきゅうけいはつ

           きょうか     かぞくきょうしつ     たいしょうしゃ      かくだい    いぞんしょう せんもん そうだん      かいふく                                じっし               とりくみ

          かくじゅう

                            みんかん  しえん だんたい      かんけい きかん           れんけいたいせい     きょうか      すす         れいわ     ねん   がつ                           けん

           こうそうだん                           くに       せっち        もと              いぞんしょうそうだんきょてん           いち                              れいわ       ねんど

                 かいし            いぞんしょうかんれん きかん  れんけい  かいぎ              はばひろ     かんけいしゃ        しえん      かん        じょうほうきょうゆう   おこな

                       かんけいしゃかん                                                 すす

             よこはまし    いぞんしょう  たいさく  ちいき    しえん  けいかく    かしょう           さくてい

                                           やくぶつ                            とう       いぞんしょう     なや           ほんにん           かぞく   とう             しえん      ちゃくもく

           かんけいしゃ       しえん       ほうこうせい     きょうゆう                          ほうかつてき       しえん       ていきょう       めざ                      いぞんしょうたい

           さく そうごう  しえん  じぎょう  じっし   ようこう     もと           ちいき   しえん  けいかく      れいわ      ねんどちゅう      さくてい           よてい                い

          ぞんしょうぜんたい     とりくみ  ほうしん     くわ                                   やくぶつ                           とう      かく  いぞんしょう    げんじょう      かだい

            せいり          しえん ないよう とう       も       こ        よてい

横浜市の依存症対策
よこはまし                いぞんしょう      たいさく
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身体障害者

知的障害者

0 20 40 60 80 100
（％）
ぱーせんと

（n=1,552）
えぬ

（n=1,652）
えぬ

（n=4,614）
えぬ

しんたいしょうがいしゃ

ちてきしょうがいしゃ

精神障害者
せいしんしょうがいしゃ

●将来生活したいところ●
しょうらいせいかつ

じたく    おや            かぞく       どうきょ

自宅（親など家族と同居）
じたく    ひとり   ぐ 

自宅（一人暮らし） グループホーム 障 害 者の入所施設

むかいとう

無回答
た

その他
とくべつようご  ろうじん                           こうれいしゃ    にゅうしょしせつ

しょうがいしゃ    にゅうしょしせつ

特別養護老人ホームなど高齢者の入所施設

59.7 15.6 6.95.2
5.3

3.0

40.4 9.4 25.1 12.5

1.9

5.4

50.5 26.5 5.0 6.8

2.4

4.8

4.3

5.3

4.1

近年、在宅の障害者を支える福祉サービスや相談支援機関などの社会資源は増えてきていま

すが、障害のある人が、地域の中で希望に合った暮らしを選択することが、まだ十分にできている

とはいえません。障害の状況も様々で、高齢化・重度化によるニーズの変化もあります。障害のある

人が、自分が住みたいと思う地域で希望に合った暮らしを安心して続けるには、福祉サービスや

社会資源を充実させることが重要です。その上で、できる限り自分の意思で「住まいの場」を選択

できることが理想です。

しかし、自分の意思で選択するためには、どこに自分が希望する住まいがあるのか、通い先や行

きたいところへの移動手段なども含め、どのような支援があれば希望どおり暮らせるのか、情報を

得たり、体験したりすることが必要です。

そのため、多様な「住まいの場」を確保し、提供できる情報や体験の機会を増やすことで本人の

選択肢を広げ、暮らしていく上での困りごとに対する支援を充実させるなど、一人ひとりが地域で

望む生活を送ることができる環境を整えることが求められています。

そこで、民間住宅を含む多様な形態で住まいの選択肢を増やし、また本人に寄り添って支える

仕組みなどを、ハード及びソフトの両面から充実させる施策を展開していきます。

       きんねん     ざいたく      しょうがいしゃ      ささ            ふくし                              そうだん   しえん    きかん                  しゃかい   しげん         ふ

              しょうがい                ひと            ちいき       なか        きぼう         あ             く                 せんたく                                       じゅうぶん

                                       しょうがい    じょうきょう    さまざま          こうれいか        じゅうどか                                         へんか                            しょうがい

 ひと            じぶん         す                       おも       ちいき          きぼう         あ             く                  あんしん          つづ                          ふくし

  しゃかい   しげん      じゅうじつ                              じゅうよう                        うえ                         かぎ       じぶん          いし              す                   ば          せんたく

                                 りそう

                           じぶん          いし         せんたく                                                    じぶん         きぼう              す                                          かよ      さき       い

                                           いどう   しゅだん                ふく                                     しえん                          きぼう                   く                              じょうほう

   え              たいけん                                        ひつよう

                                  たよう           す                   ば           かくほ         ていきょう               じょうほう      たいけん        きかい        ふ                            ほんにん

   せんたくし        ひろ           く                          うえ            こま                    たい            しえん       じゅうじつ                              ひとり                         ちいき

 のぞ      せいかつ      おく                                  かんきょう    ととの                        もと

                          みんかんじゅうたく      ふく        たよう       けいたい         す                   せんたくし          ふ                         ほんにん        よ       そ            ささ

    しく                                           およ                        りょうめん         じゅうじつ                  しさく       てんかい

生活の場面１　住む・暮らす
せいかつ      ばめん             す           く
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住まいは生活の基本です。誰もが、重度化や高齢化による障害状況の変化などにかかわらず、

可能な限り、自分が住みたいと思う場所で住み続けられることが望まれます。自分の意思で「住ま

いの場」を選べるようにするには、障害福祉施策だけでなく、住宅施策との連動も図り、多様なニー

ズに合った「住まいの場」の拡充、情報の集約と提供などを継続的に進めていく仕組みづくりが不

可欠です。横浜市は、福祉施策と住宅施策の連携により、不動産事業者等と協力し、平成30年度

に横浜市居住支援協議会を設立しました。従来の福祉施策では実施が難しかった分野にも取り

組むことができるようになるため、これを活用した支援が望まれています。

障害の重度化や高齢化など障害状況により専門的な支援が必要とされる場合でも、本人が希

望する住まいを実現できるよう対応可能な仕組みも必要です。

一方で、入所施設などで生活している人にとって、そのときの「住まいの場」が安心して生活でき

る場であるように支援していくことも重要です。

そこで、２つの方向性で施策を展開します。

（１） 障害状況に合わせた住まいの選択肢の充実

障害のある人の希望や状況に合わせた多様なニーズに応えられるよう、多様な形態の住ま

いの構築を進めていきます。

（２） 高齢化・重度化を踏まえた住まいの構築

今後も進むとみられる高齢化・重度化を踏まえ、ニーズに対応したグループホームの整備や、

在宅生活を支えるバリアフリー改修等を通じて、安心できる住まいの構築を進めていきます。

         す                 せいかつ        きほん                だれ                じゅうどか          こうれいか                しょうがいじょうきょう     へんか

   かのう       かぎ          じぶん         す                       おも      ばしょ          す       つづ                                   のぞ                          じぶん          いし              す

              ば         えら                                                しょうがい  ふくし    しさく                              じゅうたく   しさく            れんどう     はか          たよう

             あ                す                   ば          かくじゅう  じょうほう     しゅうやく    ていきょう                けいぞくてき       すす                       しく                              ふ

   かけつ                 よこはまし             ふくし     しさく       じゅうたく しさく         れんけい                    ふどうさん   じぎょうしゃ  とう    きょうりょく       へいせい         ねんど

         よこはまし  きょじゅう   しえん   きょうぎかい      せつりつ                        じゅうらい       ふくし    しさく                じっし        むずか                    ぶんや              と

   く                                                                                          かつよう             しえん        のぞ

      しょうがい        じゅうどか          こうれいか           しょうがいじょうきょう             せんもんてき         しえん        ひつよう                       ばあい               ほんにん        き

 ぼう            す                 じつげん                         たいおう   かのう          しく               ひつよう

       いっぽう          にゅうしょ しせつ                  せいかつ                     ひと                                                    す                   ば          あんしん           せいかつ

        ば                                 しえん                                  じゅうよう

                                        ほうこうせい         しさく        てんかい

           しょうがいじょうきょう     あ                    す                   せんたくし        じゅうじつ

            しょうがい                ひと        きぼう       じょうきょう     あ                     たよう                              こた                                   たよう       けいたい         す

                  こうちく       すす

               こうれいか       じゅうどか         ふ                   す                  こうちく

              こんご       すす                                 こうれいか         じゅうどか        ふ                                    たいおう                                                       せいび

        ざいたくせいかつ      ささ                                       かいしゅうとう      つう            あんしん                  す                  こうちく      すす

１－１　住まい
す

　現状と施策の方向性
げんじょう        しさく           ほうこうせい
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発達障害のある入居者に対し、地域生活に向けた
準備のため、生活面のアセスメントと支援を実施す
る「サポートホーム」の効果を検証するとともに、支
援方法を地域の事業所等へ拡大させていきます。

障害福祉施設等で働く看護師の定着に向けた支
援を行うとともに、人材確保の方策について検討
します。

事業名

すいしん

推進

ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

けんとうけんとう

検討検討

こうじ  じっし

かんりょう

工事実施

完了

こうじ  じっし

工事実施

すいしん

推進
すいしん

推進

じぎょうないようじぎょうめい

みんかんじゅうたくにゅうきょ

              そくしん

事業内容

はったつしょうがい              にゅうきょしゃ    たい         ちいきせいかつ       む

 じゅんび                 せいかつめん                                      しえん        じっし

                                                   こうか     けんしょう                               し

 えんほうほう     ちいき       じぎょうしょとう     かくだい

しょうがい ふくし   しせつ とう    はたら      かんごし        ていちゃく      む             し

 えん   おこな                          じんざい かくほ        ほうさく                     けんとう

 ろうきゅうか     すす                    しょうがいじにゅうしょしせつ       さいせいび     すす

しょうがいしゃ    みんかんちんたいじゅうたく        にゅうきょ                                 し

  く                      じゅうたく                                    せいど          かつよう

            しょうがいしゃとう      じゅうたくかくほ ようはいりょしゃ      きょじゅうしえん

じゅうじつ                           よこはまし きょじゅう しえん  きょうぎかい      ふどうさん

  じぎょうしゃ      ふくし    しえん だんたい   くきょく      れんけい    きょうか          せい

  ど      けんとう     すす

民間住宅入居の
促進

             じぎょう
サポートホーム

事業

     しょうふうがくえん

    さいせいび じぎょう
松風学園
再整備事業

  しょうがいじ  しせつ

           さいせいび
障害児施設の
再整備

しょうがい ふくし  しせつ とう

 はたら     かんごし        しえん

               さいけい

障害福祉施設等で
働く看護師の支援
【再掲】

障害者が民間賃貸住宅への入居をしやすくする仕
組みとして「住宅セーフティネット制度」を活用して
いきます。
また、障害者等の住宅確保要配慮者の居住支援を
充実させるため、横浜市居住支援協議会と不動産
事業者や福祉支援団体、区局の連携を強化する制
度の検討を進めます。

老朽化が進んでいる障害児入所施設の再整備を進
めます。

入居者の居住環境改善のため、個室化等を進めま
す。また、同園敷地の一部を活用して民設新入所施
設を整備します。
・中間期：個室化等の居住環境や設備の改善及び
民設新入所施設の工事実施
・計画期間中：個室化等の居住環境や設備の改善
及び民設新入所施設の工事実施完了

もくひょう

目標

○あ

○あ

○あ

にゅうきょしゃ　きょじゅうかんきょうかいぜん                   こしつか   とう     すす

                    どうえん しきち       いちぶ       かつよう         みんせつしんにゅうしょ し

 せつ     せいび

    ちゅうかんき     こしつ  か とう    きょじゅうかんきょう     せつび      かいぜん およ

 みんせつしんにゅうしょしせつ      こうじ   じっし

   けいかく  きかんちゅう    こしつ  か  とう    きょじゅうかんきょう    せつび      かいぜん

 およ    みんせつしんにゅうしょしせつ       こうじ  じっし かんりょう

（１） 障害状況に合わせた住まいの選択肢の充実
         しょうがいじょうきょう     あ                    す                   せんたくし        じゅうじつ

　取組
とりくみ
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共同生活援助（グループホーム）
利用者数（新設定員数/年）

きょうどうせいかつえんじょ

         りようしゃすう   しんせつていいんすう  ねん

共同生活援助（グループホーム）
利用者数（利用人数/年）

きょうどうせいかつえんじょ

           りようしゃすう     りよう にんずう  ねん

施設入所支援
（利用人数/月）

しせつにゅうしょしえん

 りよう にんずう  つき

福祉型障害児入所支援
（利用児童数/月）　

ふくしがたしょうがいじにゅうしょしえん

       りよう  じどう すう  つき

医療型障害児入所支援
（利用児童数/月）

いりょうがたしょうがいじにゅうしょしえん

         りよう   じどう すう  つき

しょうがいじにゅうしょ しせつ

            さいいじょう    にゅうしょしゃすう

しゅくはくがたじりつくんれん   りよう  にんずう  つき

りょうようかいご    りよう  にんずう  つき

れいわ     ねんど

令和３年度
れいわ     ねんど

令和4年度
れいわ     ねんど

令和5年度指標名
しひょうめい

にん

にん

にん

にん

にん

にん

にんぶん

にんにち

にん

200人

5,000人

1,426人

190人

90人

0人

87人分

2,364人日

279人

にん

にん

にん

にん

にん

にん

にんぶん

にんにち

にん

200人

5,200人

1,420人

190人

90人

0人

87人分

2,364人日

279人

にん

にん

にん

にん

にん

にん

にんぶん

にんにち

にん

200人

5,400人

1,414人

190人

90人

0人

87人分

2,364人日

284人

○福

○福

○福

○児

○児

障害児入所施設における
18歳以上の入所者数

療養介護（利用人数/月）

○児

宿泊型自立訓練（利用人数/月）

○福

○福
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トピック

障害のある人の希望や状況に合わせた多様なニーズに応えられるよう、多様な形態の住ま

いの構築を進めることで、福祉施設入所者の状況を十分に踏まえながら地域移行を進めます。

国の第６期障害福祉計画指針に基づき、令和元年度末から令和５年度末までに、地域生活

への移行の目標数を87人（令和元年度末時点の施設入所者数の約６％）、施設入所者数は

23人（約1.6％）の減少を見込むこととします。なお、市内入所施設の定員数については、新規

利用者などへのサービス提供を確保する必要があること及び市外入所施設の利用者への対

応等から、各施設の状況を踏まえつつ、現状を維持することとします。

これまで本市の入所施設は、一生涯を送る施設ではなく、「地域生活支援型施設」と位置付

け、障害のある人が地域で自立した生活を送ることができるよう、支援に取り組んできました。

入所施設が「通過型施設」としての役割・機能を担い、本人の意向に沿った地域生活への移行

が可能となるよう、必要な取組を検討・実施します。また、施設に入所して支援を受けることが真

に必要とされている人の把握を行い、適切なサービス提供を確保できるよう、多様なニーズに

応える住まいのあり方を含め、必要な取組を検討・実施します。

      しょうがい               ひと　　 きぼう      じょうきょう    あ                   たよう                           こた                                 たよう       けいたい       す

            こうちく      すす                           ふくし    しせつ にゅうしょしゃ    じょうきょう  じゅうぶん     ふ                           ちいき  いこう       すす

       くに      だい     き しょうがい ふくし けいかく   ししん       もと              れいわ がんねん  ど まつ            れいわ     ねん  ど まつ                    ちいき せいかつ

              いこう       もくひょうすう            にん    れいわがんねん   ど  まつ  じてん        しせつ  にゅうしょしゃすう      やく  ぱーせんと  しせつ にゅうしょしゃ すう

        にん   やく      ぱーせんと   げんしょう       みこ                                                    しない にゅうしょ  しせつ       ていいんすう                              しんき

    りようしゃ                                          ていきょう      かくほ           ひつよう                         およ      しがい  にゅうしょ しせつ         りようしゃ             たい

  おうとう             かく  しせつ     じょうきょう    ふ                      げんじょう       いじ

                            ほんし       にゅうしょ しせつ        いっしょうがい     おく      しせつ                            ちいき  せいかつ  しえん がた  しせつ            いちづ

        しょうがい              ひと        ちいき         じりつ            せいかつ     おく                                               しえん        と       く

 にゅうしょ しせつ           つうか  がた しせつ                        やくわり     きのう      にな        ほんにん       いこう        そ            ちいき  せいかつ            いこう

        かのう                           ひつよう      とりくみ     けんとう      じっし                               しせつ      にゅうしょ          しえん        う                         しん

       ひつよう                             ひと       はあく      おこな       てきせつ                        ていきょう       かくほ                              たよう

 こた            す                        かた     ふく         ひつよう     とりくみ      けんとう     じっし

福祉施設入所者の地域生活への移行の考え方
ふくし        しせつ       にゅうしょしゃ             ちいき      せいかつ                   いこう            かんが       かた
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障害のある方の住まい探しでよくある困りごととして、

• 「障害がある」と言うと、入居を断られることがある。

• 障害について、大家さんに理解してもらえない。

• 障害があるため、階段や坂がないことなど住む環境に条件がある。

• 連帯保証人が見つからない。

•所得が少なく、家賃の負担が大きい。

などがあります。

こういった課題に対し、横浜市では平成29年10月から、「住宅セーフティネット制度」をはじ

めました。

住宅セーフティネット制度は、３つの仕組みから成り立っています。

①セーフティネット住宅の登録制度

②セーフティネット住宅への家賃などの補助

③住まいの確保に困っている人への住宅のマッチング・入居支援

セーフティネット住宅とは、高齢者や子育て世帯、障害のある人、所得の低い人など住まい探

しに困っている人の入居を受け入れる登録をした住宅です。

セーフティネット住宅のうち、要件を満たす一部の住宅に対し、家賃や家賃債務保証料の補

助を行っています。

　

また、平成30年10月には、横浜市、不動産関係団体及び福祉団体等の連携により「横浜市

居住支援協議会」を設立し、高齢者や障害者などの住まいの確保に困っている人が、民間賃貸

住宅へ円滑に入居できるように居住支援に関する協議を行い、問題解決に向けた仕組みを検

討しています。

例えば、令和元年8月には、住まいの確保に困っている人や、大家さん、不動産事業者、住ま

いの相談を受けた福祉支援機関等からの相談を受ける相談窓口を開設し、住宅の紹介や、受

け入れてくれる住宅を探して入居へつなげるなどの支援を開始しました。

これまでセーフティネット住宅に登録してくれる物件数を増やすために障害理解を進める勉

強会などを行い、制度活用について検討してきました。引き続き大家さんをはじめとする地域の

障害理解を進めていく啓発活動を行っていきます。

障害のある人が希望に合った暮らしを送るために必要な支援は人それぞれであり、本人の意向

や障害状況によって異なる障害福祉サービスを安定して提供していくことが重要です。横浜市は、

地域で生活していく上で、障害のある人の生活を支える核として、地活ホームや生活支援セン

ター、多機能型拠点など様々な拠点の整備を進めてきました。これらの拠点機能を更に充実させ、

十分に活用していく必要があります。また、行動障害、医療的ケアなど専門的なニーズがある人も

安心して暮らしていけるような支援も欠かせません。

日々の暮らしだけでなく、人生には節目となる様々な出来事があります。たとえば、障害のある人

が結婚・出産・子育てなどを考えたときに、周囲の無理解が本人の選択肢を狭めないよう、社会全

体の理解促進が大切です。

人生の様々な場面で、本人が自分にとって良いと思う選択ができるよう、家族や支援者など周

囲の人たちが困りごとや悩みを受け止め、寄り添い、丁寧に相談に乗ることが求められます。加え

て、本人が知識や情報を得ることができる環境づくりなども重要な要素の一つです。

また、長期入院中の人や施設入所中の人がグループホームでの生活や一人暮らしに移ること

コラム

ができるよう、地域移行・地域定着や退院促進などの取組も継続して進めていかなければなりま

せん。地域で活動する様々な団体・サービス提供事業所や医療機関を含め、障害のある人の生活

を地域全体で支えていく体制づくりが求められています。

その中で、障害のある人が自立した生活を送ることができるようになるために、本人が生活力を

身に付けて安心して暮らすことができるよう、本人の持つ力を引き出す支援の必要性も見逃せま

せん。意思決定を支え、日常生活を送る上で想定されるトラブルなどの予防や対応を学ぶ機会を

設けることや、本人の希望や思いに寄り添う伴走型の相談支援を充実させていくことが大切にな

ります。

そこで、２つの方向性で施策を展開します。

（１） 地域での生活を支える仕組みの充実

障害福祉に関わる社会資源を基に、既存のサービスを充実させていくことで、地域で安心し

て暮らすことができる体制づくりを目指します。

（２） 本人の力を引き出す支援の充実

障害の状況が変わっても、自ら希望するところで暮らしていくために、障害児・者やその家族

にとって必要なサービスを提供する事業を引き続き実施します。

      しょうがい              かた       す           さが                           こま

                 しょうがい                       い           にゅうきょ   ことわ 

              しょうがい                        おおや                 りかい

              しょうがい                            かいだん     さか                                   す     かんきょう    じょうけん

                れんたい ほしょうにん       み

               しょとく       すく             やちん       ふたん       おお

                               かだい       たい         よこはまし             へいせい       ねん       がつ               じゅうたく                                     せいど

      じゅうたく                                   せいど                          しく                    な       た

                                                    じゅうたく     とうろく  せいど

                                                    じゅうたく           やちん                 ほじょ

                   す                 かくほ       こま                  ひと           じゅうたく                               にゅうきょ しえん

                                          じゅうたく            こうれいしゃ       こそだ        せたい   しょうがい              ひと    しょとく       ひく     ひと            す           さが

           こま                  ひと     にゅうきょ      う       い            とうろく              じゅうたく

                                          じゅうたく                ようけん       み             いちぶ      じゅうたく     たい         やちん        やちん   さいむ  ほしょうりょう      ほ

  じょ    おこな

                   へいせい       ねん       がつ               よこはまし      ふどうさん  かんけいだんたい およ       ふくし  だんたいとう      れんけい                  よこはまし

 きょじゅう しえん  きょうぎかい         せつりつ       こうれいしゃ     しょうがいしゃ                 す                 かくほ       こま                  ひと         みんかんちんたい

 じゅうたく     えんかつ     にゅうきょ                          きょじゅう  しえん      かん          きょうぎ    おこな        もんだいかいけつ      む              しく              けん

  とう

       たと               れいわ がんねん    がつ              す                  かくほ       こま                   ひと          おおや               ふどうさん   じぎょうしゃ      す

            そうだん      う             ふくし    しえん    きかん とう                そうだん      う            そうだんまどぐち     かいせつ        じゅうたく   しょうかい         う

       い                        じゅうたく     さが        にゅうきょ                                         しえん       かいし

                                                              じゅうたく     とうろく                       ぶっけんすう        ふ                         しょうがい  りかい      すす          べん

きょうかい             おこな        せいど  かつよう                     けんとう                               ひ      つづ      おおや                                              ちいき

しょうがい  りかい      すす                  けいはつ かつどう   おこな

住宅セーフティネット制度について
じゅうたく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   せいど
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グループホームを利用する障害者が高齢になり、そ
れに伴う身体機能の低下等により、従来のホームの
設備で生活することが困難となる場合でも、居住し
ているホームで安心して生活し続けることができる
よう、バリアフリー等改修に係る経費を補助します。

事業名

すいしん

推進

ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

すいしん

推進

じっし

実施
じっし

実施

すいしん

推進
すいしん

推進

じぎょうないようじぎょうめい

しんたいしょうがいしゃ こうれいしゃ

             じゅうたくかいぞう

          およ       もようが

事業内容
  しえい じゅうたく   にゅうきょ                しょうがいしゃとう     ようぼう     たい

               よくしつ            て                 とりつ                     じゅうたくかいぞう

  じっし

身体障害者・高齢者の
住宅改造
及び模様替え

         こうれいか

   じゅうどか  たいおう

      けんとう  かくじゅう

高齢化・
重度化対応の
グループホームの
検討・拡充

市営住宅に入居している障害者等の要望に対し、ト
イレや浴室への手すりの取付けなどの住宅改造を
実施します。

現在、実施している高齢化・重度化対応グループ
ホーム事業を踏まえ、持続的に実現可能な制度の
検討を行っていきます。今後も進んでいくことが見
込まれる障害者の高齢化・重度化に対応していくた
め、高齢化・重度化対応グループホームを拡充して
いきます。

          こうれいか

      じゅうどか  たいおう

      かいしゅうじぎょう

高齢化・
重度化対応
バリアフリー
改修事業

もくひょう

目標

げんざい     じっし                       こうれいか       じゅうどか  たいおう

                じぎょう      ふ                じぞくてき       じつげん かのう       せいど

 けんとう   おこな                                こんご     すす                                   み

  こ              しょうがいしゃ     こうれいか      じゅうどか      たいおう

          こうれいか     じゅうどか たいおう                                       かくじゅう

                                         りよう          しょうがいしゃ    こうれい

          ともな   しんたい きのう      ていか  とう               じゅうらい

  せつび     せいかつ                        こんなん               ばあい             きょじゅう

                                  あんしん         せいかつ    つづ

                                        とうかいしゅう   かか     けいひ       ほじょ

障害のある人が希望に合った暮らしを送るために必要な支援は人それぞれであり、本人の意向

や障害状況によって異なる障害福祉サービスを安定して提供していくことが重要です。横浜市は、

地域で生活していく上で、障害のある人の生活を支える核として、地活ホームや生活支援セン

ター、多機能型拠点など様々な拠点の整備を進めてきました。これらの拠点機能を更に充実させ、

十分に活用していく必要があります。また、行動障害、医療的ケアなど専門的なニーズがある人も

安心して暮らしていけるような支援も欠かせません。

日々の暮らしだけでなく、人生には節目となる様々な出来事があります。たとえば、障害のある人

が結婚・出産・子育てなどを考えたときに、周囲の無理解が本人の選択肢を狭めないよう、社会全

体の理解促進が大切です。

人生の様々な場面で、本人が自分にとって良いと思う選択ができるよう、家族や支援者など周

囲の人たちが困りごとや悩みを受け止め、寄り添い、丁寧に相談に乗ることが求められます。加え

て、本人が知識や情報を得ることができる環境づくりなども重要な要素の一つです。

また、長期入院中の人や施設入所中の人がグループホームでの生活や一人暮らしに移ること

ができるよう、地域移行・地域定着や退院促進などの取組も継続して進めていかなければなりま

せん。地域で活動する様々な団体・サービス提供事業所や医療機関を含め、障害のある人の生活

を地域全体で支えていく体制づくりが求められています。

その中で、障害のある人が自立した生活を送ることができるようになるために、本人が生活力を

身に付けて安心して暮らすことができるよう、本人の持つ力を引き出す支援の必要性も見逃せま

せん。意思決定を支え、日常生活を送る上で想定されるトラブルなどの予防や対応を学ぶ機会を

設けることや、本人の希望や思いに寄り添う伴走型の相談支援を充実させていくことが大切にな

ります。

そこで、２つの方向性で施策を展開します。

（１） 地域での生活を支える仕組みの充実

障害福祉に関わる社会資源を基に、既存のサービスを充実させていくことで、地域で安心し

て暮らすことができる体制づくりを目指します。

（２） 本人の力を引き出す支援の充実

障害の状況が変わっても、自ら希望するところで暮らしていくために、障害児・者やその家族

にとって必要なサービスを提供する事業を引き続き実施します。

       しょうがい               ひと        きぼう         あ            く                 おく                      ひつよう        しえん        ひと                                        ほんにん        いこう

     しょうがいじょうきょう                  こと            しょうがいふくし                             あんてい         ていきょう                                 じゅうよう                 よこはまし

    ちいき         せいかつ                    うえ         しょうがい                 ひと       せいかつ      ささ           かく                     ちかつ                         せいかつ  しえん

                   たきのう   がた きょてん           さまざま       きょてん       せいび        すす                                                      きょてん   きのう       さら      じゅうじつ

 じゅうぶん      かつよう                   ひつよう                                           こうどうしょうがい     いりょうてき                       せんもんてき                                      ひと

  あんしん            く                                               しえん        か

          ひび          く                                       じんせい             ふしめ                 さまざま         できごと                                                       しょうがい               ひと

        けっこん   しゅっさん     こそだ                     かんが                           しゅうい          むりかい          ほんにん        せんたくし        せば                             しゃかい ぜん

  たい       りかい   そくしん        たいせつ

        じんせい      さまざま        ばめん           ほんにん        じぶん                       よ            おも     せんたく                                    かぞく            しえんしゃ            しゅう

   い       ひと                 こま                     なや            う          と           よ        そ           ていねい      そうだん       の                      もと                               くわ

         ほんにん         ちしき       じょうほう       え                                   かんきょう                            じゅうよう       ようそ        ひと

                     ちょうきにゅういんちゅう     ひと        しせつ にゅうしょちゅう      ひと                                                       せいかつ        ひとり    ぐ                 うつ

１－２　暮らし
く

　現状と施策の方向性
げんじょう        しさく           ほうこうせい

（2） 高齢化・重度化を踏まえた住まいの構築
             こうれいか       じゅうどか          ふ                  す                  こうちく
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障害のある人が希望に合った暮らしを送るために必要な支援は人それぞれであり、本人の意向

や障害状況によって異なる障害福祉サービスを安定して提供していくことが重要です。横浜市は、

地域で生活していく上で、障害のある人の生活を支える核として、地活ホームや生活支援セン

ター、多機能型拠点など様々な拠点の整備を進めてきました。これらの拠点機能を更に充実させ、

十分に活用していく必要があります。また、行動障害、医療的ケアなど専門的なニーズがある人も

安心して暮らしていけるような支援も欠かせません。

日々の暮らしだけでなく、人生には節目となる様々な出来事があります。たとえば、障害のある人

が結婚・出産・子育てなどを考えたときに、周囲の無理解が本人の選択肢を狭めないよう、社会全

体の理解促進が大切です。

人生の様々な場面で、本人が自分にとって良いと思う選択ができるよう、家族や支援者など周

囲の人たちが困りごとや悩みを受け止め、寄り添い、丁寧に相談に乗ることが求められます。加え

て、本人が知識や情報を得ることができる環境づくりなども重要な要素の一つです。

また、長期入院中の人や施設入所中の人がグループホームでの生活や一人暮らしに移ること

ができるよう、地域移行・地域定着や退院促進などの取組も継続して進めていかなければなりま

せん。地域で活動する様々な団体・サービス提供事業所や医療機関を含め、障害のある人の生活

を地域全体で支えていく体制づくりが求められています。

その中で、障害のある人が自立した生活を送ることができるようになるために、本人が生活力を

身に付けて安心して暮らすことができるよう、本人の持つ力を引き出す支援の必要性も見逃せま

せん。意思決定を支え、日常生活を送る上で想定されるトラブルなどの予防や対応を学ぶ機会を

設けることや、本人の希望や思いに寄り添う伴走型の相談支援を充実させていくことが大切にな

ります。

そこで、２つの方向性で施策を展開します。

（１） 地域での生活を支える仕組みの充実

障害福祉に関わる社会資源を基に、既存のサービスを充実させていくことで、地域で安心し

て暮らすことができる体制づくりを目指します。

（２） 本人の力を引き出す支援の充実

障害の状況が変わっても、自ら希望するところで暮らしていくために、障害児・者やその家族

にとって必要なサービスを提供する事業を引き続き実施します。

                                     ちいき   いこう        ちいき ていちゃく       たいいん そくしん                  とりくみ      けいぞく           すす

                 ちいき        かつどう           さまざま     だんたい                        ていきょう  じぎょうしょ        いりょう   きかん       ふく        しょうがい               ひと       せいかつ

        ちいき  ぜんたい       ささ                    たいせい                    もと

                 なか        しょうがい                ひと        じりつ             せいかつ      おく                                                                               ほんにん      せいかつりょく

   み         つ            あんしん            く                                                       ほんにん        も      ちから      ひ       だ          しえん        ひつようせい        みのが

                  いし    けってい      ささ        にちじょう せいかつ     おく      うえ       そうてい                                                     よぼう        たいおう      まな        きかい

 もう                             ほんにん        きぼう        おも             よ       そ       ばんそうがた        そうだん  しえん       じゅうじつ                                         たいせつ

                                        ほうこうせい         しさく        てんかい

               ちいき             せいかつ      ささ             しく               じゅうじつ

            しょうがい  ふくし        かか           しゃかい   しげん        もと          きそん                                  じゅうじつ                                            ちいき         あんしん

             く                                          たいせい                       めざ

             ほんにん     ちから      ひ       だ          しえん       じゅうじつ

            しょうがい     じょうきょう      か                       みずか     きぼう                                  く                                              しょうがいじ      しゃ                  かぞく

                           ひつよう                               ていきょう          じぎょう       ひ       つづ       じっし
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事業名

すいしん

推進

ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

すいしん

推進

しない

   ほうめん

せいびかんりょう

市内
６方面
整備完了

しない

   ほうめん

せいびかんりょう

市内
４方面
整備完了

すいしん

推進
すいしん

推進

すいしん

推進
けんとう

検討

じぎょうないようじぎょうめい

         しょうがいしゃ

  ちいき かつどう

             じぎょう

事業内容
 ざいたく     しょうがいじ    しゃ                かぞく        ちいき せいかつ       しえん

     きょてん  しせつ                   よこはまし        どくじ       せっち

 おも                                       せいかつ かいご       ちいき  かつどう しえん

            じぎょう                                がたとう     にっちゅう かつどう

                                     いちじ           とう     せいかつ しえん  じぎょう      じっし

                             しせつ   きぼ   とう                 しゃかい  ふくし ほうじんがた ち

 かつ                     きのう きょうかがた  ちかつ                         しゅるい     ぶんるい

障害者
地域活動ホーム

事業

      せいしんしょうがいしゃ

せいかつ しえん

               じぎょう

精神障害者
生活支援センター

事業

在宅の障害児・者とその家族の地域生活を支援す
る拠点施設として、横浜市が独自に設置しているも
のです。
主なサービスとして、生活介護や地域活動支援セン
ター事業デイサービス型等の日中活動のほか、
ショートステイや一時ケア等の生活支援事業を実施
しています。施設規模等により、社会福祉法人型地
活ホームと機能強化型地活ホームの２種類に分類
されています。

統合失調症をはじめとした精神障害者の社会復帰、
自立及び社会参加を支援するため各区に１か所設
置している精神障害者の地域生活支援における本
市の拠点施設です。
精神保健福祉士を配置し、日常生活に関する相談
や助言、情報提供のほか、専門医による相談や生活
維持のためのサービス（食事、入浴、洗濯等）等を提
供しています。区や基幹相談支援センターととも
に、本市の「地域生活支援拠点」や「精神障害にも対
応した地域包括ケアシステム」の中核に位置付けら
れています。

   たきのうがた  きょてん

       せいび   うんえい
多機能型拠点の
整備・運営

常に医療的ケアを必要とする重症心身障害児・者
等とその家族の地域生活を支援するため、相談支
援、短期入所、生活介護、診療、訪問看護や居宅介
護などを一体的に提供する多機能型拠点の整備を
市内６方面に進めます。

こうどうしょうがい            かた

 ちいき  いこう        ちいき せいかつ

   ささ             しく

行動障害のある方の
地域移行や地域生活
を支える仕組みづくり

行動障害のある方に必要とされる支援体制につい
て、特に地域移行や地域生活を支える機能の検討
を進めます。

もくひょう

目標

○あ

すいしん

推進
すいしん

推進

ちいき  しえん

                 しょうがいふくし

                    じぎょうしょとう

                     しえん

地域支援マネジャー
による障害福祉
サービス事業所等
への支援

発達障害者支援センターに「地域支援マネジャー」
を配置し、障害福祉サービス事業所等に対し、行動
障害・発達障害に係るコンサルテーションを実施し
ます。○新

とうごうしっちょうしょう                            せいしんしょうがいしゃ    しゃかい ふっき

  じりつ  およ     しゃかい さんか        しえん                      かくく                しょせっ

  ち                   せいしんしょうがいしゃ      ちいき せいかつ しえん                     ほん

  し      きょてん  しせつ

 せいしん  ほけん   ふくしし         はいち        にちじょうせいかつ    かん          そうだん

      じょげん じょうほうていきょう                せんもんい               そうだん    せいかつ

   いじ                                             しょくじ   にゅうよく せんたくとう   とう     てい

きょう                            く         きかん そうだん  しえん

         ほんし          ちいき せいかつ しえん きょてん         せいしんしょうがい        たい

 おう          ちいき ほうかつ                                   ちゅうかく        いちづ

 つね     いりょうてき                ひつよう            じゅうしょうしんしんしょうがいじ  しゃ

とう                 かぞく        ちいき せいかつ       しえん                        そうだん  し

 えん    たんきにゅうしょ  せいかつ  かいご  しんりょう   ほうもんかんご        きょたくかい

  ご               いったいてき    ていきょう           たきのう  がた きょてん      せいび

  しない    ほうめん     すす

こうどうしょうがい              かた     ひつよう                    しえん たいせい

         とく       ちいき  いこう        ちいき せいかつ     ささ           きのう       けんとう

     すす

はったつしょうがいしゃ しえん                             ちいき   しえん

      はいち         しょうがいふくし                     じぎょうしょ とう     たい       こうどう

しょうがい はったつしょうがい   かか                                                     じっし

障害のある人が希望に合った暮らしを送るために必要な支援は人それぞれであり、本人の意向

や障害状況によって異なる障害福祉サービスを安定して提供していくことが重要です。横浜市は、

地域で生活していく上で、障害のある人の生活を支える核として、地活ホームや生活支援セン

ター、多機能型拠点など様々な拠点の整備を進めてきました。これらの拠点機能を更に充実させ、

十分に活用していく必要があります。また、行動障害、医療的ケアなど専門的なニーズがある人も

安心して暮らしていけるような支援も欠かせません。

日々の暮らしだけでなく、人生には節目となる様々な出来事があります。たとえば、障害のある人

が結婚・出産・子育てなどを考えたときに、周囲の無理解が本人の選択肢を狭めないよう、社会全

体の理解促進が大切です。

人生の様々な場面で、本人が自分にとって良いと思う選択ができるよう、家族や支援者など周

囲の人たちが困りごとや悩みを受け止め、寄り添い、丁寧に相談に乗ることが求められます。加え

て、本人が知識や情報を得ることができる環境づくりなども重要な要素の一つです。

また、長期入院中の人や施設入所中の人がグループホームでの生活や一人暮らしに移ること

ができるよう、地域移行・地域定着や退院促進などの取組も継続して進めていかなければなりま

せん。地域で活動する様々な団体・サービス提供事業所や医療機関を含め、障害のある人の生活

を地域全体で支えていく体制づくりが求められています。

その中で、障害のある人が自立した生活を送ることができるようになるために、本人が生活力を

身に付けて安心して暮らすことができるよう、本人の持つ力を引き出す支援の必要性も見逃せま

せん。意思決定を支え、日常生活を送る上で想定されるトラブルなどの予防や対応を学ぶ機会を

設けることや、本人の希望や思いに寄り添う伴走型の相談支援を充実させていくことが大切にな

ります。

そこで、２つの方向性で施策を展開します。

（１） 地域での生活を支える仕組みの充実

障害福祉に関わる社会資源を基に、既存のサービスを充実させていくことで、地域で安心し

て暮らすことができる体制づくりを目指します。

（２） 本人の力を引き出す支援の充実

障害の状況が変わっても、自ら希望するところで暮らしていくために、障害児・者やその家族

にとって必要なサービスを提供する事業を引き続き実施します。

（1） 地域での生活を支える仕組みの充実
            ちいき　　　　　せいかつ      ささ　　　　　しく　　　   　じゅうじつ

　取組
とりくみ
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すいしん

推進

ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

すいしん

推進

すいしん

推進

事業内容
じぎょうないよう

地域生活支援拠点
機能の充実

障害のある方の高齢化・重度化、親なき後に備える
とともに、地域移行を進めるため、基幹相談支援セ
ンター・生活支援センター・区福祉保健センターの３
機関一体の運営により、地域のあらゆる社会資源を
有機的につなぐネットワーク型の拠点機能を整備
し、地域での居住支援機能の充実を図ります。

精神障害のある方の生活のしづらさを地域で支え
ていくため、医療・保健・福祉の連携の下、各区福祉
保健センター、生活支援センター、基幹相談支援セ
ンターを核とした「協議の場」において関係者・関係
機関が共通の認識の中で課題解決に向けた取組の
検討と実施をしていきます。また、地域ごとの課題
に対して特性を踏まえた対応ができるよう、これま
での社会資源を十分に活用しながら、ネットワーク
機能の見直しや新たなつながりを構築していきま
す。

●共同生活援助の利用者数（精神障害）

●地域移行支援の利用者数（精神障害）

●地域定着支援利用者数（精神障害）

もくひょう

目標事業名
じぎょうめい

  ちいきせいかつ しえん きょてん

         きのう     じゅうじつ

精神障害にも
対応した地域包括
ケアシステムの構築

   せいしんしょうがい

たいおう          ちいきほうかつ

                               こうちく

しょうがい             かた      こうれいか      じゅうどか    おや         あと     そな

                        ちいき  いこう      すす                        きかん そうだん  しえん

                 せいかつ しえん                        く   ふくし   ほけん

  きかんいったい     うんえい                  ちいき                         しゃかい  しげん

  ゆうきてき                                                 がた      きょてん  きのう       せいび

         ちいき          きょじゅう しえん  きのう     じゅうじつ   はか

せいしんしょうがい             かた     せいかつ                              ちいき      ささ

                           いりょう    ほけん     ふくし      れんけい     もと   かく  く  ふくし

  ほけん                      せいかつ  しえん                        きかん そうだん  しえん

                   かく                 きょうぎ       ば                       かんけいしゃ  かんけい

  きかん     きょうつう   にんしき      なか     かだい かいけつ      む           とりくみ

 けんとう      じっし                                                    ちいき                  かだい

     たい          とくせい      ふ                たいおう

           しゃかい  しげん    じゅうぶん     かつよう

  きのう        みなお           あら                                   こうちく

れいわ     ねんど

令和３年度
れいわ     ねんど

令和4年度
れいわ     ねんど

令和5年度
にん

959人
にん

997人
にん

1,035人

○福

れいわ     ねんど

令和３年度
れいわ     ねんど

令和4年度
れいわ     ねんど

令和5年度
にん     ねん

108人／年
にん     ねん

120人／年
にん     ねん

132人／年

○福

れいわ     ねんど

令和３年度
れいわ     ねんど

令和4年度
れいわ     ねんど

令和5年度
にん     ねん

480人／年
にん     ねん

576人／年
にん     ねん

672人／年

○福

すいしん

推進
きょうどうせいかつえんじょ    りようしゃ  すう  せいしんしょうがい

 ちいき   いこう  しえん       りようしゃ  すう  せいしんしょうがい

 ちいきていちゃくしえん  りようしゃ  すう  せいしんしょうがい

※この取組のため、精神障害者の障害福祉サービスの利用

状況を把握し、基盤整備の過不足等について把握するた

め、以下の事項について、活動指標として設定します。

           とりくみ             せいしんしょうがいしゃ   しょうがいふくし                      りよう

じょうきょう   はあく        きばん せいび       かふそく   とう                   はあく

          いか       じこう                   かつどうしひょう           せってい
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医療的ケアが必要な重症心身障害児・者等を、在宅
で介護する家族の負担軽減と在宅生活の安定を目
的として、一時的に在宅生活が困難となった場合な
どに、病院での受入れを実施します。

受入体制の充実を図るため、所属する施設・事業所
等において、医療的ケア児・者等の受入れを積極的
に行えるよう、支援に必要な知識・技術の普及啓発
を行う支援者を養成します。

医療的ケア児・者等への地域における更なる支援
の充実に向けて、保健・医療・障害福祉・保育・教育
等の関係機関が連携を図るため、横浜市医療的ケ
ア児・者等支援検討委員会において、課題共有、意
見交換、対応策等の検討を行います。

ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

すいしん

推進
すいしん

推進

事業内容
じぎょうないよう

●自立生活援助利用者数（精神障害）

●自立生活アシスタント利用者数（精神障害）

●精神障害者退院サポート事業利用者

もくひょう

目標事業名
じぎょうめい

精神障害にも
対応した地域包括
ケアシステムの構築

    せいしんしょうがい

たいおう          ちいき ほうかつ

                                こうちく

       じりつせいかつ えんじょ  りようしゃ すう せいしんしょうがい

       じりつせいかつ                             りようしゃ すう せいしんしょうがい

    せいしんしょうがいしゃたいいん                  じぎょう りようしゃ

れいわ     ねんど

令和３年度
れいわ     ねんど

令和4年度
れいわ     ねんど

令和5年度
にん    ねん

60人／年
にん     ねん

75人／年
にん     ねん

90人／年

○福

れいわ     ねんど

令和３年度
れいわ     ねんど

令和4年度
れいわ     ねんど

令和5年度
にん     ねん

323人／年
にん     ねん

323人／年
にん     ねん

323人／年

れいわ     ねんど

令和３年度
れいわ     ねんど

令和4年度
れいわ     ねんど

令和5年度
にん     ねん

180人／年
にん     ねん

180人／年
にん     ねん

180人／年

すいしん

推進
すいしん

推進
せいしんしょうがいしゃ

 かぞく   しえん  じぎょう
精神障害者の
家族支援事業

精神障害者とその家族が適切な関係を保つため、
緊急滞在場所を準備するとともに、家族が精神疾患
について理解を深める機会を提供します。○あ

○あ

すいしん

推進
すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

いりょうてき           じ    しゃとう

          しえん

   かんけい きかん      きょうぎ

               ば     かいさい

医療的ケア児・者等の
支援のための

関係機関の協議の
場の開催

 うけいれたいせい   じゅうじつ   はか                  しょぞく           しせつ     じぎょうしょ

 とう                       いりょうてき           じ    しゃとう       うけい         せっきょくてき

    おこな                      しえん      ひつよう      ちしき    ぎじゅつ      ふきゅうけいはつ

    おこな    しえんしゃ      ようせい

いりょうてき           じ    しゃとう

          しえんしゃ ようせい
医療的ケア児・者等
支援者養成

 いりょうてき               ひつよう   じゅうしょうしんしんしょうがいじ しゃとう       ざいたく

       かいご           かぞく        ふたん けいげん    ざいたくせいかつ     あんてい    もく

 てき                 いちじてき      ざいたくせいかつ     こんなん                    ばあい

            びょういん        うけい             じっし

じぎょう
メディカル

ショートステイ事業

○あ

○新○あ

せいしんしょうがいしゃ               かぞく       てきせつ     かんけい     たも

きんきゅうたいざいばしょ     じゅんび                                かぞく     せいしんしっかん

                      りかい     ふか           きかい    ていきょう

 いりょうてき            じ     しゃとう            ちいき                     さら            しえん

     じゅうじつ     む               ほけん    いりょう   しょうがいふくし     ほいく   きょういく

 とう     かんけい きかん      れんけい     はか                   よこはまし  いりょうてき

       じ    しゃとう  しえん  けんとう いいんかい                        かだい きょうゆう   い

 けんこうかん  たいおうさくとう     けんとう   おこな
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精神障害にも対応した地域包括ケアシステム
●保健、医療及び福祉関係者による協議の場
の開催回数

れいわ     ねんど

令和３年度
れいわ     ねんど

令和4年度
れいわ     ねんど

令和5年度

   かい   しいき

ていき    くいき

   かい   しいき

ていき    くいき

   かい   しいき

ていき    くいき
３回(市域)
定期(区域)

じかん ぶん
127,601
時間分

かい

１回

けん

1,000件

にん

8,070人

じかん ぶん
129,642
時間分

けん

1,000件

じかん ぶん
131,716
時間分

けん

1,000件

かい

１回
かい

１回

３回(市域)
定期(区域)

３回(市域)
定期(区域)

指標名
しひょうめい

せいしんしょうがい        たいおう       ちいきほうかつ

     ほけん  いりょうおよ    ふくしかんけいしゃ           きょうぎ     ば

       かいさいかいすう

発達障害者支援センター及び発達障害者地域
支援マネジャーの関係機関への助言件数
（学齢後期障害児支援事業分を除く）

はったつしょうがいしゃしえん           およ  はったつしょうがいしゃちいき

 しえん                      かんけいきかん      じょげんけんすう

 がくれいこうきしょうがいじしえんじぎょうぶん のぞ

○新○福

●保健、医療及び福祉関係者による目標設定
及び評価の実施回数

     ほけん  いりょうおよ    ふくしかんけいしゃ         もくひょうせってい

    およ   ひょうか   じっしかいすう

○新○福

地域生活支援拠点の整備
ぜんく  じっし

全区実施

かい

１回
かい

１回
かい

１回

ぜんく  じっし

全区実施
ぜんく  じっし

全区実施
ちいきせいかつしえんきょてん  せいび

○福

●地域生活支援拠点が有する機能の充実に向
けた検証及び検討の実施回数

     ちいきせいかつしえんきょてん  ゆう        きのう   じゅうじつ   む

         けんしょうおよ  けんとう   じっしかいすう

○新○福

○福

居宅介護（／年）
きょたくかいご     ねん

○福

じかん ぶん
89,044
時間分

にん

544人

にん

8,417人

にん

613人

にん

8,778人

にん

691人

じかん ぶん
99,640
時間分

じかん ぶん
111,497
時間分

重度訪問介護（／年）
じゅうどほうもんかいご   ねん

○福

じかん ぶん
16,360
時間分

にん

856人
にん

894人
にん

934人

じかん ぶん
17,112
時間分

じかん ぶん
17,899
時間分

同行援護（／年）

○福

じかん ぶん
13,544
時間分

にん

855人
にん

1,072人
にん

1,344人

じかん ぶん
15,792
時間分

じかん ぶん
18,413
時間分

行動援護（／年）
こうどうえんご     ねん

どうこうえんご     ねん

○福

短期入所（福祉型）（／月）
たんきにゅうしょふくしがた       つき

○福

にんぶん

1,100人分
にんぶん

1,120人分
にんぶん

1,140人分

にんにち

5,500人日
にんにち

5,600人日
にんにち

5,700人日
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れいわ     ねんど

令和３年度
れいわ     ねんど

令和4年度
れいわ     ねんど

令和5年度指標名
しひょうめい

たんきにゅうしょ いりょうがた        つき

○福

にんぶん

400人分
にんぶん

410人分
にんぶん

420人分

にんにち

2,000人日
にんにち

2,050人日
にんにち

2,100人日

にっちゅういちじしえん      つき

○福

○福
にちじょうせいかつようぐきゅうふ たいよ       ねん

○福

かい

800回
かい

800回
かい

800回

 ちいき いこう  しえん       ねん にんぶん

120人分
にんぶん

132人分
にんぶん

144人分

にんぶん

240人分
にんぶん

240人分
にんぶん

240人分

けん

86,000件
けん

86,000件
けん

86,000件

ちいきていちゃくしえん      ねん

○福
にん

180人
にん

180人
にん

180人

にんぶん

600人分
にんぶん

720人分
にんぶん

840人分

せいしんしょうがいしゃたいいん            じぎょう      ねん

短期入所（医療型）（／月）

地域定着支援（／年）

地域移行支援（／年）

精神障害者退院サポート事業（／年）

日中一時支援（／月）

日常生活用具給付・貸与（／年）
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トピック

横浜市では、行動障害のある人が身近な地域の中で安心して生活できる仕組みづくりのた

め、横浜市障害者施策推進協議会の部会の中で、障害のある人の家族や外部有識者などに

よる検討を行って方向性を定め、様々な施策を実現・推進してきました。

平成28年度から、障害福祉サービス事業所等の職員を対象に、行動障害に係る支援力向

上を図るための「強度行動障害支援力向上研修」を開催しています。この研修は、市内法人が

協働し「オール横浜市」として実施しています。

また平成28年度から、発達障害者支援センターに「地域支援マネジャー」を配置し、障害福

祉サービス事業所等を訪問して、行動障害・発達障害に関して支援者がより良い支援を提供す

るためのアセスメントや助言を実施しています。

今後、こうした取組を継続的に実施するとともに、行動障害のある人の地域移行や地域生活

を支える仕組みづくりについて、更に検討を進めていきます。

         よこはまし               こうどうしょうがい              ひと        みぢか        ちいき       なか      あんしん         せいかつ                  しく

            よこはまし しょうがいしゃ しさく   すいしん きょうぎかい       ぶかい       なか        しょうがい              ひと        かぞく        がいぶ  ゆうしきしゃ

           けんとう   おこな         ほうこうせい     さだ        さまざま      しさく       じつげん   すいしん

       へいせい         ねんど              しょうがい ふくし                      じぎょうしょ とう      しょくいん   たいしょう       こうどうしょうがい     かか      しえんりょく こう

じょう     はか                      きょうど  こうどうしょうがいしえんりょくこうじょうけんしゅう       かいさい                                   けんしゅう         しない ほうじん

 きょうどう                       よこはまし                   じっし

                 へいせい        ねんど               はったつしょうがいしゃ しえん                               ちいき   しえん                                  はいち         しょうがいふく

   し                      じぎょうしょ とう     ほうもん            こうどうしょうがい  はったつしょうがい    かん           しえんしゃ                 よ        しえん      ていきょう

                                                     じょげん       じっし

         こんご                      とりくみ     けいぞくてき        じっし                                こうどうしょうがい              ひと        ちいき  いこう         ちいき せいかつ

      ささ             しく                                           さら      けんとう     すす

行動障害のある人への支援
こうどう    しょうがい                      ひと                  しえん
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事業名

すいしん

推進

ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

じぎょうないようじぎょうめい

事業内容

障害者自立生活
アシスタント

地域で単身等で生活する障害者に対して、自立生
活アシスタントが、その障害特性を踏まえて、具体
的な生活場面での社会適応力を高める助言を中心
とした支援を行います。
国の実施事業との関係を整理しながら推進してい
きます。

障害者本人や家族に寄り添い、漠然とした将来の
不安や悩みを一緒に考え、親なきあとも安心して
暮らすことができる地域での見守り体制を構築し
ます。

もくひょう

目標

しょうがいしゃほんにん      かぞく        よ       そ         ばくぜん              しょうらい

  ふあん      なや           いっしょ    かんが       おや                        あんしん

  く                                          ちいき             みまも      たいせい     こうちく

しょうがいしゃじりつせいかつ

後見的支援制度
こうけんてき  しえん せいど

消費者教育事業
しょうひしゃきょういくじぎょう

  ちいき       たんしんとう     せいかつ         しょうがいしゃ    たい              じりつ せい

 かつ                                             しょうがいとくせい      ふ                    ぐたい

 てき     せいかつ ばめん          しゃかいてきおうりょく   たか          じょげん    ちゅうしん

                しえん    おこな

 くに       じっし  じぎょう          かんけい      せいり                    すいしん

障害者、家族及び支援者が、商品・サービスの利
用及び契約に関わるトラブル等を学ぶことによ
り、安心した日常生活を送れるよう、意識啓発を
図ります。

しょうがいしゃ    かぞく  およ       しえんしゃ          しょうひん                              り

よう およ      けいやく      かか                               とう     まな

        あんしん          にちじょうせいかつ     おく                         いしき  けいはつ

 はか

○あ

○あ

○あ

れいわ     ねんど

令和３年度
れいわ     ねんど

令和4年度
れいわ     ねんど

令和5年度指標名
しひょうめい

○福自立生活援助
じりつせいかつえんじょ

○あ自立生活アシスタント
じりつせいかつ

にんぶん

80人分
にんぶん

100人分
にんぶん

120人分

にんぶん

690人分
にんぶん

690人分
にんぶん

690人分

（2） 本人の力を引き出す支援の充実
            ほんにん     ちから      ひ       だ         しえん       じゅうじつ
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コラム

横浜市障害者後見的支援制度とは、地域で安心して暮らすために必要な、「身近な地域で

の見守り」やスタッフによる定期訪問等を通じた「本人の希望と目標に基づく支援等」を行う、横

浜市独自の制度です。「将来にわたるあんしん施策（10ページ参照）」の一環として、平成22年

度からスタートしました。

• 障害のある人を支援している人や地域の住民の方などが、制度に登録をした人を日々の

生活の中で気にかけたり定期的な訪問をしたりしながら、日常生活を見守ります。

• 障害のある人とその家族の、将来の希望や漠然とした不安などの相談をお受けします。

• 生涯にわたり障害のある人に寄り添いながら、その人の願う地域での暮らしが実現できる

方法を一緒に考えます。

知的障害のある40代のＡさんは、高齢の父と二人家族。我が子の将来を心配した父

が、後見的支援制度説明会に参加し、登録につながりました。

後見的支援室では、Ａさんを理解するために、自宅や後見的支援室でお会いするだ

けでなく、通所先にも足を運びました。また父から、我が子への想いや将来の心配ごと

などを伺いました。

定期的にお会いする中で、徐々に将来のことを考え始めたＡさん。父の入院をきっか

けに、区役所の職員と一緒にグループホームの見学や、宿泊体験なども行いました。そ

の後も、Ａさんの「将来は自宅で暮らしたい」という想いは変わりませんでした。

数年前に父が亡くなり、Ａさんは、障害福祉サービスを利用しながら、自宅で一人暮

らしを始めました。後見的支援室では、Ａさんの了解を得て、あんしんキーパー※を依頼

するなど、地域の方たちとの関係づくりを進めてきました。

ある日、Ａさんは「台風の時、近所の人が 『大丈夫？』 と訪ねてきてくれた」と、あんし

んキーパーとのお付き合いの様子を話してくれました。また、最近では、「自分のペース

で生活できるようになった」とも話しています。

これからも後見的支援室では、Ａさんに寄り添いながら、暮らしを支える支援の輪を

丁寧に広げていきます。

※あんしんキーパー ： 身近な地域の中で、登録者をさりげなく見守る人。登録者や家族の希望を伺い、後見

的支援室が地域の方たちに働きかけ、登録していただきます。また、既に登録者のことをよく知っている人

に登録していただく場合もあります。

         よこはまし しょうがいしゃ こうけんてき  しえん   せいど                ちいき       あんしん           く                           ひつよう             みぢか        ちいき

        みまも                                              ていき  ほうもん とう     つう            ほんにん       きぼう     もくひょう    もと            しえん とう       おこな     よこ

  はまし    どくじ         せいど                しょうらい                                        しさく                           さんしょう         いっかん                 へいせい       ねん

   ど

            しょうがい              ひと       しえん                    ひと        ちいき      じゅうみん    かた                    せいど       とうろく               ひと        ひび

             せいかつ     なか      き                           ていきてき       ほうもん                                       にちじょうせいかつ      みまも

           しょうがい              ひと                かぞく        しょうらい       きぼう       ばくぜん               ふあん                そうだん           う

            しょうがい                 しょうがい              ひと       よ       そ                                  ひと     ねが     ちいき              く                 じつげん

             ほうほう     いっしょ     かんが

       ちてきしょうがい                      だい    えー                 こうれい     ちち      ふたり    かぞく      わ        こ      しょうらい     しんぱい         ちち

         こうけんてき  しえん   せいど せつめいかい       さんか         とうろく

      こうけんてき   しえんしつ              えー               りかい                                じたく       こうけんてき  しえん  しつ            あ

                       つうしょさき           あし     はこ                                ちち               わ        こ            おも          しょうらい     しんぱい

              うかが

       ていきてき             あ                なか         じょじょ     しょうらい                 かんが    はじ         えー            ちち      にゅういん

               くやくしょ       しょくいん    いっしょ                                               けんがく        しゅくはくたいけん             おこな

       ご       えー                しょうらい      じたく         く                                    おも            か

      すうねんまえ      ちち       な                えー                 しょうがい ふくし                            りよう                          じたく        ひとり    ぐ

              はじ                       こうけんてき   しえん しつ            えー              りょうかい      え                                                          いらい

                        ちいき      かた                   かんけい                  すす

                ひ    えー                 たいふう      とき    きんじょ     ひと           だいじょうぶ              たず

                                          つ       あ             ようす       はな                                                さいきん                  じぶん

      せいかつ                                                     はな

                              こうけんてき   しえん しつ             えー                よ      そ                          く                ささ            しえん        わ 

ていねい      ひろ

                                                   みぢか       ちいき      なか        とうろくしゃ                             みまも      ひと   とうろくしゃ       かぞく        きぼう    うかが       こうけん

   てき   しえんしつ       ちいき      かた             はたら                 とうろく                                                    すで      とうろくしゃ                             し                     ひと

         とうろく                             ばあい

横浜市障害者後見的支援制度について
よこはまし      しょうがいしゃ      こうけんてき       しえん      せいど

り  よう  じ  れい

利用事例
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【参考】「成年後見制度（40ページ参照）」と「横浜市障害者後見的支援制度」について

２つの制度は、本人を中心に、その生活や人生に寄り添うことを共通としますが、それぞれ役

割が異なります。

「成年後見制度」では、法的な権限を与えられた後見人等が、本人の意思を尊重し健康や生

活状況に配慮しながら、本人に代わり財産の管理や介護サービス等の契約を行います。

一方で「横浜市障害者後見的支援制度」は、本人に関する法的な権限を持つものではありま

せん。しかし、障害福祉サービス等の利用有無にかかわらず、末永く緩やかに、地域の中で本

人を見守っていく体制を構築できることが強みです。

    さんこう      せいねん こうけん せいど                          さんしょう             よこはまし しょうがいしゃ こうけんてき  しえん  せいど

                      せいど          ほんにん    ちゅうしん                 せいかつ      じんせい       よ       そ                  きょうつう                                              やく

  わり      こと

          せいねんこうけん せいど                  ほうてき      けんげん    あた                    こうけんにんとう         ほんにん       いし        そんちょう    けんこう     せい

 かつじょうきょう   はいりょ                      ほんにん      か          ざいさん       かんり        かいご                     とう      けいやく    おこな

       いっぽう          よこはまし しょうがいしゃ こうけんてき  しえん  せいど             ほんにん     かん         ほうてき      けんげん     も

                               しょうがい ふくし                      とう        りよう     うむ                                    すえなが     ゆる                    ちいき      なか       ほん

  にん     みまも                    たいせい     こうちく                             つよ
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コラム

平成13年に創設された自立生活アシスタント事業は令和３年で20年を迎えます。「親亡き

後の支援」の課題への対応として知的障害者を対象に始まり、現在は精神障害者や発達障害

者、高次脳機能障害者も対象に実施しています。事業開始時に比べ、福祉サービスは充実(複

雑化?)していますが、障害のある人が地域生活をする上での課題や支援の必要性は変わるこ

とがありません。

このコラムでは、自立生活アシスタント利用者に、アシスタントのことや、今の生活について、

自立生活アシスタントがインタビューをした内容を紹介します。

Ａさん（40代女性）　アシスタント利用４年

Ａさんは、家族から離れて一人暮らしをはじめるときに、アシスタントに登録しました。以前から

人と同じようにできないことに悩んでいたようです。「母は、今も心配している。自分が学校まで

出て、他の人と違うのではないかという気持ちがあり、心配もあったと思う。」と話します。お母様

と暮らしている間は、福祉サービスを利用していませんでした。福祉サービスに対しては、「猜疑

心がどこかにあった」「支援を信じられる根拠がはっきりとわからなかった」そうです。人の話をき

いても、「どこまでが本当なのか」と悩んでしまい、一人で決断するのが困難だったとのこと。ま

た、病院や区役所に行くことも苦手でした。片付けも苦手で、物をそのまま置いてしまい、自分で

もよくないと思いつつ、物をあふれさせてしまっていたそうです。

アシスタントを利用することになって、「サポートしてくれるので、人と会って話すのも違ってき

た。つながりを保てることが安心になる」と言っています。外出先で人と対応するときも、緊張する

ことが少なくなったそうで、「わからないことも聞けるので安心」なのだとか。

定期的な通院では、医師の話が指針になると言います。アシスタントが同行することで自分の

体調をわかってもらえること、気づけなかったことに気づけたことが大きいそうです。

今は、「自分のことは自分で考えるのが大事」と話します。アシスタントの支援はあるが、できる

ことは自分でやっていきたいという前向きな気持ちになっているそうです。「自分はこういう人と

自覚していけば、普通の生活が送れるのではないかと思っている。」「一人だと生きていく意味も

わからなくなるくらい、つらかったりするので、皆さんに感謝の気持ちでいっぱいです」と話しま

す。

これからのＡさんの生活を他の支援者と一緒に、近くからサポートしていきたいと思います。

       へいせい        ねん     そうせつ                 じりつ  せいかつ                            じぎょう       れいわ      ねん            ねん      むか                    おや  な

  あと       しえん           かだい            たいおう               ちてき しょうがいしゃ    たいしょう     はじ           げんざい     せいしんしょうがいしゃ     はったつしょうがい

  しゃ     こうじ  のう  きのう しょうがいしゃ   たいしょう       じっし                             じぎょう  かいし   じ       くら          ふくし                          じゅうじつ  ふく

  ざつ か                                      しょうがい              ひと        ちいき せいかつ               うえ            かだい         しえん       ひつようせい      か

                                             じりつ   せいかつ                              りようしゃ                                                           いま      せいかつ

   じりつ  せいかつ                                                                         ないよう    しょうかい

      えー                  かぞく           はな           ひとり    ぐ                                                                                   とうろく                      いぜん

 ひと     おな                                                    なや                                             はは        いま     しんぱい                        じぶん       がっこう

   で         ほか     ひと     ちが                                                  きも                          しんぱい                       おも              はな                      かあさま

       く                       あいだ         ふくし                            りよう                                                  ふくし                           たい                     さいぎ

 しん                                               しえん      しん                   こんきょ                                                                                      ひと     はなし

                                              ほんとう                        なや                             ひとり       けつだん                      こんなん

        びょういん       くやくしょ        い                   にがて                     かたづ           にがて           もの                        お                              じぶん

                            おも                   もの

                                         りよう                                                                                                    ひと      あ           はな               ちが

                                 たも                        あんしん                      い                          がいしゅつさき     ひと     たいおう                        きんちょう

               すく                                                                                 き                      あんしん

         ていきてき      つういん                いし       はなし      ししん                      い                                                  どうこう                         じぶん

 たいちょう                                                     き                                             き                               おお

      いま             じぶん                      じぶん     かんが　　　　　　　だいじ         はな                                                  しえん

                 じぶん                                                        まえむ             きも                                                                じぶん                        ひと

   じかく                              ふつう       せいかつ      おく                                             おも                           ひとり             い                       いみ

                                                                                                       みな               かんしゃ        きも                                                   はな

                              えー              せいかつ     ほか       しえんしゃ      いっしょ         ちか                                                                 おも

えー                    だいじょせい                                       りよう     ねん

障害者自立生活アシスタント利用者インタビュー
しょうがいしゃ     じりつ     せいかつ                                            りようしゃ
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Ｂさん（30代男性）　アシスタント利用３年

Ｂさんに初めて会った３年前、とても緊張されていました。Ｂさんは軽度の知的障害がありま

す。仕事を辞めたことや家族の病気が重くなったことで、さまざまな福祉の支援が入るようにな

り、その一つがアシスタントでした。現在は、家族が亡くなり一人暮らしです。

アシスタントが支援するようになってどう変わったかを伺うと、「暮らしやすくなった」と言いま

す。今ではヘルパーさんが週に２回来て、ご本人自身も定期的に掃除するようになりました。食

生活の助言をしてもらうことで、健康への意識も高まり体重も減っています。

これからもアシスタントには、病院に付き添い、診察に同席することで、治療や服薬のことを一

緒に考えていくことを望まれています。ただ、普段の通院は一人でも行けると誇らしげに語ってい

ました。直近の希望を伺うと「買い物に付き添ってもらって、冬に履く靴を一緒に見に行きたい」

そうです。

このように、自立生活アシスタントは日常生活の課題に対し、ご本人と一緒に取り組むことで

「自分で自分の生活を考える」ことを意識していただけるように支援しています。初めてのことや

苦手なことを一緒にやってみることで、経験を積み自分で考え、判断していくことを大事にしてい

ます。「ご本人に寄り添って少しずつできることを増やしていく支援」になるため、生活が劇的に

改善することは多くありませんが、ご本人の大切にしている部分を理解していくことで、少しずつ

相談できる存在となっていきます。さりげなく、でも必要な支援者として、今後も支援していけた

らと、改めて思いました。

       びー             はじ            あ              ねん まえ                きんちょう                                   びー                けいど         ちてき しょうがい

           しごと        や                           かぞく       びょうき      おも                                                            ふくし          しえん       はい

                  ひと                                                      げんざい          かぞく        な               ひとり   ぐ

                                          しえん                                                 か                         うかが              く                                               い

         いま                                              しゅう        かい き               ほんにん じしん        ていきてき         そうじ                                                  しょく

 せいかつ      じょげん                                           けんこう             いしき      たか        たいじゅう    へ

                                                                     びょういん     つ       そ          しんさつ     どうせき                            ちりょう      ふくやく                  いっ

  しょ    かんが                             のぞ                                               ふだん     つういん       ひとり             い               ほこ                   かた

                 ちょっきん       きぼう     うかが           か      もの       つ       そ                               ふゆ       は     くつ      いっしょ       み        い

                                   じりつ せいかつ                                にちじょうせいかつ      かだい       たい            ほんにん    いっしょ        と       く

      じぶん        じぶん       せいかつ    かんが                         いしき                                                  しえん                            はじ

   にがて                   いっしょ                                              けいけん       つ       じぶん      かんが      はんだん                                だいじ

                     ほんにん       よ       そ          すこ                                             ふ                          しえん                                せいかつ      げきてき

 かいぜん                       おお                                         ほんにん     たいせつ                         ぶぶん        りかい                                    すこ

  そうだん               そんざい                                                                           ひつよう        しえんしゃ                   こんご        しえん

           あらた         おも

びー                    だいだんせい                                       りよう     ねん
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コラム

精神障害のある方の地域生活を考えるにあたっては、国から「精神保健医療福祉の改革ビ

ジョン（平成16年）」により、「入院医療から地域生活中心へ」という方針が示されています。これ

により、地域生活を支えるため、障害者総合支援法の障害福祉サービスや市独自の制度など

が少しずつ増えてきました。

この「地域生活」という言葉は、単に、住まいを「病院」から元の「家庭」に移すことを表すもの

ではありません。自ら選んだ場所で安心して自分らしい暮らしを目指すことが「地域生活」であ

り、「地域」は、それぞれの希望する生活を実現できる場所である必要があります。

その一方で、サービスや制度が増えても、何らかの事情で地域生活が立ち行かなくなり、場

合によっては自分自身が望まない入院となってしまう人もいます。

令和元年度には、地域生活をしている人たちからお話を伺いました。その中で、「病気を理解

してもらえない」、「孤独を感じる」、「年齢を重ねることでの身体的な変化がある」、「経済的なこ

と」、「働くこと」など多くの不安を抱えていることがわかりました。

地域生活の中では、少なからずこうした不安と向き合う場面があります。もしかしたら、長い入

院生活から地域に生活の場を移した人の中には、慣れない環境の中で、初めて不安と直面す

る人がいるかもしれません。時として不安は現実の問題となり、誰にも相談できず周囲から孤立

してしまうこともあります。しかし、地域生活の中で生じた不安や問題は、その全てが入院して解

決できるわけではありません。

「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」の構築を進めることで、病気そのものからの

回復や、安定した日常生活を送れるようになることも大切ですが、それだけでは十分とはいえま

せん。精神障害のある人が、安心して自分らしい暮らしを実現するため、現在または将来的に地

域で生活している人たちが抱える「生活上の不安」を解消し、その上で他者や社会との関わり、

居場所、将来に向けた希望や目標などを持つことができるようになることも期待されています。

システム構築に向けた取組を推進する「協議の場」では、長期入院者数や退院率等の情報を

参考としながらも、数字だけにとらわれず、地域が「自分らしい生活を実現できる場」となるよう

取り組むことが重要です。障害の程度や入院期間にかかわらず、地域の中で支援が必要な方

に届けられるよう、また、支援の「支え手」や「受け手」といった枠を超えて地域社会全体で支え

ていくことを目指していきます。

      せいしんしょうがい               かた       ちいき  せいかつ    かんが                                        くに             せいしん  ほけん  いりょう   ふくし       かいかく

                 へいせい       ねん                        にゅういんいりょう          ちいき せいかつちゅうしん                      ほうしん     しめ

                    ちいき せいかつ      ささ                     しょうがいしゃ そうごう  しえん  ほう     しょうがい ふくし                             し   どくじ        せいど

       すこ                ふ

                     ちいき せいかつ                   ことば         たん          す                 びょういん            もと          かてい          うつ                 あらわ

                                     みずか   えら             ばしょ       あんしん           じぶん                 く                   めざ                          いき   せいかつ

            ちいき                                       きぼう           せいかつ     じつげん                ばしょ                 ひつよう

                 いっぽう                                   せいど         ふ                   なん               じじょう        ちいき  せいかつ       た        ゆ                            ば

 あい                          じぶん  じしん       のぞ              にゅういん                             ひと

        れいわ  がんねん ど                ちいき せいかつ                        ひと                        はなし  うかが                              なか           びょうき        りかい

                                            こどく      かん                  ねんれい     かさ                             しんたいてき       へんか                         けいざいてき

            はたら                        おお          ふあん      かか

        ちいき  せいかつ     なか             すく                                        ふあん      む       あ       ばめん                                                          なが    にゅう

  いんせいかつ           ちいき       せいかつ       ば      うつ          ひと     なか               な                かんきょう    なか         はじ            ふあん    ちょくめん

     ひと                                                     とき               ふあん      げんじつ      もんだい                だれ          そうだん                しゅうい           こりつ

                                                                           ちいき  せいかつ     なか     しょう          ふあん       もんだい                 すべ           にゅういん       かい

 けつ

        せいしんしょうがい          たいおう           ちいき  ほうかつ                                     こうちく      すす                          びょうき

  かいふく        あんてい         にちじょうせいかつ    おく                                               たいせつ                                               じゅうぶん

             せいしんしょうがい              ひと         あんしん           じぶん                く                じつげん                      げんざい              しょうらいてき      ち

  いき     せいかつ                   ひと                かか          せいかつじょう      ふあん        かいしょう                 うえ       たしゃ        しゃかい         かか

     いばしょ     しょうらい     む             きぼう       もくひょう              も                                                                        きたい

                          こうちく       む            とりくみ      すいしん            きょうぎ       ば                 ちょうきにゅういんしゃすう      たいいんりつとう     じょうほう

  さんこう                                 すうじ                                             ちいき            じぶん               せいかつ     じつげん                ば

   と       く                    じゅうよう            しょうがい     ていど        にゅういん きかん                                   ちいき       なか       しえん        ひつよう     かた

      とど                                              しえん          ささ      て              う       て                        わく       こ            ちいき  しゃかい ぜんたい      ささ

                               めざ

精神障害にも対応した地域包括ケアシステム

～ 「地域生活」 が目指すもの～

せいしん   しょうがい                  たいおう                    ちいき      ほうかつ

                                  ちいき        せいかつ                     めざ
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事業名

そうだん

けんすう

              けん

相談
件数
3,600件

ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

そうだん

けんすう

              けん

相談
件数
3,300件

すいしん

推進
すいしん

推進

じぎょうないようじぎょうめい

  いどうじょうほう

うんえいとうじぎょう     すいしん

事業内容

                                  とう       しかく  しゅとく                   けんしゅうじゅこうりょう

      いちぶ       じょせい       じんざいかくほ      はか

移動情報センター
運営等事業の推進

                                 とう

けんしゅうじゅこうりょうじょせい

              さいけい

ガイドヘルパー等
研修受講料助成
【再掲】

移動支援に関する情報を集約し、一人ひとりにあっ
た適切な情報を提供することや、移動支援を支える
人材の発掘・育成を行う移動情報センターを全区に
設置し、市内のどの地域でも移動支援の仕組みを
効果的に利用できるようにします。

 なんびょうかんじゃがいしゅつ

しえん                    じぎょう
難病患者外出
支援サービス事業

一般の交通機関を利用した外出に困難を伴う、車
いす等を利用する難病患者に福祉車両による送迎
サービスを提供します。

ガイドヘルパー等の資格取得のための研修受講料
の一部を助成し、人材確保を図ります。

もくひょう

目標

○あ

○あ

すいしん

推進
すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

          しつ     たか                            ていきょう                           いどう  しえん

 じぎょう   じゅうぎょうしゃ  たいしょう  けんしゅう     じっし
                          けんしゅう

            さいけい

ガイドヘルパー
スキルアップ研修
【再掲】

より質の高いサービスが提供できるよう、移動支援
事業の従業者を対象に研修を実施します。

○あ
いっぱん      こうつう  きかん       りよう          がいしゅつ    こんなん    ともな     くるま

          とう       りよう         なんびょうかんじゃ      ふくし しゃりょう             そうげい

                       ていきょう

  いどう   しえん      かん        じょうほう   しゅうやく       ひとり

      てきせつ   じょうほう   ていきょう                          いどう   しえん     ささ

 じんざい     はっくつ  いくせい   おこな     いどうじょうほう                       ぜんく

   せっち         しない                  ちいき             いどう   しえん         しく

  こうかてき        りよう

アンケート調査では、「日常の生活に介助が必要」とした人のうち50パーセント以上の人が、外出する

際に介助が必要だと回答しています。外出の際のニーズは以前から高く、横浜市でも障害のある人の移

動を支える制度を拡充してきました。本人の希望に沿った移動支援に関する情報を整理して提供できる

体制として設置した移動情報センターは、平成29年度から全区で展開しています。また、グループインタ

ビューなどでは、日常生活を送る上で必要不可欠な外出に限らず、趣味や余暇、観光など様々な外出に

ついて移動支援を求める声がありました。

このような多様なニーズに応えるためには、移動時の付き添い支援、経済的負担の軽減など、障害の

ある人に合わせた適切な支援を行う必要があります。地域の窓口となる移動情報センターの運営推進

やガイドヘルパー等担い手の発掘・育成の強化等を通じ、移動支援の充実に向けた取組を進めていきま

す。

                             ちょうさ                 にちじょう    せいかつ       かいじょ     ひつよう                ひと                                              いじょう      ひと        がいしゅつ

 さい      かいじょ      ひつよう          かいとう                        がいしゅつ     さい                           いぜん           たか         よこはまし          しょうがい              ひと       い 

 どう      ささ          せいど      かくじゅう                              ほんにん      きぼう        そ             いどう   しえん       かん        じょうほう      せいり          ていきょう

  たいせい              せっち             いどうじょうほう                           へいせい         ねんど            ぜんく        てんかい

                                     にちじょうせいかつ     おく    うえ       ひつよう   ふかけつ      がいしゅつ    かぎ              しゅみ          よか      かんこう          さまざま    がいしゅつ

                 いどう   しえん       もと          こえ

                               たよう                            こた                                  いどう  じ         つ       そ         しえん    けいざいてき  ふたん      けいげん            しょうがい

           ひと       あ                 てきせつ        しえん    おこな   ひつよう                              ちいき       まどぐち                いどう じょうほう                        うんえい すいしん

                                        とう にな      て       はっくつ    いくせい     きょうか とう      つう         いどう   しえん     じゅうじつ      む            とりくみ     すす

１－３　移動支援
                        いどう    しえん

　現状と施策の方向性
げんじょう        しさく           ほうこうせい

　取組
とりくみ
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事業名

すいしん

推進

ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

じぎょうないようじぎょうめい

事業内容

在宅重症患者
外出支援事業

車いすによる移動が困難でストレッチャー対応車を
使用せざるを得ない難病患者が、通院等の際、所定
の患者等搬送用自動車を利用した場合に、その移
送費の一部を助成します。

移動に介助が必要な身体障害者等を対象に、登録
されたＮＰＯ法人等による、自家用自動車を利用し
た移動サービスを促進します。

もくひょう

目標

  いどう       かいじょ     ひつよう     しんたいしょうがいしゃとう   たいしょう      とうろく

             えぬぴーおーほうじんとう                    じかよう    じどうしゃ        りよう

       いどう                         そくしん

 ざいたくじゅうしょうかんじゃ

 がいしゅつしえん  じぎょう

福祉有償移動
サービス事業

    ふくし ゆうしょういどう

                      じぎょう

重度障害者等への
移動支援事業の拡充

 じゅうどしょうがいしゃとう

いどう  しえん  じぎょう    かくじゅう 公共交通機関での外出が困難な重度障害者等に対
して、移動支援事業の拡充を図ります。

 こうきょうこうつうきかん         がいしゅつ    こんなん   じゅうどしょうがいしゃとう    たい

              いどう  しえん じぎょう    かくじゅう   はか

○新

れいわ     ねんど

令和３年度
れいわ     ねんど

令和4年度
れいわ     ねんど

令和5年度指標名
しひょうめい

○福

移動支援事業

（移動介護・通学通所支援）

いどうしえんじぎょう

  いどう かいご  つうがくつうしょしえん

じかん ぶん
781,554
時間分

じかん ぶん
797,185
時間分

じかん ぶん
813,128
時間分

にんぶん

6,479人分
にんぶん

6,673人分
にんぶん

6,873人分

くるま                        いどう       こんなん                                   たいおうしゃ

  しよう                      え          なんびょうかんじゃ      つういんとう     さい   しょてい

      かんじゃとう はんそうよう  じどうしゃ        りよう            ばあい                    い

 そう ひ      いちぶ       じょせい
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移動情報
センター

いどう  じょうほう 移動に困難を抱える
障害者等からの相談
に応じて、支援        
制 度のご案内や、
サービス事業所等の
紹介・コーディネート
を実施

   いどう          こんなん       かか

 しょうがいしゃ  とう                  そうだん 

         おう                     しえん

    せいど                   あんない

                          じぎょうしょ   とう

 しょうかい

        じっし

自家用車
じかようしゃ

バス

通所施設等
つうしょ   しせつ   とう

タクシー

ハンディキャブ

市営地下鉄
しえい　  ちかてつ

電車
でんしゃ

自動車改造費用や
自動車運転免許
取得費用の助成

じどうしゃ    かいぞう  ひよう

じどうしゃ    うんてん めんきょ  

しゅとく  ひよう        じょせい

しょうがいしゃ   じどうしゃ 

ねんりょうけん        こうふ 
障害者自動車
燃料券の交付

             つきしゃりょう

りよう      かしだし
リフト付車両の
利用・貸出

交通事業者による
運賃割引

こうつう    じぎょうしゃ

うんちん わりびき

つうしょ   しせつ  とう             つうしょしゃ 

そうげい  かいじょしゃ　　　　　 こうつうひ   じょせい
通所施設等への通所者・
送迎介助者への交通費助成

福祉特別乗車券の
交付や交通事業者
による運賃割引

ふくし    とくべつ  じょうしゃけん

こうふ　       こうつう   じぎょうしゃ

               うんちん わりびき

福祉タクシー利用券の
交付やタクシー事業者
による料金割引

ふくし                           りようけん

こうふ　                             じぎょうしゃ

              りょうきん わりびき

福祉特別乗車券の交付や
交通事業者による運賃割引

 ふくし    とくべつ じょうしゃけん        こうふ

こうつう   じぎょうしゃ                   うんちん わりびき

だれ            つか

   

どうにゅうそくしん

誰もが使いやすい
「ユニバーサル
デザインタクシー」の
導入促進

ガイドヘルパーや
ガイドボランティアなど
による付き添い支援

つ         そ         しえん

●障害児・者の移動を支援する様々な仕組み●
 しょうがいじ      しゃ　　   いどう          しえん              さまざま          しく
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コラム

「移動情報センター」という名前を、初めて聞く方もいるのではないでしょうか。名前のとおり、

障害者の移動に関する情報を集め、必要な方に提供する窓口です。「将来にわたるあんしん施

策」（10ページ参照）の一つとして、移動に関する情報を一元化し、相談・利用調整にワンストッ

プで対応するために事業化されました。18区の社会福祉協議会に設置されており、障害のある

人などからの相談に応じて、外出支援制度の案内や、サービス事業所などの情報提供・紹介を

行っています。

「出かけたいけれど、一人では不安」「買い物に行くので、誰かに付き添ってほしい」「子どもの

特別支援学校の送り迎えを誰かにお願いしたい」…。多様なご相談に対し、必要に応じて区役

所や学校、基幹相談支援センター、事業者などの関係機関と連携しながら、ニーズに合う移動

手段を考えてご案内します。紹介しているのは、公的なサービスだけでなく、民間の事業者や地

域のボランティアも含まれています。たとえば、車いす対応の車で出かけたいという人には、福祉

車両で送迎を行う福祉有償運送や介護タクシーの事業者情報をお伝えします。外出の付き添

いを探している人には、利用できる支援制度をご説明し、条件に合うヘルパー事業所やボラン

ティアの紹介もしています。

相談対応以外にも、障害への理解を深める講座を開催したり、付き添いとして活動するボラ

ンティアの募集をしたりするなど、地域への働きかけを行うことも移動情報センターの重要な役

割です。ボランティアが気軽に、安心して活動できるよう、初心者向けの外出支援の研修や、実

際に活動しているボランティア同士の交流会なども実施しています。

日々の生活のあらゆる場面に関わる「移動」。移動情報センターは、様々な活動を通して、障

害のある人の移動をお手伝いしています。

          いどう じょうほう                                     なまえ          はじ           き     かた                                                                   なまえ

 しょうがいしゃ       いどう      かん         じょうほう    あつ        ひつよう      かた    ていきょう         まどぐち                しょうらい                                        し

  さく                            さんしょう       ひと                       いどう      かん         じょうほう     いちげんか          そうだん    りようちょうせい

            たいおう                          じぎょうか                                    く        しゃかい  ふくし  きょうぎかい       せっち                            しょうがい

 ひと                          そうだん     おう          がいしゅつ  しえん  せいど       あんない                             じぎょうしょ              じょうほうていきょう しょうかい

おこな

           で                                        ひとり              ふあん        か      もの       い                  だれ            つ       そ                               こ

  とくべつ  しえん  がっこう      おく     むか         だれ                ねが                                たよう            そうだん     たい        ひつよう     おう            くやく

  しょ      がっこう     きかん そうだん   しえん                        じぎょうしゃ                かんけい  きかん      れんけい                                           あ        いどう

  しゅだん    かんが             あんない               しょうかい                                こうてき                                                    みんかん      じぎょうしゃ        ち

  いき                                     ふく                                                    くるま          たいおう    くるま     で                                   ひと               ふくし

 しゃりょう      そうげい   おこな     ふくし ゆうしょううんそう       かいご                          じぎょうしゃじょうほう          つた                     がいしゅつ      つ       そ

            さが                  ひと               りよう                   しえん  せいど            せつめい       じょうけん     あ                            じぎょうしょ

                   しょうかい

       そうだん たいおう  いがい            しょうがい            りかい       ふか           こうざ       かいさい                  つ       そ                    かつどう

                         ぼしゅう                                          ちいき           はたら                  おこな                 いどうじょうほう                        じゅうよう     やく

  わり                                               きがる           あんしん         かつどう                          しょしんしゃ   む            がいしゅつ しえん     けんしゅう       じっ

  さい     かつどう                                               どうし      こうりゅうかい                じっし

          ひび       せいかつ                          ばめん      かか               いどう         いどうじょうほう                            さまざま     かつどう     とお            しょう

 がい               ひと       いどう             てつだ

「移動情報センター」 の役割
いどう       じょうほう                                             やくわり
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しんたい しょうがいしゃ
身体障害者

道路や駅に階段や段差が多い

0 10 20 30 40 50

n=4,614
複数回答

（％）
ぱーせんと

ふくすうかいとう

えぬ

どうろ      えき   かいだん    だんさ     おお   
42.3

バスや電車の乗り降りが困難・不便
でんしゃ     の     お         こんなん ふべん 

23.6

利用する建物の設備（トイレ・エレベータなど）が不備
りよう        たてもの    せつび                                                     ふび  

22.5

人の目が気にかかる
ひと     め       き                  

20.0

道路に自転車や看板などの障害物が多い
どうろ     じてんしゃ     かんばん         しょうがいぶつ  おお    

19.7

これまでの取組によって、公共施設やターミナル駅などにおけるハード面の整備状況について

は、グループインタビューでも高い評価を得ることができました。一方で、公共交通機関の施設や、

公共施設などから離れた地域は、バリアフリーが進んでいないという声もありました。こうした意見

の中には、建物や設備のことだけでなく、障害理解などのソフト面の取組が進んでいないといった

指摘も含まれています。

こうした意見を踏まえ、障害のある人もない人も過ごしやすいまちづくりを推進するためには、こ

れまで取り組んできた以上に、福祉や交通、建築など様々な分野で、市民・事業者・行政などの多

様な主体が、更なる連携を図ってバリアフリーを推進するとともに、一人ひとりが障害を理解し、必

要な配慮を知った上で、誰もが支え合う地域共生社会をつくるという意識を持つことが重要です。

そこで、施策として、市民・事業者・行政などが協力して、誰もが安全に安心してまちを移動し、

様々な施設を利用できるよう、ハードとソフト（環境の整備や福祉教育など）に一体的に取り組み、

福祉のまちづくりを更に推進していきます。

                                  とりくみ                        こうきょう  しせつ                                 えき                                                めん       せいび じょうきょう

                                                                      たか       ひょうか       え                                                 いっぽう          こうきょう こうつう  きかん         しせつ

 こうきょう  しせつ                      はな              ちいき                                             すす                                          こえ                                                     いけん

       なか               たてもの       せつび                                            しょうがい  りかい                               めん       とりくみ       すす

   してき       ふく

                           いけん         ふ             しょうがい                ひと                 ひと       す                                                        すいしん

                   と       く                        いじょう           ふくし         こうつう    けんちく            さまざま       ぶんや             しみん      じぎょうしゃ    ぎょうせい                 た

 よう       しゅたい          さら            れんけい    はか                                             すいしん                                   ひとり                     しょうがい       りかい           ひつ

 よう      はいりょ         し           うえ         だれ           ささ       あ        ちいき きょうせいしゃかい                                    いしき         も                     じゅうよう

                           しさく                      しみん       じぎょうしゃ    ぎょうせい               きょうりょく            だれ           あんぜん       あんしん                           いどう

 さまざま        しせつ         りよう                                                                 かんきょう       せいび        ふくし きょういく                     いったいてき         と       く

   ふくし                                    さら       すいしん

１－４　まちづくり

　現状と施策の方向性
げんじょう        しさく           ほうこうせい

●外出時の困りごと●
 がいしゅつじ        こま
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ちてき  しょうがいしゃ
知的障害者

せいしん しょうがいしゃ
精神障害者

人の目が気にかかる

0 10 20 30 40 50

n=1,652
複数回答

（％）
ぱーせんと

ふくすうかいとう

えぬ

ひと     め      き
37.7

いじめや意地悪がこわい
いじわる

27.9

道路や駅に階段や段差が多い
どうろ     えき   かいだん     だんさ    おお

27.7

車などに危険を感じる
くるま            きけん    かん

24.7

バスや電車の乗り降りが困難・不便
でんしゃ    の      お        こんなん  ふべん

21.0

0 10 20 30 40 50

n=1,552
複数回答

（％）
ぱーせんと

ふくすうかいとう

えぬ

40.7

30.0

19.8

18.3

16.0

人の目が気にかかる
ひと     め      き

いじめや意地悪がこわい
いじわる

車などに危険を感じる
くるま            きけん    かん

道路や駅に階段や段差が多い
どうろ     えき   かいだん     だんさ    おお

交通機関の利用に危険を感じる
こうつうきかん      りよう      きけん   かん
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事業名

すいしん

推進

ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

じぎょうないようじぎょうめい

ふくし

        すいしんじぎょう

事業内容
   よこはま     かか          すべ          ひと          たが        そんちょう      たす      あ

        ひと     やさ                                                               じつげん

                                          かんきょうせいび       ふくしきょういく                 いっ

 たいてき      と      く           ふくし                                 すいしん

 こうてき  きかん                 せっち                  ほこうしゃ ようあんない   ゆうどう

                 きかく      ひょうじないよう とう     とういつ     はか

                        うんよう     すいしん

            こうきょう                    けいさいきじゅんとう                     ひつよう     おう

            みなお          けんとう                  ほこうしゃ       わ

           せいび      すす

福祉のまちづくり
推進事業

こうきょうこうつうきかん

                              か
公共交通機関の
バリアフリー化

                             すいしん
バリアフリーの推進

    ほこう くうかん      せいび

よこはましこうきょう

  うんようすいしん

横浜市公共
サインガイドラインの

運用推進

         せっち じぎょう
エレベーター
設置事業

｢横浜に関わる全ての人がお互いを尊重し、助け合
う、人の優しさにあふれたまちづくり｣を実現するた
め、ハードとソフト（環境整備や福祉教育など）を一
体的に取り組み、福祉のまちづくりを推進します。

誰もが移動しやすい環境整備の一環として、鉄道駅
舎へのエレベーター等の設置及びノンステップバ
スの導入促進を図ります。

バリアフリー法に基づき、駅周辺の重点的かつ一体
的なバリアフリー整備を推進するため、区ごとにバ
リアフリー基本構想を作成します。
・策定済み地区の見直しや、未策定地区の新規作
成等

駅周辺のバリアフリー化を推進するため、バリアフ
リー基本構想に基づき、道路のバリアフリー化を、
引き続き、進めます。

エレベーターの整備など、学校施設のバリアフ
リー化を進め、障害児が学びやすい環境を整備し
ます。

公的機関により設置される歩行者用案内・誘導サ
インの規格や表示内容等の統一を図るためのガイ
ドラインの運用を推進します。
また、公共サインの掲載基準等について必要に応
じて見直しを検討し、より歩行者に分かりやすいサ
イン整備を進めていきます。

もくひょう

目標

・バリアフリー
  歩行空間の整備

    きほん こうそう

  けんとう   さくせい

・バリアフリー
  基本構想の
  検討・作成

                            ほう     もと           えきしゅうへん   じゅうてんてき        いったい

 てき                                  せいび      すいしん                       く

                        きほん  こうそう    さくせい

    さくてい  ず        ちく          みなお                みさくてい    ちく          しんき  さく

   せいとう

                                       せいび                 がっこう  しせつ

           か       すす        しょうがいじ      まな                    かんきょう     せいび

 だれ           いどう                   かんきょうせいび     いっかん                てつどうえき

 しゃ                                        とう       せっち  およ

         どうにゅうそくしん    はか

えきしゅうへん                                 か       すいしん

       　  きほん こうそう      もと              どうろ                                    か

  ひ      つづ       すす

　取組
とりくみ
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コラム

横浜市では、福祉のまちづくり条例に基づき、平成11年から「横浜市福祉のまちづくり推進

指針（以下「推進指針」という。）」を策定しています。

令和３年に公表した新しい推進指針（令和３年度～７年度）では、福祉のまちづくりにあまり関

わりがなかった人にも親しんでいただけるよう「ふくまちガイド」という愛称をつけました。また、国

連で定めている「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」や、障害者権利条約の「社会モデル」の理念

を盛り込んでいます。ふくまちガイドは主に、福祉のまちづくりを推進し、横浜が目指す姿である

「ビジョン（未来像）」、ビジョンを実現するための大切な考え方である４つの「ポリシー（理念）」、

ポリシーを踏まえ、ビジョンを実現するための「アクション（行動）」で構成されています。

福祉のまちづくりは、障害のある人もない人も、子どもから大人まで、日常の身近なところから参

加できます。横浜に関わる全ての人のアクション（行動）の積み重ねにより、ふくまちガイドが目指す

「安心して自由に生活できるインクルーシブ（全ての人が受け入れられ、参加できる）なまち」の実

現につながります。皆さんも、ふくまちガイドをきっかけに、ちょっとしたことから始めてみませんか。

ソフトとハードが一体となった取組を

みんなで進め、多様性を尊重する

ヨコハマのよさを育み、安心して自由

に生活できるインクルーシブなまち

ポリシー１　みんな違ってあたりまえ

ポリシー２　一緒に活動する

ポリシー３　まずはやってみる

ポリシー４　もっともっとバリアフリー

         よこはまし                 ふくし                             じょうれい    もと             へいせい       ねん               よこはまし    ふくし                              すいしん

   ししん       いか      すいしん  ししん                              さくてい

        れいわ     ねん    こうひょう       あたら         すいしん  ししん     れいわ       ねんど           ねんど                   ふくし                                               かか

                                   ひと          した                                                                                                あいしょう                                           こく

  れん     さだ                         じぞく   かのう      かいはつもくひょう えすでぃーじーず          しょうがいしゃ けんり じょうやく       しゃかい                          りねん

        も       こ                                                                 おも          ふくし                                  すいしん        よこはま         めざ      すがた

                          みらい  ぞう                               じつげん                          たいせつ   かんが   かた                                                        りねん

                          ふ                                    じつげん                                                    こうどう           こうせい

         ふくし                                  しょうがい             ひと               ひと        こ                     おとな             にちじょう      みぢか                            さん

   か                      よこはま     かか         すべ          ひと                              こうどう     　 つ      かさ                                                           めざ          

    あんしん           じゆう      せいかつ                                                 すべ          ひと       う        い                    さんか                                       じつ

  げん                                   みな                                                                                                                      はじ

                                          いったい                   とりくみ

                        すす              たようせい        そんちょう

                                        はぐく       あんしん             じゆう

     せいかつ

               ちが

 いっしょ      かつどう

▶

ふくまちガイド表紙（左）

ふくまちガイド実践編（右）

ひょうし   ひだり

じっせんへん   みぎ  

横浜市福祉のまちづくり推進指針 （令和３年度～７年度）
よこはまし       ふくし                                            すいしん      ししん             れいわ            ねんど                   ねんど

みらいぞう

ビジョン（未来像）
りねん

ポリシー（理念）
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アンケート調査では、将来に不安を感じることとして「健康や体力が保てるかどうか」というこ

とが最も多く挙げられています。障害児・者やその家族にとって、健康や老後のことが大きな課

題であると考えられます。そこで、障害のある人もない人も誰もが健康づくりに取り組みやすくな

る施策を検討し、地域で安心して暮らせるよう、一人ひとりその人なりの健康づくりを支えていき

ます。さらに、医療従事者が障害理解を深めることなどにより必要な時に適切な医療を受けら

れる環境を充実させていきます。

また、地域で安全に暮らすためには、防災・減災の観点も欠かせません。障害の種別やあるな

しにかかわらず地域で支え合い、助け合うことができるような関係づくりが必要です。そのため、

障害特性に応じた情報提供や、防災訓練などを通した地域への障害の理解啓発を進め、自

助・共助の取組を支援し、震災・風水害など様々な災害に対応することが求められています。

ちてき  しょうがいしゃ
知的障害者

しんたい しょうがいしゃ
身体障害者

適度な運動

0 10 20 30 40 50 60 70

n=4,614
複数回答

（％）
ぱーせんと

ふくすうかいとう

えぬ

てきど   うんどう
47.0

十分な睡眠と休養
じゅうぶんすいみんきゅうよう

46.0

定期的な健康診断
ていきてき   けんこうしんだん

35.6

薬の管理
くすり    かんり

33.4

自分の障害・病気について、相談できる場所
じぶん  しょうがい びょうき                  そうだん             ばしょ 

27.5

適度な運動

0 10 20 30 40 50 60 70

n=1,652
複数回答

（％）
ぱーせんと

ふくすうかいとう

えぬ

てきど   うんどう
48.1

薬の管理
くすり    かんり

46.9

十分な睡眠と休養
じゅうぶんすいみんきゅうよう

45.6

定期的な健康診断
ていきてき   けんこうしんだん

40.3

口腔ケア
こうくう　　   

36.2

生活の場面２　安全・安心
せいかつ　　  ばめん　　　　 あんぜん　 あんしん

●健康・医療について、必要だと思うこと●
けんこう　　いりょう　　　　　　　　　   ひつよう　         おも

 　　　　　　　　　　　ちょうさ　　　　　　しょうらい　　  ふあん　    かん　　　　　　　　　　　　　　けんこう　　 たいりょく　　 たも　

　　　  もっと　  おお　   あ　　　　　　　　　　　　　　　 しょうがい  じ　　しゃ　　　　　　　かぞく　　　　　　　　　  けんこう　　   ろうご　　　　　　　　  おお　　　　 か

だい　　　　　　　 かんが　　　　　　　　　　　　　　　　  しょうがい　　　　　　ひと　　　　　　ひと　　だれ　　　　 けんこう　　　　　　　　と　　　く

　　 しさく　　　 けんとう　　　  ちいき　　　 あんしん　　　　 く　    　　　　　　　　   ひとり　　　　　　　　　　 ひと　 　　　　 けんこう　　　　　　　  ささ

　　　　　　　　　　　　いりょう　 じゅうじしゃ　　  しょうがい  りかい　　   ふか　　　　　　　　　　　　　　　　　 ひつよう　　 とき　　 てきせつ 　　  いりょう　　  う

　　　  かんきょう　　じゅうじつ

　　　　　　　  ちいき　　   あんぜん　　  く　　　　　　　　　　　　　  ぼうさい　  げんさい　   かんてん　     か　                             しょうがい　    しゅべつ

　　　　　　　　　　　          ちいき　　　ささ　    あ　　　   たす　    あ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かんけい　　　　　　　  ひつよう

しょうがい とくせい　     おう　　　  じょうほうていきょう　　　　ぼうさいくんれん　　　　　　　とお　　　　　ちいき　　　　 しょうがい　       りかい  けいはつ　     すす　        じ

 じょ　 きょうじょ　    とりくみ　      しえん　       しんさい　  ふうすいがい　         さまざま　   さいがい　    たいおう　　　　　　　　　   もと
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今後、障害者自身の高齢化・重度化も更に進むと予測される中、障害の重度化の緩和、生活

習慣病の予防及び合併症や重症化の予防は、地域の中で暮らし続けていく上で非常に重要で

す。アンケート調査では、およそ半数の人が、健康・医療について必要なこととして「十分な睡眠と

栄養」、「適度な運動」と回答しています。これは、第３期プランで取り組んできた生活習慣病予

防などの普及啓発の成果が出ているとも考えられます。一方、「運動はしていない」と回答した

人は半数を超えています。健康づくり・介護予防などにどのように取り組めばよいのか、伝えき

れていないのが現状だといえます。

また、受診が必要になったとき、医療機関で受診しやすい環境も重要です。グループインタ

ビューでも、ちょっとした体調不良や歯科検診などは、自身の障害についてよく分かっている近

隣の医療機関で受診したいという意見が聞かれました。障害を専門とする医療機関だけではな

く、障害のことをよく理解して対応ができる医療機関が増えていくことは、障害のある人にとって

の安心になります。いざというとき速やかに対応できる医療環境を整えることと併せ、普及啓発

や研修など、医療従事者に対して障害のことをより深く知ってもらうことにも引き続き取り組んで

いく必要があります。

そこで、２つの方向性で施策を展開します。

（１） 障害者の健康づくりの推進

運動、歯・口腔や食生活など健康増進の基本要素となる分野について、障害者団体とも協力

しながら、健康増進計画と連動させて検討・推進します。また、障害者に必要な体力づくりやリハ

ビリテーションが地域で行えるよう、人材育成も含めた環境の整備を進めます。

せいしん しょうがいしゃ
精神障害者

十分な睡眠と休養

0 10 20 30 40 50 60 70

n=1,552
複数回答

（％）
ぱーせんと

ふくすうかいとう

えぬ

じゅうぶんすいみんきゅうよう
61.9

適度な運動
てきど   うんどう

54.5

薬の管理
くすり    かんり

49.3

自分の障害・病気について、相談できる場所
じぶん  しょうがい びょうき                  そうだん             ばしょ 

47.8

自分の体調について、相談できる場所
じぶん   たいちょう                 そうだん             ばしょ 

42.1

２－１　健康・医療
けんこう　  いりょう

　現状と施策の方向性
げんじょう        しさく           ほうこうせい

　　  こんご　　しょうがいしゃ   じしん　　　 こうれいか　    じゅうど   か　    さら　    すす　          よそく　               なか　しょうがい　    じゅうど   か　      かんわ　   せいかつ

しゅうかんびょう     よぼう   およ　    がっぺいしょう　 じゅうしょう か　       よぼう　         ちいき　     なか　     く　         つづ　                  うえ     　ひじょう　   じゅうよう

 　　　　　　　　　　　　ちょうさ　　　　　　　　　　　 はんすう　    ひと          けんこう　  いりょう　                     ひつよう　                            じゅうぶん　   すいみん

 えいよう　         てきど　      うんどう　      かいとう　　　　　　　　　　　　　　　　　　 だい　   き　　　　　　　　　と　      く　　　　　　　　　せいかつ しゅうかんびょうよ

ぼう　　　　　　　ふきゅうけいはつ　       せいか　      で　　　　　　　　　　かんが　   　　　　　　　　 いっぽう　      うんどう　                                       かいとう

 ひと　    はんすう　     こ　                             けんこう　                  かいご    よぼう　　　　　　　　　　　　　　　　　と　     く　　　　　　　　　　　　　　  つた　

　　　　　　　　　　　　　　げんじょう

　　　　　　　 じゅしん　      ひつよう　                                  いりょう   きかん　       じゅしん　　　　　　　　 かんきょう　   じゅうよう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 たいちょう ふりょう　       しか    けんしん　                    じしん　      しょうがい　                             わ　　　　　　　　　　 きん

りん　　   いりょう   きかん　      じゅしん　　　　　　　　　　　　いけん　       き　                            しょうがい　   せんもん　             いりょう   きかん

       しょうがい　　　　　　　　　　　りかい　　　　  たいおう                       いりょう   きかん　       ふ　                                     しょうがい　              ひと

       あんしん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  すみ                  たいおう　               いりょう かんきょう　  ととの　                    あわ　       ふきゅう  けいはつ

　　けんしゅう　            いりょう   じゅうじしゃ　    たい　       しょうがい　                           ふか     し　    　　　　　　　　　　　　　　  ひ　    つづ　    と　     く　

           ひつよう

　　　　　　　　　　　　　　　ほうこうせい　      しさく　      てんかい

　　　    しょうがいしゃ　    けんこう　                  すいしん

　　　　 うんどう　   は　   こうくう　    しょくせいかつ　       けんこう  ぞうしん　     きほん   ようそ　                ぶんや　                       しょうがいしゃだんたい　      きょうりょく 

                             けんこう  ぞうしん けいかく　   れんどう　             けんとう　  すいしん　                            しょうがいしゃ　   ひつよう　  たいりょく

　　　　　　　　　　　　　　　　　ちいき　     おこな　     　　　　 じんざい  いくせい　   ふく　        かんきょう　   せいび        すす
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障害特性を理解した障害者スポーツ文化センター
のスタッフ等が、障害者が体力づくりや余暇活動を
身近な場所で行えるよう、地域の人材育成も含め
た環境整備を進めます。 

事業名
もくひょう

目標

すいしん

推進

ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

じぎょうないようじぎょうめい

        しょうがいしゃ

                           つう

 けんこう たいりょくづく     しえん 

事業内容
しょうがいとくせい     りかい           しょうがいしゃ                    ぶんか

                        とう       しょうがいしゃ    たいりょく                   よか   かつどう

  みぢか        ばしょ      おこな                      ちいき       じんざいいくせい    ふく

     かんきょうせいび     すす

障害者への
スポーツを通じた
健康・体力作り支援

    しょうがい ふくし  しせつ

  しょくいんとう          しえん

               さいけい

障害者のQOLの向上を目指して、障害特性やライ
フステージに応じた障害の重度化の緩和、生活習
慣病の予防等の普及啓発を図るため、障害福祉施
設における衛生管理、栄養管理に関する研修、連絡
会等を実施します。 

障害福祉施設
職員等への支援
【再掲】

しょうがいしゃ   きゅーおーえる こうじょう      めざ             しょうがいとくせい

                               おう        しょうがい      じゅうどか         かんわ   せいかつしゅう

 かんびょう     よぼう とう     ふきゅうけいはつ     はか                 しょうがい ふくし  し

 せつ                    えいせいかんり     えいよう かんり      かん       けんしゅう  れんらく  

 かいとう      じっし

○新

（２） 医療環境の充実

障害のある人に適切な医療を提供できるよう、難病患者や医療的ケア児・者等への支援　

の充実や、医療機関・医療従事者に対する障害特性への理解を深める研修などを通じて、医　

療環境の充実に努めます。

また、精神科救急医療について、土曜日・日曜日・祝日などの、病院が救急医療体制を取る

ことが困難な日及び時間帯における受入病床を確保し、体制を充実させるよう努めます。

　取組
とりくみ

（１） 障害者の健康づくりの推進
しょうがいしゃ       けんこう                     すいしん

　　　    いりょう かんきょう　   じゅうじつ

           しょうがい　             ひと　    てきせつ　    いりょう　   ていきょう　      　　　　　　  なんびょう かんじゃ　    いりょう てき　           じ　   しゃとう　            しえん

　　      じゅうじつ         いりょう   きかん　   いりょう  じゅうじしゃ　    たい　        しょうがいとくせい　           りかい　     ふか　      けんしゅう　             つう　           い

     りょうかんきょう　 じゅうじつ　  つと

　　　　　　　　   せいしん かきゅうきゅう いりょう　　　　　　　　　　　どようび　　　にちようび　　しゅくじつ　　　　　　　びょういん　  きゅうきゅういりょうたいせい       と　　　　　　　　 

　　　　　　　  こんなん　    ひ  およ　     じかんたい　                    うけいれびょうしょう　  かくほ　        たいせい　   じゅうじつ　　　　　　　　 つと
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医療技術の進歩を背景として、病院を退院後、人工呼吸器や胃ろう、吸引などの医

療的ケアを日常的に受けながら在宅で生活をされている人（以下「医療的ケア児・者」

という。）が増えています。

医療的ケア児・者の家族には、夜中も人工呼吸器の管理や痰の吸引などが必要な

ために長い時間は眠れなかったり、介護や見守りのために時間的な制約があったりし

て、大きな負担がかかっている人が多くいます。

また、医療や福祉などで必要とするサービスも専門的なものが多いことから、調整役

を務められる人が少ないため、家族が自分で調整することを強いられています。情報が

少ない中で、なかなか適切なサービスが見つからないことが課題となっています。

加えて、風邪や予防接種などのときに近所で受診しようとしても受診できるクリニック

が見つからなかったり、希望どおり医療的ケア児・者に対応できるサービスや施設が少

なかったりすることも課題です。こうした課題は、日常的な医療的ケアのない重症心身

障害児・者についても同様です。

そこで、医療的ケア児・者や重症心身障害児・者が地域で生活するのに必要な医療・

福祉・教育などの支援を総合的に調整する体制をつくり、サービス利用を充実させよう

と「医療的ケア児・者等支援促進事業」を実施しています。ここで「等」とあるのは、医療

的ケア児・者と同じ課題がある重症心身障害児・者を含む幅広い意味合いがあります。

現在取り組んでいることは、

１　医療的ケア児・者や重症心身障害児・者とその家族、地域の支援者や関係機関と

　のつなぎ役として必要な支援を総合的に調整する「横浜型医療的ケア児・者等コー

　ディネーター」の養成・配置

２　施設・事業所などで積極的に支援を行うため必要な知識・技術の普及・啓発を行

　う「横浜型医療的ケア児・者等支援者」の養成

３　医療・福祉・教育等の関係機関が一堂に会して、地域での支援の充実に向けて議

　論する「横浜市医療的ケア児・者等支援検討委員会」の開催

４　医療的ケア児・者、重症心身障害児・者や地域の施設・事業所などの実態を継続

　的に把握する仕組みづくり

の４つです。

この取組により、地域の支援者や関係機関とのネットワークをつくり、医療的ケア児・

者や重症心身障害児・者とその家族が安心して生活ができるようにしていきます。

医療的ケア児・者等への支援
いりょうてき　　　　　　    じ　　　  しゃ とう　                しえん

トピック

　　  いりょうぎじゅつ　       しんぽ　     はいけい　               びょういん　   たいいんご　       じんこうこきゅうき　       い　           きゅういん　               い

りょうてき               にちじょうてき　     う　                    ざいたく　    せいかつ　                             ひと　   いか　     いりょうてき　           じ　   しゃ

　　　　　　　　　   ふ

　　  いりょうてき　           じ　  しゃ　      かぞく　               よなか　     じんこう   こきゅうき           かんり　     たん　   きゅういん　              ひつよう

                 なが　     じかん　     ねむ　   　　　　　　　　　　　かいご　       みまも　   　　　　　　　　　じかんてき　      せいやく

　　　おお　　　　 ふたん                                      ひと　    おお

　　　　　　　 いりょう　     ふくし　                 ひつよう　                                       せんもんてき　                   おお　                          ちょうせいやく

     つと                      ひと　    すく　                        かぞく　       じぶん　    ちょうせい　                       し　                                     じょうほう

すく　         なか　　　　　　　　　       てきせつ　　　　　　　　　         み　　　　　　　　　　　　　　　　かだい

　　 くわ　             かぜ　         よぼうせっしゅ　                               きんじょ　     じゅしん　                               じゅしん

　    み   　　　　　　　　　　　　　　　　 きぼう　               いりょうてき　           じ　  しゃ　    たいおう　　　　　　　　　　　　　　      しせつ　    すく

　　　　　　　　　　　　　　　　       かだい　    　　　　　　　　　　　 かだい　　　  にちじょうてき　    いりょうてき　　　　　　　　　　じゅうしょうしんしん

 しょうがいじ　  しゃ　　　　　　　　　   どうよう

　　　　　　　　　いりょうてき　           じ　   しゃ　　じゅうしょうしんしんしょうがいじ　 しゃ　      ちいき　      せいかつ　                  ひつよう　   いりょう

  ふくし　  きょういく　                しえん　     そうごうてき　   ちょうせい　        たいせい　                                          りよう　     じゅうじつ

　　   いりょうてき　           じ　  しゃ とう   しえん   そくしん  じぎょう　        じっし　                                              とう　 　　　　　　　　　　　いりょう

てき　          じ　  しゃ　  おな　　 かだい　　　　　　  じゅうしょうしんしんしょうがいじ　  しゃ　   ふく　   はばひろ　      いみ    あ

　　 げんざい と　      く

　　　　いりょうてき　           じ　   しゃ　    じゅうしょうしんしんしょうがいじ　  しゃ　             かぞく　      ちいき　       しえんしゃ　        かんけいきかん

　　　　                 やく　             ひつよう　     しえん　     そうごうてき　    ちょうせい　           よこはまがた  いりょうてき　           じ　   しゃとう

　　　　　　　　　　　　　　　　ようせい　   はいち

　　　    しせつ　    じぎょうしょ　　　　　　 せっきょくてき　      しえん　  おこな　　　　     ひつよう　    ちしき　    ぎじゅつ　    ふきゅう　  けいはつ　  おこな

　　　　　よこはまがた   いりょうてき　          じ　  しゃ とう   しえんしゃ　         ようせい

　　　   いりょう     ふくし　   きょういくとう　      かんけいきかん　      いちどう　   かい　            ちいき　             しえん　     じゅうじつ　   む　           ぎ

　　 ろん 　　　　　よこはまし    いりょうてき　          じ　   しゃとう   しえん  けんとう   いいんかい　        かいさい

　　　   いりょうてき　           じ　  しゃ　  じゅうしょうしんしんしょうがいじ　  しゃ　     ちいき　       しせつ　     じぎょうしょ　　　　　　 じったい　    けいぞく

　　 てき　　  はあく　             しく

　　　　　　とりくみ　                  ちいき　        しえんしゃ　        かんけいきかん　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  いりょうてき　          じ

 しゃ　   じゅうしょうしんしんしょうがいじ　  しゃ　              かぞく　     あんしん　        せいかつ　
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医療依存度の高い難病患者が介助者の事情によ
り、在宅で介助を受けることが困難になった場合、
一時的に入院できるようにします。 

事業名
もくひょう

目標

すいしん

推進

ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

こうちく

構築
こうちく

構築

じぎょうないようじぎょうめい

     なんびょうかんじゃ

いちじにゅういんじぎょう

事業内容
  いりょう   いぞんど        たか    なんびょうかんじゃ     かいじょしゃ       じじょう

        ざいたく      かいじょ      う                          こんなん                     ばあい

   いちじてき    にゅういん 

難病患者
一時入院事業 

   しか    ほけんいりょう すいしん

じぎょう   しんしんしょうがいじ

      しゃ   しか しんりょう

通常の歯科診療では対応が困難な心身障害児・者
に対する歯科治療の確保を引き続き図ります。 

歯科保健医療推進
事業（心身障害児・
者歯科診療） 

   なんびょうかんじゃざいたく

   りょうようけいかくさくてい

         ひょうかじぎょう

難病患者在宅
療養計画策定・
評価事業  

 つうじょう      しか  しんりょう         たいおう      こんなん     しんしんしょうがいじ   しゃ

      たい            しか   ちりょう      かくほ        ひ     つづ    はか

       じぎょう     さいけい

医療的ケアが必要な重症心身障害児・者等を在宅
で介護する家族の負担軽減と在宅生活の安定を目
的として、一時的に在宅生活が困難となった場合な
どに、病院での受入れを実施します。 

メディカル
ショートステイ
事業 【再掲】

  いりょうてき               ひつよう    じゅうしょうしんしんしょうがいじ  しゃとう    ざいたく

       かいご            かぞく        ふたん けいげん    ざいたくせいかつ    あんてい    もく

 てき                  いちじてき      ざいたくせいかつ    こんなん                    ばあい

            びょういん         うけい             じっし
○あ

○あ

在宅難病患者に対し、保健・医療・福祉の各サービ
スを適切に提供するために、関係者が合同でサービ
ス内容を検討します。 

 ざいたくなんびょうかんじゃ    たい        ほけん    いりょう     ふくし      かく

           てきせつ   ていきょう                         かんけいしゃ     ごうどう

      ないよう    けんとう

   いりょう きかん れんけい

             じぎょう
医療機関連携
 事業

障害児・者が身近な地域で適切な医療が受けられ
る環境づくりを推進するため、障害特性等を理解し
適切な医療を提供できる医療機関を増やします。 

  しょうがいじ   しゃ       みぢか        ちいき      てきせつ     いりょう       う

     かんきょう                 すいしん                     しょうがいとくせいとう     りかい

  てきせつ    いりょう   ていきょう               いりょう きかん     ふ

じゅうどしんけいなんびょうかんじゃ

ざいたく しえん

                 こうちく

重度神経難病患者
在宅支援システムの

構築

発病から数年で急速に進行する神経難病患者に対
する在宅支援システムを、専門医療機関・在宅リハ
ビリテーション等の保健・医療関係者と障害福祉
サービス事業等との連携により、構築します。 
・ＡＬＳ患者に加え、筋ジストロフィー症患者のライフ
ステージに合わせた生活障害支援を目的に、在宅リ
ハビリテーションを活用する流れを構築します。 

 はつびょう       すうねん    きゅうそく    しんこう         しんけいなんびょうかんじゃ   たい

           ざいたく  しえん                            せんもんいりょう きかん    ざいたく

                                   とう       ほけん     いりょうかんけいしゃ     しょうがい ふくし

                     じぎょうとう          れんけい                こうちく

  えーえるえすかんじゃ  くわ       きん                               しょうかんじゃ

                           あ               せいかつしょうがいしえん     もくてき       ざいたく

                                           かつよう         なが         こうちく

（２） 医療環境の充実
いりょうかんきょう　   じゅうじつ
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障害児・者の医療（入院・在宅）に関わる医療関係者
を中心に、福祉・教育関係者を対象として、在宅支
援に必要な情報交換や人的交流を通じて、障害理
解を促進します。 

事業名
もくひょう

目標

すいしん

推進

ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

すいしん

推進

すいしん

推進
けんとう

検討

すいしん

推進
すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

じぎょうないようじぎょうめい

       ざいたくりょうようじ

    ちいきせいかつ    ささ

                           れんらくかい

事業内容

重症心身障害児・者の在宅生活を支えるための医
療体制をはじめとする検討を行い、支援体制の充実
を図ります。 

じゅうしょうしんしんしょうがいじ  しゃ     ざいたくせいかつ    ささ                           い

りょうたいせい                               けんとう   おこな        しえんたいせい    じゅうじつ

     はか

在宅療養児の
地域生活を支える
ネットワーク連絡会

じゅうしょうしんしんしょうがいじ しゃ

ざいたくせいかつ    ささ

           しえんたいせい    じゅうじつ

重症心身障害児・者の
在宅生活を支えるため
の支援体制の充実

重度障害者等入院時
コミュニケーション

支援事業

 しょうがいじ   しゃ     いりょう   にゅういんざいたく        かか         いりょうかんけいしゃ

     ちゅうしん        ふくし    きょういくかんけいしゃ   たいしょう                 ざいたく  し

  えん     ひつよう    じょうほうこうかん    じんてきこうりゅう    つう            しょうがいり

  かい    そくしん

じゅうどしょうがいしゃとうにゅういんじ

              しえん じぎょう

入院先医療機関の医師・看護師等との意思疎通が
十分に図れない障害児・者を対象に、入院先にコ
ミュニケーション支援員を派遣します。 

にゅういんさきいりょう  きかん        いし        かんごし  とう            いし     そつう

じゅうぶん    はか                しょうがいじ    しゃ    たいしょう       にゅういんさき

                                      しえんいん       はけん

障害児・者が自分の住む地域の医療機関で受診す
る際に活用できる「健康ノート」について、入手しや
すくなるよう検討し、より活用できるようにします。 

 しょうがいじ    しゃ      じぶん        す       ちいき       いりょう  きかん       じゅしん

      さい     かつよう                けんこう                                      にゅうしゅ

                            けんとう                かつよう
健康ノート 
けんこう

疾病や障害のある小児及び重症心身障害児・者の
支援に必要な知識・技術の向上を図り、障害特性を
理解した医療従事者を育成するための研修を実施
します。 

 しっぺい    しょうがい               しょうにおよ   じゅうしょうしんしんしょうがいじ  しゃ

   しえん      ひつよう      ちしき    ぎじゅつ     こうじょう   はか      しょうがいとくせい

   りかい           いりょうじゅうじしゃ      いくせい                        けんしゅう     じっし
医療従事者研修事業

【再掲】

いりょうじゅうじしゃけんしゅうじぎょう

                 さいけい

障害福祉施設等で働く看護師の定着に向けた支援
を行うとともに、確保の方策について検討します。 

しょうがい ふくし  しせつ とう    はたら      かんごし     ていちゃく      む            しえん

     おこな                        かくほ       ほうさく                   けんとう

障害福祉施設等で
働く看護師の支援
【再掲】

しょうがいふくし  しせつ とう

はたら     かんごし        しえん

                さいけい 

精神疾患の急激な発症や精神症状の悪化などで、
早急に適切な精神科医療を必要とする場合に、精
神保健福祉法に基づく診察や病院の紹介を行う
とともに、必要な医療施設を確保すること等によ
り、引き続き救急患者の円滑な医療及び保護を図
ります。 

せいしんしっかん     きゅうげき   はっしょう   せいしんしょうじょう    あっか

そうきゅう   てきせつ       せいしんか   いりょう     ひつよう               ばあい         せい

 しん   ほけんふくし   ほう     もと           しんさつ     びょういん   しょうかい   おこな

                       ひつよう      いりょう  しせつ        かくほ                      とう

          ひ     つづ    きゅうきゅうかんじゃ   えんかつ     いりょう およ       ほご        はか

精神疾患を合併する身体救急患者を適切な医療
機関へ円滑に搬送できるよう、救急医療体制を構
築します。 

 せいしんしっかん     がっぺい         しんたいきゅうきゅうかんじゃ    てきせつ      いりょう

  きかん      えんかつ     はんそう                          きゅうきゅういりょうたいせい   こう

 ちく

精神科救急医療
対策事業 

せいしんかきゅうきゅういりょう

        たいさくじぎょう

精神疾患を合併する
身体救急患者の
救急医療体制整備

事業

    せいしんしっかん    がっぺい

       しんたいきゅうきゅうかんじゃ

     きゅうきゅういりょうたいせいせいび

                      じぎょう

○あ

○あ

○あ
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精神疾患の急激な発症や病状の悪化
せいしんしっかん　              きゅうげき　          はっしょう　         びょうじょう　           あっか かかりつけ

医療機関
いりょうきかん

本人・家族・救急隊・関係機関からの相談
警察からの通報

区福祉保健センター
相談支援、通報受理

病状に応じて適切な精神科医療を提供

受診が必要な場合はより確実に対応できる応需体制の確保

初期救急医療施設

二次救急医療施設

初期救急：精神症状の悪化により、外来診療が必要とされる場合

二次救急：精神症状の悪化により、入院治療が必要とされる場合

三次救急：自傷他害のおそれがあり、警察官などの通報により診察を実施する場合

身体合併症医療体制
精神科病院等で身体合併症が発生した際の入院治療

　三次救急医療施設

精神保健福祉課
精神科救急医療情報窓口、

精神保健福祉法による移送、診察等

  ほんにん　         かぞく　           きゅうきゅうたい　           かんけいきかん　                                そうだん

                                             けいさつ　                              つうほう

 しょききゅうきゅう　   せいしんしょうじょう　    あっか　                      がいらいしんりょう　     ひつよう　                     ばあい

   にじきゅうきゅう　   せいしんしょうじょう　    あっか　                       にゅういんちりょう　    ひつよう　                     ばあい

 さんじきゅうきゅう　      じしょうたがい　                                             けいさつかん　                 つうほう　                 しんさつ　     じっし　              ばあい

 しんたい               がっぺいしょう               いりょうたいせい

さんじ      きゅうきゅう     いりょう       しせつにじ　　　きゅうきゅう     いりょう　　  しせつ

しょき　　 きゅうきゅう     いりょう       しせつ

      せいしんか          びょういんとう　               しんたいがっぺいしょう　                はっせい　                  さい　             にゅういんちりょう

じゅしん　             ひつよう　             ばあい　                           かくじつ　            たいおう　                                おうじゅたいせい　               かくほ

びょうじょう　        おう　                 てきせつ　                   せいしんかいりょう　                ていきょう

        くふくしほけん

       そうだんしえん　                 つうほうじゅり

　　　　　　　　　　　　 せいしん       ほけん          ふくしか

　　　　　　　せいしんか     きゅうきゅう    いりょう    じょうほう    まどぐち

     せいしん     ほけん       ふくしほう　                           いそう　        しんさつとう

平日昼間に対応
        へいじつ        ひるま　             たいおう

夜間・休日を
中心に対応

           やかん　         きゅうじつ

           ちゅうしん　            たいおう

連携
れんけい

連携
れんけい

●救急医療体制図●
きゅうきゅう いりょう   たいせい   ず
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しんたい しょうがいしゃ
身体障害者

避難場所までたどり着けるか

0 10 20 30 40 50 60 70

n=4,614
複数回答

（％）
ぱーせんと

ふくすうかいとう

えぬ

ひなん ばしょ                       つ             
41.4

避難場所の設備が障害に配慮されている
（バリアフリーになっている）か

ひなんばしょ      せつび    しょうがい  はいりょ                     

36.6

避難場所で周りの人や知らない人と

うまく過ごせるか

ひなん ばしょ      まわ      ひと      し             ひと    

す　　　　　　  35.1

避難場所の人が自分の障害を

理解してくれるか

ひなん  ばしょ     ひと    じぶん    しょうがい  

りかい                          35.0

避難勧告などの重要な情報が

きちんと障害者にも入ってくるか

ひなんかんこく            じゅうよう  じょうほう  

しょうがいしゃ       はい                   22.2

横浜市では、災害発生時に要援護者の安否確認等が迅速に行えるよう、日頃からの地域の支

え合いの取組を支援する災害時要援護者支援事業などを推進してきました。その成果として、災

害時要援護者支援の取組を実施している自治会・町内会の割合は毎年高まっています。

また、アンケート調査でも、およそ半数の人が「自分の避難先を確認している」、「災害時の水や

食料を準備している」と答えています。一方で、現在の避難所へ辿り着くことができるか、避難所で

周りの人や知らない人とうまく過ごしていけるか、自分の障害のことを理解してもらえるかなどの不

安を持っている人は４割以上に上りました。

障害特性に応じた情報提供や、障害のある人も参加した地域防災拠点での訓練の実施など、

災害に備えた自助・共助の取組は継続して推進する必要があります。

行政として、障害のある人や関係機関に対し、災害に向けた準備や避難行動について日頃から

啓発を行うとともに、防災訓練などを通じて障害のある人が日頃から困っていることや一人ひとり

に必要な支援について地域に理解していただくなど、自助・共助の取組を支援し、震災・風水害な

ど様々な災害に対応できるよう検討していきます。

また、感染症などの大流行が発生したときでも必要な障害福祉サービスを提供することができ

るよう備えておくことも重要です。平常時にそれぞれの事業所などがどう備え、また緊急時にどの

ような支援を必要とするのか検討と準備を進めます。

２－２　防災・減災
ぼうさい　 げんさい

　現状と施策の方向性
げんじょう        しさく           ほうこうせい

●災害時に備えていても、不安に思うこと●
  さいがいじ         そな                                  ふあん       おも

　　　よこはまし　                 さいがいはっせいじ　  　　 ようえんごしゃ　       あんぴ   かくにん とう　    じんそく　   おこな　     　　　　　 ひごろ　                 ちいき　     ささ

      あ　           とりくみ　　　 しえん　           さいがいじ      ようえんごしゃ    しえん    じぎょう　               すいしん　    　　　　　　　　　　　　　  せいか　                 さい

がい  じ     ようえんごしゃ     しえん　     とりくみ　     じっし　                      じちかい　    ちょうないかい　   わりあい　    まいとし たか

　　　　　　　　　　　　　　　　ちょうさ　                            はんすう　    ひと　        じぶん　       ひなんさき　      かくにん　                             さいがいじ　     みず　

しょくりょう　 じゅんび　  　　　　　　　    こた　  　　　　　　　　　いっぽう　       げんざい　     ひなんじょ　      たど　   つ　   　　　　　　　　　　　　　　　ひなんじょ

まわ　        ひと     　し　　　　　　 ひと　                す　 　　　　　　　　　　           じぶん　    しょうがい　                  りかい　     　　　　　　　　　　　　　　　　  ふ

あん　　 も　                   ひと          わりいじょう　     のぼ

　　 しょうがいとくせい　   おう　       じょうほうていきょう　　  しょうがい　             ひと　    さんか　             ちいきぼうさいきょてん　   　　　  くんれん　      じっし

さいがい       そな　         じじょ　   きょうじょ　   とりくみ　     けいぞく　        すいしん　        ひつよう

　   ぎょうせい　　　　　  しょうがい　            ひと　      かんけいきかん　     たい　     さいがい　    む　           じゅんび　      ひなんこうどう　　　　　　　　　 ひごろ

 けいはつ　 おこな　     　　　　　　　ぼうさいくんれん　               つう　      しょうがい　             ひと　      ひごろ　          こま　  　　　　　　　　　　    ひとり

　   ひつよう　     しえん　　　　　　　　　ちいき　       りかい　　　　　　　　　　　　　　　　　じじょ　   きょうじょ　   とりくみ　      しえん　       しんさい　  ふうすいがい

　   さまざま　   さいがい　   たいおう   　　　　　　　　けんとう

　　　　　　　かんせんしょう　     　　　だいりゅうこう　　 はっせい　　　　　　　　　　　 ひつよう　　  しょうがいふくし　　　　　　　　　　ていきょう

　　　　   そな　　　　　　　　　　　　 じゅうよう　　　　　  へいじょうじ　　　　　　　　　　　　  じぎょうしょ　　　　　　　　　　 そな　　　　　　　きんきゅうじ

　　　　　　しえん　　　ひつよう　　　　　　　　　 けんとう　　じゅんび　   すす　
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せいしん しょうがいしゃ
精神障害者

ぱーせんと

避難場所までたどり着けるか
ひなん ばしょ                       つ             

避難場所で周りの人や知らない人と

うまく過ごせるか

ひなん ばしょ      まわ      ひと      し             ひと    

す　　　　　　  

避難場所の人が自分の障害を

理解してくれるか

ひなん  ばしょ     ひと    じぶん    しょうがい  

りかい                          

避難勧告などの重要な情報が

きちんと障害者にも入ってくるか

ひなんかんこく            じゅうよう  じょうほう  

しょうがいしゃ       はい                   

風水害に対する対処方法がわからない
ふうすいがい   たい       たいしょほうほう                         

0 10 20 30 40 50 60 70

n=1,552
複数回答

（％）

ふくすうかいとう

えぬ

60.4

45.7

33.8

23.6

18.9

　取組
とりくみ

ちてき  しょうがいしゃ
知的障害者

避難場所までたどり着けるか
ひなん ばしょ                       つ             

避難場所で周りの人や知らない人と

うまく過ごせるか

ひなん ばしょ      まわ      ひと      し             ひと    

す　　　　　　  

避難場所の人が自分の障害を

理解してくれるか

ひなん  ばしょ     ひと    じぶん    しょうがい  

りかい                          

避難勧告などの重要な情報が

きちんと障害者にも入ってくるか

ひなんかんこく            じゅうよう  じょうほう  

しょうがいしゃ       はい                   

ひなんばしょ      せつび   しょうがい  はいりょ                     

0 10 20 30 40 50 60 70

n=1,652
複数回答

（％）
ぱーせんと

ふくすうかいとう

えぬ

61.9

57.0

43.6

31.7

30.6避難場所の設備が障害に配慮されている
（バリアフリーになっている）か

災害時に自力避難が困難な要援護者の安否確認や
避難支援等の活動が円滑に行われるよう、災害時
要援護者名簿や避難支援に必要な情報を地域に提
供し、日頃からの地域における自主的な支え合いの
取組を支援します。 

事業名
もくひょう

目標

すいしん

推進

ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

すいしん

推進

じぎょうないようじぎょうめい

事業内容

さいがいじ  ようえんごしゃ

       しえん じぎょう
災害時要援護者
支援事業 

  さいがいじ       じりき   ひなん      こんなん     ようえんごしゃ        あんぴ かくにん

  ひなん   しえん とう     かつどう     えんかつ    おこな                           さいがいじ

  ようえんごしゃ   めいぼ       ひなん  しえん      ひつよう   じょうほう     ちいき      てい

きょう       ひごろ                 ちいき                     じしゅてき      ささ      あ

 とりくみ      しえん
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セイフティーネットプロジェクト横浜（S-net横浜）や
関係機関等と連携し、各区で 実施される地域防災
拠点訓練等で障害者理解を促進します。 

事業名
もくひょう

目標

すいしん

推進

ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

すいしん

推進

じぎょうないようじぎょうめい

事業内容

しょうがいしゃ   しえんしゃ

            さいがいじ とう

         しょうがいりかいそくしん

障害者・支援者による
災害時等の
障害理解促進

                                                                   よこはま   えすねっとよこはま

 かんけい きかん とう     れんけい        かくく          じっし                  ちいき ぼうさい

 きょてんくんれんとう   しょうがいしゃ りかい      そくしん

風水害を含めた災害時に備え、自助力の向上のた
めのツールの検討・作成と、本市ウェブサイト等を活
用した普及・啓発を行っていきます。 

すいしん

推進
すいしん

推進

さいがいじ とう      じじょりょく

    こうじょう     む

                   さくせいおよ

        ふきゅう  けいはつ 

災害時等の自助力
向上に向けた

ツールの作成及び
普及・啓発

ふうすいがい     ふく          さいがい じ       そな         じじょりょく     こうじょう

                              けんとう   さくせい       ほんし                            とう    かつ

よう          ふきゅう  けいはつ   おこな

けんとう

すいしん

検討
・
推進

○新

横浜市障害者施策推進協議会や各団体の会議体
にて、災害時における自助・共助について情報共有
を行います。 

じっし

実施
じっし

実施

じっし

実施
じっし

実施

    さいがいじ

        じじょ    きょうじょ

じょうほうきょうゆう  すいしん

災害時における
自助・共助の

情報共有の推進  

  よこはまし しょうがいしゃ しさく  すいしんきょうぎかい      かくだんたい      かいぎたい

              さいがいじ                      じじょ   きょうじょ                  じょうほうきょうゆう

    おこな

障害福祉サービス事業所等に対して、平常時から、
感染症の流行に備え、衛生物品等の備蓄、事業継続
計画の策定など必要な準備について、普及啓発を
行います。また、緊急時にはサービス提供等の継続
に向けた支援を行います。 

すいしん

推進

    しょうがいふくし

     じぎょうしょとう

                         ていきょうとう

              けいぞく しえん 

  しょうがいふくし                     じぎょうしょ とう     たい            へいじょうじ

かんせんしょう   りゅうこう   そな       えいせいぶっぴんとう      びちく    じぎょうけいぞく

 けいかく      さくてい          ひつよう     じゅんび                        ふきゅうけいはつ

おこな                             きんきゅうじ                            ていきょうとう    けいぞく

       む             しえん    おこな

障害特性に応じた応急備蓄物資について、引き続
き保管できるよう、普及・啓発を実施します。 

   しょうがいしゅべつおうきゅう

  びちく   ぶっしれんけい じぎょう
障害種別応急

備蓄物資連携事業

障害福祉サービス
事業所等における
サービス提供等
継続支援

しょうがいとくせい     おう         おうきゅうびちく   ぶっし                          ひ      つづ

       ほかん                          ふきゅう   けいはつ      じっし

○新

○新
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「セイフティーネットプロジェクト横浜（S-net横浜）」とは、横浜市内の15の障害福

祉関係団体と機関による組織です。障害のある人やその家族が主体となって、自分

たちのできることから活動することを大切にしながら、地域の人々へ様々な障害につ

いての理解を深めてもらい、障害のある人が地域で安心して暮らしていけるよう、活

動しています。

文字や言葉によるコミュニケーションが苦手な人が、ボードやカードに描かれた絵

や記号を指さすことで、意思を伝えやすくする「コミュニケーションボード・カード」を作

成し、普及啓発を行っています。

※これまでに作成した「お店用」、「救急用」、「災害用」のボードやカードについて

は、次のＵＲＬから自由にダウンロードして使えます。

　http://www.yokohamashakyo.jp/siencenter/safetynet/cboard.html

障害のある人や家族、支援者が、地域の人たちと災害時の備えを一緒に取り組め

るような関係を作っていくために、「避難場所での自閉症や知的障害のある人への支

援」などをテーマとした講座を行っています。

災害時、配慮が必要であることが分かりにくい障害のある人も、必要な支援を受け

ることができるよう「配慮が必要な人は【黄色】」、「支援ができる人は【緑色】」のもの

を身に着けようという取組を進めています。

「セイフティーネットプロジェクト

横浜（Ｓ－ｎｅｔ横浜）」の活動
よこはま　      えす　          ねっと　        よこはま　                   かつどう

トピック

「コミュニケーションボード・カード」の活用促進
かつよう   そくしん

出前講座の実施
でまえ      こうざ　         じっし

「黄色と緑のバンダナ」の取組の推進
きいろ　　  みどり　　　　　　　　　　　　　　       とりくみ　       すいしん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  よこはま　 えす    ねっと  よこはま　                     よこはましない　       　　　　 しょうがいふく

  し  かんけいだんたい　　    きかん　                 そしき　　　　　　しょうがい　　　　　　ひと　　　　　　   かぞく　       しゅたい　　　　　　　　　 じぶん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 かつどう　　　　　　　　　  たいせつ　                              ちいき　　　ひとびと　    さまざま　   しょうがい

　　　　　　　りかい　     ふか　　　　　　　　　     しょうがい　             ひと　       ちいき　      あんしん　         く　　　　　　　　　　　　　　　　　かつ

どう

　　　　

　　   もじ　　　　 ことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  にがて　     ひと　  　　　　　　　　　　　　　　　　　 えが　　　　　　　え

　　  きごう　　　ゆび　　　　　　　　　　　 いし　　　 つた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さく

せい　　  　ふきゅうけいはつ　   おこな

　　　　　　　　　　　　　　  さくせい　 　　　　　   みせよう　       きゅうきゅうよう　       さいがいよう

　　　つぎ　 ゆーあーるえる　       じゆう　　　　　　　　　　　　　　　　　 つか

　　しょうがい　　　　　  ひと　　　かぞく　　   しえんしゃ　　　　   ちいき　　　ひと　                さいがいじ　     そな　　　　 いっしょ　　　と　      く

　　　　　　　 かんけい　   つく　  　　　　　　　　　　　　　　　 ひなんばしょ　              じへいしょう　       ちてきしょうがい　               ひと　          し

えん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうざ　    おこな

　　   さいがいじ　   はいりょ　     ひつよう　　　　　　　　　　　　わ　  　　　　　　　　しょうがい　              ひと　　　 ひつよう　     しえん　      う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 はいりょ　　  ひつよう　    ひと　　     きいろ　　　　　　しえん　　　　　　　　   ひと　　　みどりいろ

　　 み　      つ　　　　　　　　　　　  とりくみ　    すす
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区役所
くやくしょ

災害時要援護者
さいがいじ             ようえんごしゃ

公助
こうじょ

共助
きょうじょ

自助
じじょ

事業所
じぎょうしょ

自主防災組織
じしゅ         ぼうさい       そしき

平時：関係づくり
災害時：連携

取組の支援
個人情報提供等

協力依頼
情報共有等

きょうりょく    いらい

 じょうほう   きょうゆう  とう

  へいじ　       かんけい

    さいがいじ　        れんけい

平時：関係づくり
災害時：安否確認

  へいじ           かんけい

    さいがいじ　          あんぴ      かくにん

  とりくみ　           しえん

   こじん      じょうほう  ていきょう   とう

   へいじ　      さいがい   たいさく

  　　　　　　じょげん  とう

    さいがいじ　         あんぴかくにん

  　　　　　　　　  ひつよう          しえん

平時：災害対策への
　　 助言等
災害時：安否確認
　　　 必要な支援

平時：体制の整備
災害時：安否確認
　　　 避難生活の支援等

  へいじ　　　 たいせい　　　　せいび

    さいがいじ　         あんぴかくにん

　　　　　　　　　　ひなんせいかつ　　　　　 しえん    とう

●横浜市防災計画（地震編）の自助・共助・公助の図●
よこはまし     ぼうさい   けいかく        じしん  へん              じじょ       きょうじょ      こうじょ          ず
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過去の大規模災害では、被災者全体に比べ、要援護者の被災率が高く、情報伝

達や安否確認が円滑に行えなかったという課題が挙げられています。また、発災直後

は行政が十分に機能せず、自助や地域で助け合う共助の果たす役割が大きいとも

言われています。

横浜市では、災害時要援護者支援事業として、法律や条例に基づき作成した要援

護者の名簿を、区役所と協定締結した自治会・町内会などの自主防災組織に対して

平常時に提供し、地域のつながりによる共助の取組を支援しています。併せて、名簿

等を活用した地域の取組を推進するよう、活動事例集（図１）を作成し、研修等にお

いて要援護者支援に関する啓発を進めています。（図１「共助による災害時要援護者

支援の活動事例集～名簿からのキックオフ～」）

また、自助の支援として、令和２年度には、知的障害者をはじめ、誰もが風水害時

における避難行動を自分自身や家族などの支援者と一緒に考えるきっかけとしてパ

ンフレットを作成しました。（図２　わたしの避難行動計画（マイ・タイムライン）【わかり

やすい版】）

自助や共助の支援とともに、発災時には地域防災拠点に要援護者用のスペース

を設けるほか、二次的避難場所として社会福祉施設に対し、福祉避難所の協定締結

（令和２年４月末時点:548か所）を進めています。

横浜市の防災・減災における自助・共助・公助の取組
　 よこはまし　　　　　 ぼうさい　       げんさい　　　　　　　　　　　　　じじょ　        きょうじょ　      こうじょ　         とりくみ

コラム

図１

「共助による災害時要援護者支援の活動事例集

～名簿からのキックオフ～

図２

わたしの避難行動計画

（マイ・タイムライン）【わかりやすい版】

  ず　     

  きょうじょ　         さいがいじようえんごしゃ しえん　  かつどうじれいしゅう

　   めいぼ

  ず　     

                 ひなんこうどうけいかく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ばん

　      かこ　　　　　だいきぼさいがい　　　　　　　　 ひさいしゃ   ぜんたい　     くら　          ようえんごしゃ　         ひさいりつ　      たか　     じょうほうでん

たつ　     あんぴ   かくにん　　  えんかつ　   おこな　　　　　　　　　　　　　　　かだい　      あ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  はっさい ちょくご

　  ぎょうせい　　 じゅうぶん　    きのう　　　　　　　 じじょ　　　  ちいき　      たす　    あ　    きょうじょ　     は　           やくわり　     おお

 い

　　   よこはまし　　　　　 　さいがい  じ   ようえん  ご  しゃ   しえん    じぎょう　　　　　　   ほうりつ　　 じょうれい　  もと　         さくせい　         ようえん

 ご   しゃ        めいぼ　           くやくしょ　     きょうていていけつ　           じちかい　    ちょうないかい　　　　　　　　じ しゅぼうさいそしき　　　  たい

  へいじょうじ　   ていきょう　　　  ちいき　　　　　　　　　　　　　　　　 きょうじょ　　  とりくみ　     しえん　　　　　　　　　　　  あわ　             めいぼ

とう　　  かつよう　　　     ちいき　　　  とりくみ　    すいしん　　　　　　　　   かつどう  じれいしゅう　    ず　            さくせい　      けんしゅうとう

              ようえんごしゃ     しえん　　　かん　　　  けいはつ　　 すす　　　　　　　　　　　　  ず　　　きょうじょ　　　　　　さいがい  じ   ようえん  ご  しゃ   

  しえん          かつどうじれいしゅう　      めいぼ

　　　　　        じじょ　        しえん　   　　　　　　れいわ　     ねんど　                 ちてきしょうがいしゃ　　　　　　　　     だれ　　　　  ふうすいがい   じ

　　　　　　　　 ひなん    こうどう　       じぶんじしん　          かぞく　　　　　　　　しえんしゃ　　　いっしょ　　かんが

　　　　　　　　　　 さくせい　　　　　　　　　　 ず　　　　　　　　　　　　  ひなん   こうどう  けいかく

　　　　　   ばん

　　　じじょ　      きょうじょ　      しえん　                       はっさい   じ　　　　　　ちいきぼうさいきょてん　           ようえんごしゃ   よう

     もう　　　　　　　　　　  にじてき      ひなん    ばしょ　　　　　　  しゃかい   ふくし    しせつ　     たい　        ふくし     ひなんじょ　      きょうていていけつ

     れいわ　   ねん　  がつまつ   じてん　　　　　　　   しょ　       すす　
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新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、「新しい生活様式」の実践がうたわれて

います。「新しい生活様式」は、様々な場面で感染症予防のために「ソーシャルディ

スタンスをとる（間隔を空ける）、マスクを着ける、こまめに手洗いする」などの対策を

取り入れていく生活様式です。令和２年５月から６月にかけて、国が設置した新型コロ

ナウイルス感染症対策専門家会議からの提言を踏まえ、厚生労働省が実践例をつく

りました。厚生労働省では、この実践例を参考に、市民の皆さんひとりひとりが自分

の生活に合った「新しい生活様式」を心がけ、実践してほしい、としています。

多くの方が困難を乗り越えようと試行錯誤しながら「新しい生活様式」を心がけて

います。その過程で、障害のある人にとって「新しい困りごと」も生まれています。

ここで、第４期プランを策定する中で、障害のある方々から伺ったことを、いくつか紹

介します。

■視覚障害

　「代金やおつりのやりとりが、手渡しではなくトレイになって戸惑います」

　「電子マネーを使うセルフレジが増え、支払いが難しくなりました」

　「オンラインでコミュニケーションを取る機会が増えたが、パスワード認証などの

　　操作が難しいことがある」

■聴覚障害

　「何人かで話をしていると、マスクで口元が見えず、誰が話しているのかわかりません」

　「コミュニケーションを取るとき、口の動きや表情の変化からも言葉を読み取るの

　　で、マスクで隠されていると難しい」

　「筆談したいときに、ペンやノートを差し出しても受け取ってくれません」

■知的障害（ご家族の声）

　「マスクをしなければいけない意味を理解できず、嫌がってマスクをつけないの

　　　で、お店に入れなかったり、白い目で見られたりします」

　「スキンシップやおしゃべりが好きなので、人との距離がつい近くなってしまいます」

■発達障害（ご家族の声）

「マスクが肌に触れたり湿ったりする感触が苦手で、マスクをしたがらない人もいます」

「マスクというものを認識できず、マスクを境にして顔が割れたように見えるらしく、

怖がってしまって家族もマスクをできないことがあります」

「新しい生活様式」 による困りごと
あたら　　　　　　　せいかつようしき　   　　　　　　　　　　こま

コラム

　　しんがた　　　　　　　　　　　　　　かんせんしょう　  りゅうこう　   ともな　      あたら　        せいかつ ようしき　         じっせん

  　　　　　　　あたら　　　　 せいかつようしき　　　　    さまざま　      ばめん　        かんせんしょうよぼう

　　　　　　　　　　　　　    かんかく　      あ　                                     つ　　　　　　　　　　　　　　てあら　　　　　　　　　　　　　　たいさく

  と　　 い　　　　　　　　  せいかつ ようしき                 れいわ　    ねん　 がつ　            がつ　                      くに　     せっち　　　　　しんがた

　　　　　　　　　 かんせんしょうたいさく  せんもんんか   かいぎ　　　　　    ていげん　     ふ　　　　　　こうせいろうどうしょう　　　じっせんれい

　　　　　　　　　こうせいろうどうしょう　　　　　　　　　　 じっせんれい　　　さんこう　　　   しみん　      みな　  　　　　　　　　　　　　　　　　じぶん

　　 せいかつ　    あ　           あたら　　　　せいかつようしき　      こころ　            じっせん

 　  おお　       かた　　  こんなん　     の　     こ　                       しこうさくご　　　　　　　　　   あたら　　　　 せいかつようしき　      こころ

　　　　　　　　　　    かてい　　　 しょうがい　              ひと　　　　　　　　あたら　　　  こま　　　　　　　　　う

　　　　　　　　   だい　  き　　　　　　　　 さくてい　         なか　      しょうがい　             かたがた　      うかが　　　　　　　　　　　　　　　　　しょう

かい

　　　しかく  しょうがい

              だいきん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てわた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とまど

　　　　　  でんし　                      つか　　　　　　　　　　　　　  ふ　　　　 しはら　　　　  むずか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  と　　　きかい　       ふ　　　　　　　　　　　　　　　　　 にんしょう

　　　　   そうさ　　むずか

　　ちょうかく しょうがい

　　　　　なんにん　　　　はなし　      　　　　　　　　　　　　　　  くちもと　　　み　　　　　だれ　   はな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と　　　　　　   くち　    うご　　　　ひょうじょう　  へんか　                 ことば　      よ　       と　

　　　　　　　　　　　　　　　 かく　　　　　　　　　　　むずか

　　　　　 ひつだん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  さ　　　だ　　　　　　 う　　   と

　　　ちてき  しょうがい　　　 かぞく　      こえ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    いみ　　　  りかい　　　　　　      いや

　　　　　　　　　        みせ　   はい　　　　　　　　　　　　  しろ　     め　      み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 す　　　　　　　　　  ひと　　　　 きょり　　　　　　　ちか

　　 はったつ しょうがい　　　  かぞく　     こえ

                            はだ　　  ふ　　　　　   しめ　　　　　　　　  かんしょく　     にがて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  にんしき　　　　　　　　　　　　　　  さかい　　　　　かお　     わ　                           み

      こわ　　　　　　　　　　　　　  かぞく　

94



一方で、「聴覚障害の人に話しかけるときにマスクを外していいか不安」「視覚障害

の人が困っているときに、肩や肘につかまってもらい案内するようなことを、していいの

か心配」といった悩みも伺っています。

誰にとっても余裕がない日々が続いています。障害のあるなしにかかわらず誰も

が、まわりに困っている人がいないか想像力を働かせ、配慮や気配り、ひと工夫して

支え合える社会を、皆でつくっていこうとすることが大切です。

また、「新しい生活様式」に対応したビジネスモデルや施策などに取り組む際、障害

のある人の存在をしっかり認識することで、生活様式にどのような変化があっても誰

一人取り残さないような社会であることが、今、求められています。

　   いっぽう　　　　 ちょうかくしょうがい　　 ひと 　　はな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 はず　　　　　　　　　　  ふあん　　　 しかく  しょうがい

　　 ひと　　 こま　　　　　　　　　　　　　　かた　   ひじ　　　　　　　　　　　　　　　　　 あんない

　　 しんぱい　　　　　　　　  なや　       うかが

　　だれ　　　　　　　　　　 よゆう　　　　　　　   ひび　       つづ　　　　　　　　　　　しょうがい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     だれ

　　　　　　　　　　　こま　　　　　　　　ひと　　　　　　　　　　　そうぞうりょく　　はたら　　　　　 はいりょ　      きくば　　　　　　　　くふう

ささ　     あ　          しゃかい 　     みな　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  たいせつ

　　　　　　　  あたら　        せいかつようしき　        たいおう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 しさく　　　　　　　 と　     く　　　さい　しょうがい

　　　　　   ひと　     そんざい　　　　　　　　　 にんしき　　　　　　　　　　　 せいかつようしき　　　　　　　　　　　　  へんか　　　　　　　　　　 だれ

  ひとり    と　    のこ    　　　　　　　　　   しゃかい　　　　　　　　　　        いま　  もと
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障害のある子どもも、子どもとしての育ちを支えるとともに、発達段階に応じた適切な支援が必

要です。

横浜市では、障害のある子どもとその家族を支援するため、障害の早期発見・早期療育の仕組みづ

くりを進め、地域療育センターの機能の充実を図るとともに、療育と教育の連携に取り組んできました。

昨今、横浜市における統計では、子どもの人口が減少傾向にある中、障害のある子どもは増加し

ています。一方で、保育所や幼稚園では障害のある子どもの積極的な受入れが進むとともに、障害

児通所支援事業所が増加するなど、障害のある子どもを取り巻く環境は大きく変化しています。

引き続き、障害児に関わる機関が連携し、障害のある子どもがそれぞれの生活の場面で、きめ細

かな支援が受けられることが必要です。

教育の場では、全ての子どもが一貫して適切な指導・支援を受け、必要な合理的配慮が提供さ

れることが大切です。そのため、全ての教職員が特別支援教育に対して理解を深め、校内支援体制

を充実させていくことが必要になります。

そして、「療育、保育、教育、就労支援等の連携による切れ目のない一貫した支援が多様な人間関

係を育み、社会生活の経験を積むことにつながる」という視点で、施策を展開する必要があります。

近年、障害のある子どもが増加している中でも、特に軽度の知的障害児や知的に遅れのない発

達障害児の増加が顕著になっています。

地域療育センターにおいても利用希望者の増加だけでなく障害の重度化やニーズの多様化に対

応するため、新たな療育の仕組みを構築していくことが求められています。

また、障害のある子どももない子どもも分け隔てなく、ともに育ち、学ぶという理念の浸透や、保護

者の就労をはじめとしたライフスタイルの変化の影響で、保育所や幼稚園に通う障害児が増加して

います。他にも児童発達支援事業所や放課後等デイサービス事業所が増加し、障害のある子どもが

利用できるサービスも拡充しています。

さらに、学齢後期（中学生・高校生年代）における発達障害に関する相談件数等も増加しており、

支援体制の充実が必要です。

障害児やその家族の様々なニーズに的確に応え、地域での生活を支えるため、障害児を取り巻く

環境の変化に合わせ、支援体制の見直しを行うとともに、それぞれの機関がサービスの質の向上に

取り組み、これまで以上に各機関が連携して支援に取り組む必要があります。

生活の場面３　育む・学ぶ
せいかつ　　  ばめん　       はぐく　      まな

３－１　療育
りょういく

　現状と施策の方向性
げんじょう        しさく           ほうこうせい

 　 しょうがい　　　　　　 こ　　　　　　　  こ　　　　　　　　　　　 そだ　　　   ささ　  　　　　　　　　　　 はったつ だんかい　    おう　        てきせつ　     しえん　     ひつ

 よう

　　  よこはまし　　　　　 しょうがい　             こ　　　　　　　　　  かぞく　　　しえん　　　　　　　　  しょうがい　　 そうき はっけん　　そうき りょういく　       しく

　　　　　すす　　　ちいきりょういく　　　　　　　　　　 きのう　　 じゅうじつ　 はか　　　　　　　　   りょういく　きょういく　   れんけい　    と　    く

　　 さっこん　　 よこはまし　　　　　　　　 とうけい　　　　　  こ　　　　　　 じんこう　　 げんしょうけいこう　　　　　  なか　しょうがい　             こ　                ぞうか

　　　　　　　　　いっぽう　　　   ほいくしょ　       ようちえん　         しょうがい　　　　　   こ　　　　　　 せっきょくてき　   うけ  い　          すす　     　　　　　　  しょうがい

  じ  つうしょ   しえん   じぎょうしょ　　    ぞうか　　　　　　　　 しょうがい　　　　　  こ　　　　　　  と　　  ま　  かんきょう　  おお　       へんか

　　  ひ　　つづ　      しょうがいじ　    かか　          きかん　     れんけい　    しょうがい　              こ　　　　　　　　　　　　　　　   せいかつ　　  ばめん　　　　　　    こま

　　　　　しえん　     う　  　　　　　　　　　　　  ひつよう

　  きょういく　     ば　             すべ　　　　 こ　               いっかん　        てきせつ　     しどう　     しえん　     う　        ひつよう　     ごうりてき    はいりょ　   ていきょう

　　　　　　　 　   たいせつ　　　　　　　　　　　　　 すべ　　　 きょうしょくいん　　とくべつ   しえん きょういく　   たい　　　   りかい　　 ふか　　　こうない   しえん  たいせい

    じゅうじつ　　　　　　　　　　　　　　ひつよう

　　　　　　　　　りょういく　  ほいく　 きょういく  しゅうろう  しえん  とう　    れんけい　　　　　　き　　　め　　　　　　いっかん　　　　  しえん　　　 たよう　     にんげんかん

けい　  はぐく　     しゃかいせいかつ　    けいけん　   つ　                                                         してん　          しさく　     てんかい　       ひつよう

 　　きんねん  しょうがい　               こ　                ぞうか　       　　　 　なか　           とく　     けいど　      ちてき   しょうがいじ　       ちてき　    おく  　　　　　  　  はっ

たつ しょうがいじ　　　ぞうか　　  けんちょ

　　  ちいき りょういく　　　　　　　　　　　　              りよう    きぼうしゃ　　　 ぞうか　　　　　　　　　 しょうがい　      じゅうどか　　　　　　　　　　　  たようか　  　たい

 おう　　　　　　　　 あら　　     りょういく　      しく　           こうちく　　　　　　　　　　　　 もと

　　　　　　 しょうがい　　　　 　   こ　　　　　　　　　　 こ　　　　　　 わ　   へだ　                             そだ　      まな　                   りねん　　　しんとう　　　　ほご

しゃ　　 しゅうろう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  へんか　　  えいきょう　        ほいくしょ　       ようちえん　     かよ　   しょうがいじ　     ぞうか　

　　　　　　  ほか　         じどう  はったつ  しえん    じぎょうしょ         ほうかご    とう　　　　　　　　　　　  じぎょうしょ　      ぞうか　     しょうがい　              こ　

  りよう　　　　　　　　　　　　　　   かくじゅう 

　　　　　　　　　 がくれいこうき　  ちゅうがくせい　 こうこうせい  ねんだい　　　　　　　    はったつしょうがい　   かん　        そうだんけんすう とう　    ぞうか

   しえんたいせい　    じゅうじつ　   ひつよう

　　 しょうがいじ　                かぞく　     さまざま　                         てきかく　    こた　      ちいき 　         せいかつ　   ささ　                     しょうがいじ　     と　      ま

かんきょう　   へんか　      あ　   　　　　 しえん  たいせい　     みなお　       おこな　   　　　　　　　　　　　　　　        きかん　　　　　　　　　　　　 しつ　   こうじょう

  と　    く　　　　　　　　　　　 いじょう　      かくきかん　     れんけい　        しえん　      と　     く　     ひつよう
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そこで３つの方向性で施策を展開します。

（１） 地域療育センターを中心とした支援の充実

０歳から小学校期までの障害がある子どもやその保護者等に、相談から評価及び療育まで

の一貫した支援を行います。

相談の初期段階から、地域療育センターの持つ知識や経験に基づく適切な評価、療育計画

の作成及び支援を行います。また、保育所や幼稚園等と地域療育センターを併用する障害児が

増加していることから、並行通園を前提とした集団療育、保育所や幼稚園への支援を充実させ

ます。

（２） 切れ目のない支援体制の充実

地域療育センター等と保育所、幼稚園及び自主的な活動である地域訓練会との連携によ

り、乳幼児期から学齢期まで、切れ目のない一貫した支援を目指します。

国の考え方に基づいて、福祉と教育と各家庭が連携して障害児を支援する体制の整備や保

護者に対する支援に取り組みます。

障害児相談支援事業所を増やし、希望する全ての人が障害児相談支援を受けられる体制を

つくることにより、障害児が将来望む暮らしを実現するために、必要なサービスを継続的に選択

することができる相談支援体制を目指します。

（３） 学齢障害児に対する支援の充実

学齢期の障害児が、放課後や夏休みなどにのびのびと過ごしながら療育訓練や余暇支援を

受けられるよう、放課後等デイサービスなどの居場所の確保を進めるとともに、そのサービスの

質の向上を図ります。また、引き続き、放課後キッズクラブなど、放課後児童育成事業における

受入れも推進します。

学齢後期（中学生・高校生年代）の発達障害児が、自立した成人期を迎えられるための相談

支援体制を拡充します。

 　　　　　　　　　　　　    ほうこうせい　      しさく     　てんかい

       　　  ちいき  りょういく　　　　　　　　　 ちゅうしん　　　　　  しえん　　  じゅうじつ

　             さい　　　　 しょうがっこう き　  　　　　  しょうがい　               こ　  　　　　　　　　　  ほごしゃ    とう　　　 そうだん　          ひょうか およ　   りょういく

           いっかん　　　　  しえん　    おこな

　         そうだん　      しょき   だんかい　             ちいき りょういく　                          も　      ちしき　      けいけん　   もと　        てきせつ　    ひょうか　  りょういくけいかく

            さくせい およ         しえん　   おこな　                             ほいくしょ　        ようちえん  とう　     ちいき りょういく　                      へいよう　          しょうがいじ

        ぞうか　　　　　　　　　　　　　　　　 へいこう つうえん　   ぜんてい　             しゅうだんりょういく　   ほいくしょ　      ようちえん　             しえん　    じゅうじつ  

　

　　　　　き　      め　                  しえん  たいせい　    じゅうじつ

　           ちいき  りょういく　                  とう　      ほいくしょ　      ようちえん   およ　     じしゅてき　       かつどう　                ちいき   くんれんかい　         れんけい　

              にゅうようじ   き　　　     がくれい  き　　　　　   き　     め　                いっかん　          しえん　        めざ

　         くに　   かんが　 かた　   もと　                   ふくし　    きょういく　  かく  かてい　     れんけい　        しょうがいじ 　      しえん　         たいせい　     せいび　       ほ

       ごしゃ　      たい            しえん　      と　     く

　   　    しょうがいじ  そうだん   しえん   じぎょうしょ　      ふ　              きぼう　         すべ　         ひと　   しょうがいじ   そうだん  しえん　      う　                    たいせい

　　　　　　　　　　　　　　　　    しょうがいじ　   しょうらい のぞ　     く　             じつげん　                            ひつよう　                              けいぞくてき　    せんたく

　　　　　　　　　　　　　　　　　そうだん  しえん   たいせい　     めざ

　          がくれい  しょうがいじ　     たい　          しえん　     じゅうじつ

　           がくれいき      　しょうがいじ　           ほうかご　      なつやす　                        　　　　　　　　  す　                        りょういく くんれん　      よか      しえん　

       う　　　　　　　　　　　　　   ほうかご   とう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いばしょ　         かくほ　     すす　

      しつ　   こうじょう　   はか　　　　　　　　　　　   ひ　     つづ　       ほうかご　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ほうかご      じどう   いくせい  じぎょう　

      うけ  い 　         すいしん

　　　    がくれい   こうき　  ちゅうがくせい　 こうこうせい ねんだい　       はったつ  しょうがいじ　          じりつ　         せいじん  き　     むか　                                   そうだん

        しえん   たいせい    かくじゅう　

97





障害児相談支援
（事業所数/年、受給者数（学齢）/月、   

受給者数（未就学）/年） 

　　　　　　　  しょうがいじそうだんしえん

じぎょうしょすう  ねん  じゅきゅうしゃすう  がくれい    つき

           じゅきゅうしゃすう  みしゅうがく     ねん

れいわ     ねんど

令和３年度
れいわ     ねんど

令和4年度
れいわ     ねんど

令和5年度指標名
しひょうめい

○児

しょ

がくれい

にん

135か所

学齢
 6,600人

にん

2,850人

みしゅうがく

未就学

しょ

がくれい

にん

147か所

学齢
7,275人

にん

3,000人

みしゅうがく

未就学

しょ

がくれい

にん

160か所

学齢
 8,025人

にん

 3,150人

みしゅうがく

未就学

児童発達支援のうち、主に
重症心身障害児を支援する事業所   
（地域療育センター実施分を含む）
（事業所数/年、受給者数/月、

延べ利用日数/年） 

　　　　  じどう はったつ しえん　　　　　　 おも

じゅうしょうしんしんしょうがいじ   しえん          じぎょうしょ

      ちいきりょういく                    じっし ぶん     ふく

           じぎょうしょすう   ねん  じゅきゅうしゃすう つき             

                    の        りよう にっすう  ねん 

医療型児童発達支援
（地域療育センター実施分を含む）
（事業所数/年、受給者数/月、
延べ利用日数/年）     

　　　　　  いりょうがた  じどうはったつ  しえん

     ちいきりょういく                    じっし ぶん    ふく

          じぎょうしょすう   ねん  じゅきゅうしゃすう つき             

               の        りよう にっすう  ねん 

居宅訪問型児童発達支援
（事業所数/年、受給者数/月、

 延べ利用日数/年） 

　　　  きょたくほうもんがた  じどう はったつ しえん

          じぎょうしょすう   ねん  じゅきゅうしゃすう つき             

                   の        りよう にっすう  ねん 

れいわ     ねんど

令和３年度
れいわ     ねんど

令和4年度
れいわ     ねんど

令和5年度指標名
しひょうめい

○児

○児

○児

しょ

5か所

しょ

1か所

しょ

9か所

にん

25人

にんにち

1,500人日

にん

30人
にんにち

60人日

にんにち

18,000人日

にん

185人

しょ

6か所

しょ

1か所

しょ

9か所

にん

30人

にんにち

1,800人日

にん

30人
にんにち

60人日

にんにち

18,000人日

にん

185人

しょ

7か所

しょ

1か所

しょ

9か所

にん

35人

にんにち

2,100人日

にん

30人
にんにち

60人日

にんにち

18,000人日

にん

185人

                                                          じっししゃ

ようせいけんしゅう    じぎょうしょすう     ねん

○新○福
しょ

15か所
しょ

30か所
しょ

30か所
ペアレントトレーニング実施者
養成研修（事業所数/年） 

障害児の保護者等が自主的に組織し、地域で機能
回復訓練や保育を行う、地域訓練会の運営費を助
成します。 

事業名
もくひょう

目標

すいしん
推進

ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

すいしん
推進

すいしん
推進

すいしん
推進

じぎょうないようじぎょうめい

事業内容

ちいき くんれんかい うんえいひ

         じょせいじぎょう
地域訓練会運営費
助成事業 

 しょうがいじ         ほごしゃ  とう       じしゅてき        そしき          ちいき        きのう

かいふくくんれん        ほいく    おこな         ちいきくんれんかい       うんえいひ      じょ

 せい

子ども本人への支援と合わせて重要である保護者
への支援として、主に障害児通所支援事業所等に
おいて、職員に対しペアレントトレーニング実施者
養成研修を行います。 

じっししゃ       ようせい

ペアレント
トレーニング
実施者の養成

  こ          ほんにん            しえん       あ               じゅうよう                 ほごしゃ

            しえん                   おも     しょうがいじ つうしょ  しえん  じぎょうしょ とう

                 しょくいん     たい                                                          じっししゃ

ようせいけんしゅう おこな

○新

（２） 切れ目のない支援体制の充実
　　　    き　      め     　    　       しえん  たいせい　   じゅうじつ
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子ども・子育て支援等（保育所、放課後
児童健全育成事業所等）における
障害児の受入れ体制の整備

こ               こそだ       しえん とう    ほいくしょ      ほうかご

      じどうけんぜんいくせいじぎょうしょ とう

          しょうがいじ       うけい      たいせい    せいび

放課後等デイサービス事業
（事業所数/年、受給者数/月、

延べ利用日数/年）

             ほうかご  とう                             じぎょう

           じぎょうしょ すう  ねん  じゅきゅうしゃすう  つき

                      の       りよう にっすう   ねん

放課後等デイサービス事業のうち、
主に重症心身障害児を支援する
事業所のある区の割合（/年）    

     ほうかご  とう                              じぎょう

      おも   じゅうしょうしんしんしょうがいじ   しえん

      じぎょうしょ                く       わりあい     ねん

放課後等デイサービス事業のうち、
主に重症心身障害児を支援する事業所
（事業所数/年、受給者数/月、

延べ利用日数/年）

      ほうかご  とう                              じぎょう

おも   じゅうしょうしんしんしょうがいじ   しえん       　   じぎょうしょ

            じぎょうしょ すう  ねん  じゅきゅうしゃすう  つき

                      の        りよう にっすう   ねん

れいわ     ねんど

令和３年度
れいわ     ねんど

令和4年度
れいわ     ねんど

令和5年度指標名
しひょうめい

○児

○児

○児

○新○児

しょ

22か所

にんにち

1,128,000人日

ぱーせんと

1 0 0 ％
ぱーせんと

1 0 0 ％
ぱーせんと

1 0 0 ％

しょ

23か所
しょ

24か所

すいしん

推進

しょ

410か所
にん

8,800人
にんにち

1,274,700人日

すいしん

推進

しょ

460か所
にん

9,700人
にんにち

1,440,500人日

にんにち

31,680人日
にんにち

33,120人日
にんにち

34,560人日

すいしん

推進

しょ

510か所
にん

10,700人

にん

396人
にん

414人
にん

432人

学齢後期（中学生・高校生年代）の発達障害児等が
安定した成人期を迎えられるよう、児童や家族等か
らの相談に専門的な指導、助言を行います。 
また、関係機関と連携し、発達障害に起因する問題
の解決に向けた支援を行います。 

事業名
もくひょう

目標
ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

しょ
４か所

しょ
４か所

じぎょうないようじぎょうめい

事業内容

がくれい こうき  しょうがいじ

        しえん じぎょう
学齢後期障害児
支援事業 

 がくれい  こうき  ちゅうがくせい  こうこうせいねんだい       はったつしょうがいじ とう

 あんてい        せいじん  き      むか                               じどう       かぞく  とう

          そうだん    せんもんてき      しどう    じょげん   おこな

             かんけい きかん     れんけい      はったつしょうがい     きいん           もんだい

     かいけつ      む            しえん     おこな

はったつしょうがいしゃ しえん

そうだんけんすう   がくれい こうき しょうがいじ  しえん じぎょうぶん      

    の      そうだんけんすう  ねん

○福

○福

けん

6,000件

けん

25件
けん

25件
けん

30件

けん

 6,000件 7,200件
けん

発達障害者支援センターによる
相談件数（学齢後期障害児支援事業分）
（延べ相談件数/年）   
   はったつしょうがいしゃ しえん                     およ     はったつしょうがいしゃ ちいき

     しえん                                 がいぶ   きかん       ちいき じゅうみん         けんしゅう

   けいはつ   がくれい  こうき  しょうがいじ しえん じぎょうぶん      けんすう   ねん

発達障害者支援センター及び発達障害者地域
支援マネジャーの外部機関や地域住民への研修、
啓発（学齢後期障害児支援事業分）（件数/年） 

（３）学齢障害児に対する支援の充実 
　　　 がくれい  しょうがいじ        たい　　　　  しえん       じゅうじつ
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就学前
しゅうがくまえ

学齢前期
がくれいぜんき

学齢後期
がくれいこうき

区福祉保健センター
く　　  ふくし         ほけん乳幼児健康診査・

療育相談※

     にゅうようじ         けんこう       しんさ

　　　　　　りょういく     そうだん

子ども・家庭支援相談
こ　　　　　　　　  かてい       しえん      そうだん

地域療育センター
〈診療所〉〈児童発達支援センター〉

児童発達支援

関係機関支援

障害児相談支援

保育所等訪問支援

児童発達支援事業所

保育所等訪問支援事業所・居宅訪問型児童発達支援事業所

障害児相談支援事業所

保育所・幼稚園等 小学校

特別支援学校

放課後児童健全育成事業所等

社会福祉法人型障害者地域活動ホーム・基幹相談支援センター

地域子育て支援拠点

利用者支援

中学校・高等学校

放課後等デイサービス事業所

学齢後期障害児
支援事業実施機関療育相談

ちいき        りょういく

じどう        はったつ       しえん

かんけい　　  きかん　　　しえん

  しょうがいじ        そうだん       しえん

じどう     はったつ     しえん        じぎょうしょ ほうかご　　    とう        じぎょうしょ

      ほいくしょ　　　とう　  ほうもん        しえん         じぎょうしょ　           きょたく          ほうもんがた              じどうはったつ          しえん　　　  じぎょうしょ

しょうがいじ　　　そうだん　　　しえん　　　 じぎょうしょ

ほいくしょ　                ようちえんとう しょうがっこう ちゅうがこう　              こうとうがっこう

とくべつ       しえん        がっこう

  しゃかい        ふくし       ほうじん    がた     しょうがいしゃ       ちいき       かつどう　　　　　　　　             きかん       そうだん       しえん

障害児地域訓練会
   しょうがいじ          ちいき         くんれんかい

 ちいき          こそだ　           しえん      きょてん
 ず　      なか　                          じっせん　     かこ　　　　　　　　　　　　　　　   きかん

あらわ　                なか　     てんせん　    かこ　                  ぶぶん       　じぎょう　    あらわ

                かくきかん　        れんけい　                  しえん          じっし

りようしゃ　　　　しえん

     ほうかご    じどう けんぜん いくせい じぎょうしょとう

 ほいくしょ        とう    ほうもん        しえん
  がくれい　　 こうき　　　　しょうがいじ

　しえん　　　じぎょう　　　　じっしきかんりょういく     そうだん

※図の中において、実線で囲われたところは機関を

　表し、その中の点線で囲われた部分は事業を表し

　ます。各機関が連携をとり、支援を実施します。

  く    ふくし     ほけん

  ちいき  りょういく

きょうどう　  おこな

※区福祉保健センターと

　地域療育センターが

　共同で行っています。

しんりょうじょ　　　　　　じどう　　　　　はったつしえん

●障害児の療育関連事業●
しょうがいじ　     りょういく かんれん じぎょう
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　現状と施策の方向性
げんじょう        しさく           ほうこうせい

一般学級に在籍し特別な指導や支援を必要とする子どものための通級指導教室及び個別

支援学級の在籍児童数はこの10年間で1.7倍になっており、特別な支援が必要な子どもが

増えています。また、特別支援学校では障害の多様化・重度化・重複化への対応が求められて

います。

障害の状態や特性などが異なる子ども一人ひとりのニーズに対応した適切な指導・支援を

充実させていくには、教職員が特別支援教育に対して理解を深め、専門性を向上させることが

不可欠です。さらに、医療的ケアを必要とする子どもへの対応や多様なニーズに応じた学びの

場の提供、保護者の負担軽減に向けた取組が求められています。

また、グループインタビューなどでは、学齢期の支援だけでなく、療育から教育、教育から就

労といったライフステージの継ぎ目の部分で、切れ目のない一貫した支援を行うことを求める声

が挙げられました。

　こういった現状を踏まえ、３つの方向性で施策を展開します。

　（１） 療育と教育の連携による切れ目のない支援

　地域療育センターや特別支援学校等の専門性を活用した学校支援の実施や、保育・療育

　機関と就学先の情報の共有化など、引き続き、療育と教育の連携による切れ目のない一貫し

　た支援を行います。

　（２） 教育環境・教育活動の充実

　第３期横浜市教育振興基本計画に基づき、全ての子どもにあらゆる教育の場で、一貫した

　支援、適切な指導支援や必要な合理的配慮を提供するとともに、全ての教職員が特別支援

　教育に対して理解を深め、校内支援体制の充実を図ります。

　（３） 教育から就労への支援

　特別支援学校等と就労支援機関の連携をより一層強化し、就労支援・職場定着支援の充

　実を進めていきます。

３－２　教育
きょういく

　　  いっぱんがっきゅう　    ざいせき　    とくべつ　      しどう　       しえん　      ひつよう　               こ　                      　　　　つうきゅう しどう  きょうしつ およ　      こべつ

    しえん  がっきゅう      ざいせき   じどう   すう　　　　　　　　　  ねんかん　               ばい　                                 とくべつ　      しえん　       ひつよう　     こ　

   ふ　    　　　　　　　　　　　　　　 とくべつ   しえん   がっこう　          しょうがい　      たようか　       じゅうどか　     ちょうふくか　           たいおう　    もと

　

　　  しょうがい     じょうたい　    とくせい　                こと　          こ　           ひとり　                                            たいおう　         てきせつ　     しどう　      しえん　

  じゅうじつ　　　　　　　　　　　　　　きょうしょくいん　　 とくべつ   しえん  きょういく      たい　          りかい　     ふか　      せんもんせい　    こうじょう　 

     ふかけつ　　　　　　　　　　　　　　いりょうてき　               ひつよう　　　　　　  こ　 　　　　　　　 たいおう　      たよう　    　　　　　　　　  おう　        まな　

   ば　     ていきょう　    ほごしゃ　        ふたん   けいげん       む　           とりくみ　    もと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      がくれいき　        しえん　　　　　　　　　　　  りょういく　        きょういく　きょういく　         しゅう

  ろう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   つ  　    め　      ぶぶん　          き　      め　                いっかん　           しえん　   おこな　                もと　         こえ　

         あ

　  　　　　　　　  　　げんじょう　    ふ　　　　　　　　　　　ほうこうせい　      しさく　      てんかい

　                 りょういく　  きょういく　   れんけい　               き　      め　                 しえん

　                 ちいき りょういく　   　　　　　　　    とくべつ   しえん  がっこう とう　    せんもんせい　    かつよう　         がっこう  しえん　       じっし　          ほいく　   りょういく 

　　　　　 きかん　   しゅうがくさき　　 じょうほう　   きょうゆうか　　　　　　ひ　    つづ　    りょういく　  きょういく　   れんけい　              き　      め　               いっかん　        

 　　　　　　　しえん      おこな

                   きょういくかんきょう　 きょういくかつどう　   じゅうじつ

　　              だい　  き　 よこはまし  きょういく しんこう  きほん   けいかく　    もと　           すべ　          こ　                                  きょういく　     ば　       いっかん　          

　　　　　  しえん　   てきせつ　     しどう     しえん　     ひつよう　     ごうりてき    はいりょ　   ていきょう　                              すべ　       きょうしょくいん　  とくべつ    しえん 

　　　　  きょういく　  たい　         りかい　     ふか         こうない   しえん  たいせい　   じゅうじつ　  はか

　                 きょういく　       しゅうろう　           しえん

　                 とくべつ   しえん   がっこう とう　  しゅうろう  しえん    きかん　     れんけい　            いっそうきょうか　       しゅうろう　しえん　  しょくば ていちゃく  しえん　    じゅう

　　　　　じつ      すす　
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　取組
とりくみ

地域療育センターや特別支援学校、通級指導教室
等の担当者が、小・中学校や児童生徒、保護者から
の相談に対応するなど、特別な支援が必要な児童
生徒を支援します。 

事業名
もくひょう

目標

すいしん

推進

ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

じぎょうないようじぎょうめい

よこはまがた　　　　　　  てき

　　　 き のう　 じゅうじつ

事業内容
 ちいきりょういく　　　　　　　　　 とくべつ しえん  がっこう　つうきゅうしどうきょうしつ

とう　　たんとうしゃ　　  しょうちゅうがっこう　　 じ どうせい  と　  ほ　ご  しゃ

　　そうだん　　たいおう　　　　　　　　とくべつ　　 しえん　　 ひつよう　 　じ  どう

 せいと　　  し えん

横浜型センター的
 機能の充実

しゅうがくせつめいかい 特別支援教育を希望する幼児の就学に関する説明
会を開催します。

就学説明会

ほ  ご しゃきょうしつ

 かいさいじぎょう
保護者教室 
開催事業 

とくべつ しえんきょういく　　き ぼう　　　   ようじ　　しゅうがく　  かん　　　 せつめい

かい　 かいさい

しゅうがくきょういく

そうだん  　たいせいきょうか 

一人ひとりの教育ニーズを的確に把握し、迅速で適
正な就学・教育相談を行うため に関係機関が相互
に連携しながら、就学前から卒業後までを見通した
相談体制の強化を図ります。 

就学・教育
相談の体制強化 

 ひとり　　　　　　　きょういく　　　　　　  てきかく　　 は あく　　  じんそく　  てき

せい　 しゅうがく きょういくそうだん  おこな　　　　　　　 かんけい き かん　 　そうご

　  れんけい　　　　　　　 しゅうがくまえ         そつぎょうご　　　　　  みとお

そうだんたいせい　 きょうか　   はか

横浜市立小・中学校、特別支援学校の保護者を対象
とした障害に対する正しい知識の啓発を進めます。 

よこはま しりつしょうちゅうがっこう　とくべつ しえん がっこう　　 ほ  ご しゃ　  たいしょう

　　　　 しょうがい　 たい　　　 ただ　　　  ちしき　   けいはつ    すす

　 し りつ ようちえん  とう

とくべつ し えんきょういくひ

　　　ほじょ じぎょう

私立幼稚園等
特別支援教育費
補助事業 

私立幼稚園等に在園している障害児に対する教育
が、障害の種類・程度などに応じて適切に行われる
よう、その経費の一部を設置者に補助し、障害児の
教育に役立てます。 

　し りつ  ようちえん とう　　ざいえん　　　　　　  しょうがいじ　　たい　　　きょういく

　　　しょうがい　  しゅるい　ていど　　　　　　おう　　　 てきせつ　 おこな

　　　　　　　　  けいひ　　  いちぶ　　 せっ ち  しゃ　　 ほじょ　　　しょうがいじ

 きょういく　 やく だ

（１）療育と教育の連携による切れ目のない支援 
りょういく 　 きょういく　　れん けい　　　　　　き　　　め　　　　　　　し   えん
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(人)
にん

へいせい       ねん れいわ     ねんねん ねん

こべつしえんがっきゅう  つうきゅうしどうきょうしつ

個別支援学級 通級指導教室
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●個別支援学級及び通級指導教室に在籍する児童生徒数の推移●
こべつ    しえん  がっきゅう およ      つうきゅう しどう きょうしつ      ざいせき               じどう    せいとすう           すいい
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個々の児童生徒の障害の状況を十分に踏まえ、学
習上、生活上の様々な困難に対し、ＩＣＴを活用した
指導や支援を充実させるとともに、緊急時における
オンラインでの学習保障や動画コンテンツ配信な
どについて、検討、実施します。 

事業名
もくひょう

目標

すいしん

推進

ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

じっ し

実施

じっ し

実施
じっ し

実施

すいしん

推進
すいしん

推進

はいち

配置
はいち

配置

じぎょうないようじぎょうめい

あいしーてぃー    かつよう

きょういくかんきょう  じゅうじつ

事業内容
   ここ　　　 じどう   せいと　　しょうがい　じょうきょう  じゅうぶん　　ふ　　　　　がく

しゅうじょうせいかつじょう　 さまざま　  こんなん　　たい　 あいしーてぃー　かつよう

  しどう　 　 しえん　 じゅうじつ　　　　　　　　　　　　 きんきゅうじ

　　　　　　　　　　　　 がくしゅうほしょう　  どう が　　　　　　　　　 はいしん

　　　　　　　　　  けんとう　 じっし

ＩＣＴを活用 した
教育環境の充実 

しょうがいとくせい　  おう

　　 きょういく　 じゅうじつ

個別支援学級に加えて、一般学級においても、特別
な支援を要する児童生徒が増加し、支援のニーズ
が多様化している状況を踏まえ、ケーススタディを
重視した研修を充実させます。全ての教員が障害の
状態や特性に応じた指導・支援が行えるよう専門
性の向上を図ります。 
また、小・中学校の教員が特別支援学校教諭免許状を
取得するための受講料助成事業を新たに実施します。 

障害特性に応じた
教育の充実 

とくべつしえんきょういく

　しえんいん じぎょう
特別支援教育
支援員事業 

  こべつ  しえん がっきゅう　くわ　　　　 いっぱんがっきゅう　　　　　　　　　 とくべつ

　　 しえん　  よう　　　　  じどう  せいと　　　ぞうか　　　   しえん

　　  たようか　　　　　　　 じょうきょう　 ふ　　　

 じゅうし　　　けんしゅう じゅうじつ　　　　　　　  すべ　　  きょういん　しょうがい

じょうたい　　とくせい　　おう　　　　しどう　　しえん　　おこな　　　　　　  せんもん

せい　 こうじょう    はか

　　　  しょうちゅうがっこう　 きょういん　 とくべつ しえん がっこうきょうゆめんきょじょう

しゅとく　　　　　　　　じゅこうりょうじょせいじぎょう　あら　　　　じっし

 とくべつしえん きょういく

　　きのう きょうか

特別支援教育コーディネーター養成研修を受講し
て活動している特別支援教育コーディネーター（教
員）を対象に、更なるスキルアップを目指して、事例
研究などを中心とした研修を進めるとともに、関係
機関との連携を強化し、専門的な資質を高めます。 

特別支援教育
コーディネーターの
機能強化と
スキルアップ 

 とくべつ しえんきょういく　　　　　　　　　　　　 　 ようせいけんしゅう　 じゅこう

　  かつどう　　　　　　　とくべつ しえんきょういく　　　　　　　　　　　　　　きょう

いん　　たいしょう　　  さら　　　　　　　　　　　　　　　    めざ　　　　　 じれい

けんきゅう　　　  ちゅうしん　　　　　けんしゅう　すす　　　　　　　　　　　かんけい

  きかん   　　 れんけい　 きょうか　　  せんもんてき　　ししつ 　  たか

小・中・義務教育学校で障害により学習面、生活面や
安全面への配慮等が必要な児童生徒に特別支援教
育支援員を配置し、校内支援体制の充実を図ります。 

しょうちゅう　ぎ むきょういくがっこう　 しょうがい　　　　がくしゅうめん せいかつめん

 あんぜんめん　　　はいりょとう　 　ひつよう　　じどう  せいと　　 とくべつ しえんきょう

 いく しえん いん　  はいち　　　こうないしえんたいせい　  じゅうじつ  はか

○新

（２）教育環境・教育活動の充実 
きょういくかんきょう きょういく  かつどう     じゅうじつ
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小・中・義務教育学校に在籍する聴覚障害のある児童
生徒にノートテイクによる情報の保障を実施します。 

事業名
もくひょう

目標

じっ し

実施

ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

じっ し

実施

じっ し

実施
じっ し

実施

せいび

整備
せいび

整備

すいしん

推進
すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

じぎょうないようじぎょうめい

　　ちょうかくしょうがいじ

　　　  しえん じぎょう

事業内容
しょうちゅう  ぎ  むきょういくがっこう　ざいせき　　ちょうかくしょうがい　　　　　じどう

 せいと　　　　　　　　　　　　　　　 じょうほう　 ほしょう　   じっし
聴覚障害児
支援事業 

　  じゅんかいがたしどう

　　    じっし　　

つうきゅうしどう　  じゅうじつ

児童生徒の在籍校を巡回して指導を行う「協働型
巡回指導」を実施します。通級指導の担当教員が在
籍校を訪問し、児童生徒の指導や授業参観を行うと
ともに、学級担任等と日常的に情報を共有するな
ど、協働して学校生活を支援します。 

巡回型指導の
実施による

通級指導の充実   

とくべつ しえん がっこう

　　　　じゅうじつ
特別支援学校
の充実 

  じどう  せいと　　  ざいせきこう   じゅんかい　　　   しどう　 おこな　　きょうどうがた

じゅんかいしどう　　    じっし　　　　　　  つうきゅうしどう　　たんとうきょういん  ざい

せきこう　  ほうもん　　   じ どう せいと        しどう     じゅぎょうさんかん  おこな

　　　　　　がっきゅうたんにんとう　 にちじょうてき　 じょうほう　 きょうゆう

　　  きょうどう　　  がっこうせいかつ　　 しえん

いりょうてき　　　 たいせい

  じゅうじつ

小・中・義務教育学校や特別支援学校における医療
的ケアの実施体制を充実させます。特別支援学校
においては、人工呼吸器等高度な医療的ケアにも
対応できるよう、体制の強化を図ります。 

医療的ケア体制
の充実 

しょうちゅう　ぎ  むきょういくがっこう　  とくべつ  しえん がっこう　　　　　　　 いりょう

てき　　　　　　じっし　たいせい　じゅうじつ　　　　　　  　 とくべつ  し えんがっこう

　　　　　　　　  　  じんこう こきゅう き  とう こう ど　　 いりょうてき　　　　　　　 

たいおう　　　　　　　　　 たいせい　 きょうか     はか

在籍児童生徒の障害の多様化・重度化・重複化を踏
まえ、教育課程の充実、施設設備の改修や、福祉車
両の活用など通学支援の新たな方策の検討・試行
など教育環境の充実に取り組みます。 

ざいせき じどう せい と　  しょうがい　　 たようか　   じゅうどか　 ちょうふくか　　 ふ

　　　　きょういく かてい　  じゅうじつ　 しせつ  せつび　　 かいしゅう　　 ふくし  しゃ

りょう　かつよう　　　  つうがく  しえん 　  あら　　　　ほうさく　　けんとう　  しこう

　　  きょういくかんきょう  じゅうじつ　  と  　  く

  じゅうど ほうもんかいご

　りようし   　  だいがく

 しゅうがく しえん じぎょう

重度訪問介護
利用者の大学 
修学支援事業 

重度訪問介護を利用する重度障害者が大学で修学
するための支援を実施します。 

じゅうどほうもん かいご　　   りよう　　　 じゅうどしょうがいしゃ　 だいがく　 しゅうがく

　　　　　　　　　 しえん　 　じっし

○新
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障害者就労支援センター等関係機関と連携しなが
ら、生徒の就労を支援します。また、実習先開拓や職
場定着支援のため、高等特別支援学校（若葉台特
別支援学校知的障害教育部門を含む）に就労支援
指導員を配置します。  

事業名
もくひょう

目標
ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

すいしん

推進
すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

じぎょうないようじぎょうめい

　  とくべつ  しえん  がっこう

　 しゅうろう しえん  じぎょう

事業内容
しょうがいしゃしゅうろう しえん　　　　　　   とう かんけいきかん　　れんけい

　　    せいと　　しゅうろう　  しえん　　　　　　　　　　じっしゅうさきかいたく　しょく

  ば ていちゃく しえん　　　　　　  こう とうとくべつ  しえん  がっこう　 わかばだい とく

 べつ しえん がっこう  ちてきしょうがいきょういく ぶもん　 ふく　　　　  しゅうろう しえん

   しどういん　   はいち

特別支援学校
就労支援事業

とくべつ  し えんがっこう

 しんろ  たんとうかん

　 れんけいきょうか

市立特別支援学校の進路担当者が障害種別を超え
て定期的に情報交換や事例研究を行い、幅広い進
路選択に対応できるよう連携を強化します。 

特別支援学校
進路担当間の
連携強化 

  しりつ とくべつ  しえん がっこう　　しんろ  たんとうしゃ　 しょうがいしゅべつ　  こ

　   ていきてき　   じょうほうこうかん　  じれいけんきゅう　 おこな　　 はばひろ　　しん

 ろ せんたく　　たいおう　　　　　　　　 れんけい　きょうか

（３） 教育から就労への支援 
きょういく          しゅうろう             しえん
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障害のあるなしにかかわらず、「働くこと」は、自立した生活や生きがいにつながる暮らしの大

切な要素です。企業での障害者雇用が進み、社会状況の変化に合わせて、多くの業種や短時

間での雇用など、働き方の選択肢は広がっています。また、障害福祉サービス事業所等での仕

事は、働く人の得意分野を生かせる、様々な内容に変わってきています。

ライフステージの変化などに合わせて、どこで何をして働くか、どう働き続けるかは人それぞれ

違ってきます。「働きたい」、「働き続けたい」という思いに寄り添った支援を充実させていくととも

に、多様な働き方を広く紹介し、障害者就労についての理解を深めていく必要があります。

また、充実した生活を過ごすには、日中活動やスポーツ・文化芸術活動に取り組める環境も

大切です。文化芸術を創造し、享受することは、自己実現や生活の質の向上につながることか

ら、身近な場所での様々な機会や場の創出に取り組みます。好きな活動などを通じて、障害の

ある人とない人とが住む地域や通う地域でのふれあいを望む声も、アンケート調査などから読

み取れます。一人ひとりが自分のやりたいことなどに取り組むことができ、それが余暇活動にな

り、生きがいにつながっていくよう、機会や場の充実に取り組みます。

第４期プランを策定するために実施した当事者ワーキンググループに参加した中学生が「な

れる職業より、なりたい職業に就きたい」という思いを伝えてくれました。働くことは「自らの意思

により自分らしく生きる」ことを実現させる、大切な要素の一つなのです。

近年、障害者の就労を取り巻く環境は変化しています。平成30年４月の精神障害者雇用義

務化などの法改正等を背景に、働く障害者の数は年々増加しています。雇用者数の増加だけで

なく、平成27年に国連が採択したＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の目標の中に、障害者を含む

全ての人に「ディーセント・ワーク（働きがいのある人間らしい仕事）の実現」が掲げられるなど、

「どんな仕事をして暮らしていくのか」ということも、今後ますます重要になってきます。

アンケート調査では、全体の約29パーセントの人が企業などで働く「一般就労」をしていま

す。働いていない人でも、回答者の約39パーセントの人が就労意向を持つなど、多くの人が一

般就労を目指す傾向にあります。さらに、現在働いている人のうち約78パーセントの人は何らか

の形で働き続けたいと考えており、ライフステージの変化等に応じた、障害福祉サービス等での

就労の場も重要です。

生活の場面４　働く・楽しむ
せいかつ　   ばめん　         はたら　    たの

４－１　就労
しゅうろう

　現状と施策の方向性
げんじょう        しさく           ほうこうせい

　     しょうがい　                    　　　　　　　　　　　　　　　はたら　                        じりつ          　せいかつ     　い　         　　　　　　　　　　　　　く　              たい

  せつ　     ようそ                  きぎょう　            しょうがいしゃこよう　      すす　       しゃかいじょうきょう　   へんか　       あ　                    おお　       ぎょうしゅ　     たんじ

  かん 　           こよう　             はたら    かた　      せんたくし　     ひろ　                                                しょうがいふくし　                       じぎょうしょ  とう　            し

  ごと 　     はたら　 ひと　       とくいぶんや　        い                       さまざま 　ないよう　      か

　                                               へんか　                  あ　　　　　　　　　　　　　 なに　            はたら                 　はたら　  つづ                   　ひと　

  ちが                              はたら                     　はたら  　つづ                               　おも          　よ　      そ　           しえん     　じゅうじつ　

             たよう　   はたら  　かた     ひろ　  しょうかい       しょうがいしゃしゅうろう　                           りかい　     ふか　                  ひつよう

　                   じゅうじつ　        せいかつ　    す　                          にっちゅうかつどう                             　ぶんかげいじゅつかつどう        　と　     く　          かんきょう　

  たいせつ                 ぶんか  げいじゅつ　   そうぞう　      きゅうじゅ                              　 じこじつげん　       せいかつ　    しつ       こうじょう　

            みぢか　       ばしょ               さまざま　     きかい　       ば　     そうしゅつ   　と　      く　                     す　          かつどう　              つう　           しょうがい　

            ひと               　ひと　          す　      ちいき　　　 かよ　    ちいき　                                       のぞ　    こえ                                　ちょうさ                      よ　

         と　                    ひとり　                       じぶん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 と　     く　                                                      よか     かつどう　

           い　                                                                      きかい　       ば　    じゅうじつ       と　     く        

　     だい　    き　　　　　　　　 さくてい　                            じっし　            とうじしゃ　                                                         さんか　           ちゅうがくせい　

           しょくぎょう                                しょくぎょう　   つ                                 　おも　         つた　                                   はたら　                  みずか         　いし　

                  じぶん               　い                             じつげん　                  たいせつ　     ようそ　     ひと

　     きんねん  　しょうがいしゃ　    しゅうろう　    と　     ま　   かんきょう　    へんか　                             へいせい  　    ねん　  がつ　    せいしん しょうがいしゃ   こよう    ぎ

   むか　                    ほうかいせい とう　    はいけい　     はたら　 しょうがいしゃ　   かず　    ねんねん ぞうか　                              こうようしゃ  すう　     ぞうか　

               へいせい　      ねん      こくれん　      さいたく　     えすでぃーじーず　   じぞくかのう          かいはつ もくひょう　      もくひょう　   なか　      しょうがいしゃ　    ふく

  すべ　         ひと                                                           はたら　                               にんげん　              しごと　          じつげん　      かか　

                       しごと　                く                                                                          こんご　　　　　　　　じゅうよう

　                               ちょうさ　              ぜんたい　     やく　                                       ひと　    きぎょう　               はたら　    いっぱん しゅうろう　

         はたら                           ひと　             かいとうしゃ　     やく　                                      ひと　    しゅうろう  いこう     　 も　                   おお　        ひと       いっ　

  ぱんしゅうろう     　めざ　       けいこう                                               げんざいはたら　                  ひと　             やく　                                      ひと　    なん　

      かたち　  はたら　 つづ　                  かんが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 へんか  とう　     おう　         しょうがい  ふくし　                      とう

  しゅうろう    　ば　   じゅうよう
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　取組
とりくみ

障害者の就労を支える関係機関（特別支援学校、就
労移行支援事業所、ハローワーク等）との連携・協
力体制を構築します｡就労の継続に欠かせない生
活面でのサポートを充実させるため、地域の関係機
関と連携し、本人への支援を円滑に進めます。 

事業名
もくひょう

目標

すいしん

推進

ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

じぎょうないようじぎょうめい

事業内容

しゅうろう しえん

 ちゅうしん                ちいき

                    しゅうろうしえん

                                 こうちく

就労支援センターを
中心とした、地域に
おける就労支援
ネットワークの構築

  しょうがいしゃ   しゅうろう    ささ         かんけい きかん    とくべつ しえん がっこう  しゅう

   ろう  いこう  しえん  じぎょうしょ                                  とう            れんけい  きょう

  りょくたいせい    こうちく                 しゅうろう     けいぞく      か                      せい

   かつめん                               じゅうじつ                            ちいき     かんけい き

   かん    れんけい      ほんにん           しえん     えんかつ    すす

多様な就労ニーズに対応できるよう、就労支援スキ
ルを向上させるため、研修の実施など、人材育成を
進めます。 

  しゅうろう しえん

  しょくいん    じんざいいくせい

                 さいけい

就労支援センター
職員の人材育成  
【再掲】

  たよう     しゅうろう                  たいおう                         しゅうろう しえん

         こうじょう                         けんしゅう      じっし              じんざいいくせい

すす

就労の支援はもちろん、就労後も、企業の障害理解の促進など安心して働き続けるための支

援や就労の基盤となる生活面の支援も充実が求められています。

また、多様な働き方が広がっている障害者就労について、企業、市民の方の理解を深めるた

め、様々な機会を設けていく必要があります。

そこで、３つの方向性で施策を展開します。

（１） 一般就労の促進と雇用後の定着支援の充実

多様化する就労ニーズや生活面での支援も含めた定着支援、障害者雇用の広がりを踏まえ

た企業支援の充実など、障害者就労支援センターを中心に、関係機関と連携を図りながら障

害者の就労を支えます。

（２） 幅広い仕事や工賃の向上による生活の充実

障害福祉サービス等で働く人それぞれの働きがいを引き出せるよう、共同受注窓口等を通じ

た企業等からの様々な仕事のあっせん、障害者優先調達推進法に基づく行政機関の優先調

達、民間企業等からの受注促進や自主製品の販路拡大に取り組みます。また、様々な発注ニー

ズに対応できるよう事業所のスキルを高めるなど、受発注双方の底上げを行うことで工賃の向

上を図ります。

（３） 多様な働き方や障害者就労に対する理解促進

様々な業種や勤務形態など、多様化する働き方について、市民や民間企業に向けて、シンポ

ジウムやセミナー等を通じて広く紹介します。また、ふれあいショップ等の就労啓発拠点を通じ

て、障害者就労に対する理解促進を図ります。

（１） 一般就労の促進と雇用後の定着支援の充実 
いっぱんしゅうろう       そくしん        こよう   ご        ていちゃく  しえん       じゅうじつ

　   しゅうろう　     しえん　　　　　　　　　　　  しゅうろうご　        きぎょう　   しょうがい  りかい　       そくしん　         あんしん　       はたら　  つづ　                          し

えん　   しゅうろう        きばん　               せいかつめん　      しえん　    じゅうじつ　   もと

　                    たよう　   はたら　 かた　    ひろ　                        しょうがいしゃしゅうろう　                        きぎょう　    しみん　     かた　     りかい　      ふか　

         さまざま       きかい 　     もう　                  ひつよう

　　　　　　　　　　　　　　　ほうこうせい　      しさく　     てんかい

　          いっぱん しゅうろう　     そくしん　       こようご　      ていちゃく  しえん 　   じゅうじつ

　             たようか　          しゅうろう　        　　　　 せいかつめん　          しえん　     ふく　        ていちゃく  しえん　 しょうがいしゃ   こよう　     ひろ　              ふ

　         きぎょう    しえん　     じゅうじつ　          しょうがいしゃ  しゅうろう  しえん　                        ちゅうしん　     かんけい   きかん　    れんけい　   はか　   　   　   　 しょう　

      がいしゃ  　  しゅうろう　  ささ

             はばひろ　      しごと　     こうちん　   こうじょう 　             せいかつ　   じゅうじつ

　         しょうがい ふくし　                     とう　   はたら　ひと　                       はたら　                   ひ　     だ　                     きょうどうじゅちゅうまどぐち とう      つう

　         きぎょう  とう                 さまざま　      しごと　                             しょうがいしゃ ゆうせん ちょうたつ すいしん ほう　   もと　       ぎょうせい  きかん　    ゆうせん ちょう

      たつ　 みんかん きぎょう とう　　　　　　じゅちゅう そくしん　      じしゅ  せいひん　      はんろ  かくだい　     と　     く   　                            さまざま　  はっちゅう

　              たいおう　                        じぎょうしょ　　　　　　　　　　 たか　                      じゅはっちゅう そうほう　     そこあ　         おこな　                こうちん　    こう

      じょう 　はか

　            たよう　   はたら　  かた　  しょうがいしゃ しゅうろう　   たい　          りかい   そくしん

　         さまざま  　 ぎょうしゅ　     きんむ  けいたい　               たようか　          はたら　 かた　                         しみん　    みんかん  きぎょう　     む

　                                             とう　    つう　        ひろ   しょうかい　                                                                      とう　   しゅうろうけいはつ  きょてん　    つう

　          しょうがいしゃしゅうろう　   たい　         りかい　 そくしん　   はか
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事業名
もくひょう

目標

すいしん

推進

ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

すいしん

推進

じぎょうないようじぎょうめい

事業内容

法定サービスでの対象外となっている重度障害者
の経済活動時間中の支援を雇用施策と福祉施策が
連携して行う制度を検討し、実施します。 

雇用施策と福祉施策の
連携による重度障害者
等への就労支援

（重度障害者等就労
支援特別事業）  

ほうてい                             たいしょうがい                            じゅうどしょうがいしゃ

     けいざいかつどうじかんちゅう      しえん       こよう   しさく       ふくし   しさく

れんけい        おこな   せいど      けんとう         じっし

障害者雇用を行っている企業での「就業体験」の研
修を通じて、事業所職員の就労支援スキルの向上、
就労に向けた意識付けにつなげます。 

  しゅうろうそくしん   もくてき

    じぎょうしょしょくいんむ    けんしゅう

                     さいけい

 こよう  しさく        ふくし  しさく

れんけい            じゅうどしょうがいしゃ

      とう           しゅうろうしえん

    じゅうどしょうがいしゃとうしゅうろう

       しえん  とくべつじぎょう

就労促進を目的とした
事業所職員向け研修

【再掲】

しょうがいしゃ こよう    おこな                  きぎょう          しゅうぎょうたいけん     けん

しゅう   つう           じぎょうしょ しょくいん    しゅうろう しえん                   こうじょう

しゅうろう     む            いしき  づ                 

○新

けんとう

じっし

検討
・
実施

けんとう

じっし

検討
・
実施

福祉施設から一般就労への
移行者数

ふくし  しせつ          いっぱんしゅうろう

                   いこうしゃ すう

就労移行支援事業の利用者数
しゅうろういこう  しえん  じぎょう       りようしゃ すう

就労移行支援の利用者のうち就労移行
率が３割以上の事業所の割合

しゅうろう いこう  しえん        りようしゃ              しゅうろう いこう

            りつ        わりいじょう      じぎょうしょ     わりあい

就労定着支援利用者数 
しゅうろうていちゃく しえん  りようしゃ すう

れいわ     ねんど

令和３年度
れいわ     ねんど

令和4年度
れいわ     ねんど

令和5年度指標名
しひょうめい

にん

にんぶん     

  ぱーせんと

にん

460人

1,476人分

34.2％

1,070人

にん

にんぶん     

  ぱーせんと

にん

498人

1,547人分

42.1％

1,190人

にん

にんぶん     

  ぱーせんと

にん

536人

1,617人分

50.0％

1,397人

○福

○福

○福

○福
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        ぜんたい

えぬ

38.7

全体
（n=3,535）

         さい みまん

えぬ

70.3

20歳未満
（n=890）

        さいいじょう

えぬ

11.9

60歳以上
（n=1,467）

              さいだい

えぬ

54.6

20･30歳代
（n=306）

        さいだい

えぬ

50.4

40歳代
（n=359）

         さいだい

えぬ

42.9

50歳代
（n=499）

(%)
ぱーせんと
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80

企業・行政機関から、事業所の特性を生かした幅広
い仕事の受注ができるよう、コーディネートを行い
ます。市内イベント等への出店や自主製品の紹介等
を通じ、販路を拡大するとともに、障害者就労への
理解促進を図ります。  

事業名
もくひょう

目標
ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

すいしん

推進
すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

じぎょうないようじぎょうめい

 きょうどうじゅちゅう

 とう　　　　　じゅちゅうそくしん

事業内容
　きぎょう ぎょうせいきかん　　　　　じぎょうしょ　　とくせい　　い　　　　　  はばひろ

　　　しごと　  じゅちゅう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  おこな

　　　　　 し ない　　　　　　 とう　　　 しゅってん　　じしゅせいひん　  しょうかいとう

　　つう　　　はんろ　　 かくだい　　　　　　　　　　　しょうがいしゃしゅうろう

　り かいそくしん　  はか

共同受注センター
等による受注促進  

　　　　 じぎょうしょ

じゅちゅう　　　　　　 こうじょう

発注者側のニーズに応えられる商品の開発や作業
の受注ができるよう、研修会やモデルケースとなる
事例検討などを実施し、事業所の受注スキルの向
上を図り、多くの受注につなげます。 

事業所の
受注スキルの向上 

はっちゅうしゃがわ　　　　　　　　  こた　　　　　　 しょうひん　 かいはつ　　さぎょう

　  じゅちゅう　　　　　　　　　　  けんしゅうかい

 じ  れいけんとう　　　　　　じっし　　　  じぎょうしょ　　じゅちゅう　　　　　　   こう

じょう   はか　　 おお　　　じゅちゅう

ゆうせんちょうたつ　 すいしん
横浜市役所からの事業所への優先的な発注を更に
推進します。  また、庁内LANなどを活用し、区局等の
発注事例を広く周知し、新たな発注につなげます。 

優先調達の推進

よこはま し やく しょ　　　　　  じぎょうしょ　　　  ゆうせんてき　  はっちゅう　さら

すいしん　　　　　　　　　　 ちょうない らん　　　　　  かつよう　　  くきょくとう

はっちゅうじれい　 ひろ　 しゅうち　　  あら　　　はっちゅう

○新

（２） 幅広い仕事や工賃の向上による生活の充実 
はばひろ         しごと        こうちん      こうじょう                せいかつ      じゅうじつ

●年代別今後の就労希望（働きたい）割合●
ねんだいべつ  こんご        しゅうろう   きぼう   はたら                    わりあい
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シンポジウムの開催等を通じ、様々な分野で働く障
害者や障害者雇用を進めている企業の「生の声」を
伝え、障害者就労に対する理解・関心を高めます。 

事業名
もくひょう

目標
ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

すいしん

推進
すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

じぎょうないようじぎょうめい

　 しょうがいしゃしゅうろう

かん　　　　し みんけいはつ

事業内容
　　　　　　　　　　　　  かいさいとう　  つう　　 さまざま　　ぶん や　  はたら  しょう

 がいしゃ　 しょうがいしゃ こ よう　  すす　　　　　　　 き ぎょう　　 なま　  こえ

 つた　　しょうがいしゃしゅうろう  たい　　　　り かい  かんしん　  たか

障害者就労に
関する市民啓発  

　しょうがいしゃ こ よう

かん　　　 きぎょうけいはつ

障害者雇用を検討している企業に向けて、雇用に
関するセミナー等を実施し、合理的配慮の必要性な
ど企業内での障害理解の促進を図ります。 

障害者雇用に
関する企業啓発 

しょうがいしゃこよう　　 けんとう　　　　　　　 きぎょう　　 む　　　　　 こ よ う

かん　　　　　　　　　　 とう　　じっし　　　ごう  り てきはいりょ　　ひつようせい

　　きぎょうない　　　しょうがいりかい　　 そくしん　 はか

　　　　　　　　　　　　　 とう

かつよう　　 しょうがいしゃしゅうろう

　  かん　　　  りかいそくしん

新たに開業するＪＲ関内駅北口高架下の就労啓発施
設及び市庁舎内のふれあいショップをはじめ、既存
のふれあいショップ 等の運営を通じて、就労に関す
る理解の促進を図ります。 

ふれあいショップ等を
活用した障害者就労に
関する理解促進   

あら　　　かいぎょう　　  じぇいあーるかんないえききたぐちこうかした　 しゅうろうけいはつし

せつおよ　　しちょうしゃない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き そん

　　　　　　　　　　　　　　　　とう　　うんえい　 つう　　　　しゅうろう　 かん

　　 り かい　  そくしん　 はか

○新

令和２年度、関内・関外地区、北仲通地区という

市の中心的エリアに障害者就労の普及啓発を目的

とする２つの拠点が開設しました。

１か所目は、市庁舎３階のふれあいショップ

「marine blue」。障害のある人を雇用し、カフェ

の運営と刊行物の販売を行っています。お店で

は、市内の障害者施設で働く人たちが素材にこだ 

わって作ったパンやお菓子、市内の酪農家さんが

搾ったミルクをたっぷり使ったソフトクリームなどを

販売しています。６千人の職員が働く行政エリアと

議会エリアのグランドロビーであり、多くの人が行

き交う場所で、障害のある人の様々な「働く」につ

いて、情報発信していく拠点を目指しています。 ▶

marine blueの

ソフトクリーム

▲marine blue店内

（３） 多様な働き方や障害者就労に対する理解促進 

障害者就労の普及啓発のための拠点
しょうがいしゃ    しゅうろう　         ふきゅう    けいはつ　　　　　　　　　　　　 きょてん

コラム

　     れいわ　    ねんど　   かんない　  かんがい   ちく　     きたなかどおり   ちく

  し　    ちゅうしんてき　                 しょうがいしゃしゅうろう　   ふきゅう けいはつ      もくてき

　                            きょてん　     かいせつ

    　　　　　　しょめ　            しちょうしゃ　    かい

　        まりん            ぶるー　     しょうがい　              ひと　      こよう

　　 うんえい　     かんこうぶつ　      はんばい　   おこな　                                  みせ

　        しない　     しょうがいしゃ   しせつ　    はたら    ひと　                そざい

　              つく　                                かし　       しない　        らくのうか

 しぼ　　　　　　　　　　　　　　　         つか

 はんばい　                               せんにん　   しょくいん　   はたら  ぎょうせい　

  ぎかい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  おお　        ひと　     ゆ

　    か　      ばしょ　        しょうがい　               ひと　   さまざま 　      はたら

　     　　 じょうほう はっしん　                 きょてん　       めざ

まりん       ぶるー 

まりん       ぶるー  てんない

た  よう　　はたら　 かた　　しょうがいしゃしゅうろう　  たい　　　　 り かい  そくしん
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▲コラバスの活動理念を載せた「コラバスの地図」

▶

コラバスホームページＱＲコード

▲caféツムギstation at Yokohama Kannai

２か所目は、JR関内駅北口高架下の「caféツムギstation at Yokohama Kan-

nai」。ここでは、株式会社オリィ研究所と協力し、遠隔操作型ロボット「オリヒメ」を活

用した障害者雇用を行うほか、店舗フェンスへの障害者アート作品の掲示や障害者

施設とコラボしたお菓子の販売などを行っており、障害のある人と働くことの楽しさを

共有するカフェとして、地域のフ

ラッグショップになれるよう取り組

んでいます。

また、この２か所に限らず、地

域にある様々な拠点や人、アイデ

アを繋げ、より持続可能な取組に

なることを目指し、地域ネットワー

クのプラットフォーム「コラバス」を

形成しました。障害のある人もな

い人も、地域の中で共に働く場

や触れ合う機会をもっと増やして

いくため、関心のある人が誰でも

参加できる仕組みを作っていま

す。活動についてはホームページ

に掲載していますので、ぜひご覧

ください。

※横浜市ふれあいショップ事業

　公共施設内に飲食物の提供や障害者地域作業所自主製品等を販売する店舗を設置し、障害者の就労の場

の確保、障害者に対する市民理解を深めることを目的とする事業です。運営は民間事業者が担い、現在市

内に９か所あります。

きゅーあーる

　　　　　   しょ  め　  じぇいあーる かんないえき きたぐち こうかした　          かふぇ　                    すてーしょん　  あっと　        よこはま　            かん

  ない　   　　　　　　　　　　 かぶしきがいしゃ　             けんきゅうじょ　 きょうりょく　     えんかく   そうさ   がた　　　　　　　　　　　　　　　　　　  かつ

よう　         しょうがいしゃ   こよう　   おこな　                  てんぽ　　　　　　　　　　　   しょうがいしゃ　              さくひん　     けいじ　      しょうがいしゃ

  しせつ　                                      かし　        はんばい　            おこな　                   しょうがい             　ひと　  はたら　               たの　

きょうゆう　　　　　　　　　　　　　　　　　 ちいき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と　      く

　　　　　　　　　　　　　　　 しょ　    かぎ　               ち

いき　              さまざま　    きょてん　     ひと　

           つな　                 じぞく　  かのう　     とりくみ　

　　　　　　　　　　 めざ　          ちいき

　

けいせい　      　　　　　  しょうがい　              ひと　

　　 ひと　　　　 ちいき　      なか　    とも　    はたら　  ば

　　  ふ　      あ　      きかい　                    ふ　

　　　　　　　　  かんしん　               ひと　    だれ　

  さんか                       しく　             つく　

         かつどう

     けいさい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       らん　

　　  よこはまし　　　　　　　　　　　　　　   じぎょう

　　 こうきょうしせつ ない　  いんしょくぶつ　  ていきょう　 しょうがいしゃちいき   さぎょうしょ  じしゅ  せいひん とう　  はんばい　        てんぽ　　   せっち         しょうがいしゃ　 しゅうろう　    ば

   　       かくほ　  しょうがいしゃ　  たい　         しみん   りかい　     ふか　                      もくてき　　          じぎょう　　　　　 うんえい　   みんかん じぎょうしゃ　　 にな　      げんざい し

      ない　            しょ

かふぇ　　　　　すてーしょん　 あっと　     よこはま　         かんない

かつどうりねん　  の　　　　　　　　　　　　　ちず
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　取組
とりくみ

生活介護（／月）
せいかつ かいご        つき

自立訓練（機能訓練）（／月） 
   じりつ くんれん    きのう くんれん           つき

自立訓練（生活訓練）（／月） 
   じりつ くんれん   せいかつくんれん          つき

れいわ     ねんど

令和３年度
れいわ     ねんど

令和4年度
れいわ     ねんど

令和5年度指標名
しひょうめい

にんぶん     

にんにち    

にんぶん   

にんにち   

にんぶん   

にんにち   

7,732人分

128,853人日

42人分

826人日

359人分

5,812人日

にんぶん     

にんにち    

にんぶん   

にんにち   

にんぶん   

にんにち   

7,982人分

133,022人日

42人分

826人日

376人分

6,088人日

にんぶん     

にんにち    

にんぶん   

にんにち   

にんぶん   

にんにち   

8,232人分

137,192人日

42人分

826人日

393人分

6,363人日

○福

○福

○福

障害のある人が日々の生活を充実したものにする上で、日中活動場所の拡充が求められ

ています。本人の希望やその人の状態に合った場所を選べるようにするためには、専門的な支

援ができるか、地域ごとにばらつきが生じていないかなども考慮し、各事業所がそれぞれの特

徴を生かした運営ができるような仕組みをつくっていくことが必要です。

また、障害福祉サービスとしての日中活動だけではなく、自分が住んでいる地域や日中活動

場所に通う地域などで、障害のある人もない人も交流し、地域とのつながりを深めていくこと

で、互いにとって更に充実した生活になっていくと考えられます。

そこで、２つの方向性で施策を展開します。

（１） 日中活動場所の選択肢の充実

障害のある人が希望する活動場所を選択できる方法や、医療的ケアなど専門的な支援が 必

要な人への支援方法について検討を行い、日中活動場所の選択肢の充実を進めていきます。

（２） 地域でのつながりと広がりの促進

障害のある人が住んでいる地域や日中活動場所がある地域で、様々な地域行事や施設の  

イベント等を通して、障害のない人と一緒になって活動したりすることで、障害のある人もない人

も地域でつながり、暮らしやすい地域をともにつくっていきます。

　現状と施策の方向性
げんじょう        しさく           ほうこうせい

４－２　日中活動
にっちゅうかつどう

（１） 日中活動場所の選択肢の充実 
  にっちゅうかつどう    ばしょ         せんたくし         じゅうじつ

     しょうがい　               ひと　       ひび　       せいかつ　   じゅうじつ　  　　　　　　　　　　　　うえ　        にっちゅう かつどう   ばしょ　      かくじゅう　    もと

　                      ほんにん　      きぼう　                 ひと　   じょうたい　    あ　            ばしょ　     えら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せんもんてき　      し

えん　　　　　　　　　　　　 ちいき     　　　　　　　　　　　　　　 しょう　                                               こうりょ         かく    じぎょうしょ　                                 とく

ちょう　   い　               うんえい　                                      しく　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ひつよう

　　　　　　　しょうがい  ふくし　                                          にっちゅうかつどう　                                  じぶん　        す　                      ちいき　      にっちゅうかつどう

  ばしょ　      かよ　     ちいき　                   しょうがい　              ひと　               ひと　   こうりゅう　        ちいき　                                      ふか　

         たが　   　　　　　　　 さら　   じゅうじつ　        せいかつ　　　　　　　　　　　　 かんが

　　　　　　　　　　　　　　   ほうこうせい　     しさく　      てんかい

　　　    にっちゅうかつどう   ばしょ　      せんたく  し　     じゅうじつ

　　     しょうがい　             ひと　      きぼう　         かつどう   ばしょ　     せんたく　             ほうほう　        いりょうてき　                    せんもんてき　     しえん　       ひつ　     

      よう　    ひと　          しえん  ほうほう　                   けんとう　   おこな　   にっちゅう かつどう  ばしょ　       せんたくし　    じゅうじつ　   すす

              ちいき　                                     ひろ　　　　　 　そくしん

           しょうがい　             ひと　     す　                       ちいき　     にっちゅうかつどう   ばしょ　                  ちいき　        さまざま　     ちいき　ぎょうじ　       しせつ　

　　　　　　        とう　    とお　          しょうがい　             ひと　   いっしょ　                  かつどう　                                        しょうがい　            ひと                ひと　

            ちいき　                               く　                          ちいき
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就労移行支援事業（／月）
【再掲】

しゅうろう いこう   しえん  じぎょう        つき

                         さいけい

就労継続支援事業（Ａ型）（／月）
しゅうろうけいぞく しえん じぎょう   えーがた         つき

就労継続支援事業（Ｂ型）（／月）
しゅうろうけいぞく しえん じぎょう   びーがた         つき

れいわ     ねんど

令和３年度
れいわ     ねんど

令和4年度
れいわ     ねんど

令和5年度指標名
しひょうめい

にんぶん

にんにち

にんぶん

にんにち

にんぶん

にんにち

しょ

ねん 

しょ

にん        ねん  

1,476人分

25,099人日

880人分

17,203人日

4,605人分

79,012人日

130か所

2,600人（／年）

18か所

517人（／年）

にんぶん

にんにち

にんぶん

にんにち

にんぶん

にんにち

しょ

ねん  

しょ

にん        ねん  

1,547人分

26,303人日

919人分

17,962人日

4,857人分

83,339人日

130か所

2,600人（／年）

18か所

517人（／年）

にんぶん

にんにち

にんぶん

にんにち

にんぶん

にんにち

しょ

ねん  

しょ

にん        ねん  

1,617人分

27,507人日

958人分

18,721人日

5,109人分

87,666人日

130か所

2,600人（／年）

18か所

517人（／年）

○福

○福

○福

地域活動支援センター作業所型
ちいき かつどう しえん                      さぎょうじょがた

○福

中途障害者地域活動センター 
ちゅうとしょうがいしゃ ちいき かつどう

○福

スポーツや文化芸術に親しむことで毎日の生活が充実するという人も少なくありません。「今

後の自由時間・余暇の過ごし方」を尋ねたアンケート調査では、全体の約39パーセントの人が

「習い事」、約32パーセントの人が「趣味のサークル」、約16パーセントの人が「映画やコンサー

ト、美術展、図書館、スポーツ観戦に行く」と回答しました。しかし、希望する過ごし方を実際に行

うことができている人は、それぞれ５ポイント以上少ない結果となっています。

このような中で、余暇の過ごし方として、スポーツや文化活動に取り組むことは、外出のきっか

けづくりにもなり、生活の更なる充実にもつながります。以前から、スポーツや文化活動を楽しむ

場や機会の少なさ、情報の入手のしづらさを課題として挙げる声があったことも踏まえ、地域の

様々な団体や施設等と連携し、活動の場や地域の交流を深める機会の充実に取り組みます。ス

ポーツや文化芸術活動を楽しみたいと思う誰もが、障害のあるなしにかかわらず活動に参加で

きるよう、引き続き環境を整えていきます。

４－３　スポーツ・文化芸術
ぶんかげいじゅつ

　現状と施策の方向性
げんじょう        しさく           ほうこうせい

　　　　　　　　　　　　  ぶんかげいじゅつ　    した　                        まいにち　     せいかつ　    じゅうじつ　                       ひと　  すく　                                        こん

  ご　      じゆう     じかん　     よか　        す　          かた　      たず　                                   ちょうさ　              ぜんたい   　やく　                                      ひと

   なら　    ごと　    やく　                                      ひと　        しゅみ　                                  やく　                                      ひと　        えいが　

        びじゅつ てん　    としょかん　　　　　　　　　 かんせん　    い　            かいとう　　 　　　　　　　　　　　　　 きぼう　            す　         かた　    じっさい　   おこな

                                              ひと　　　　　　　　　　　　　　　　　　    いじょう  すく　           けっか

　　　　　　　　　　　 なか　         よか　        す　          かた　                                           ぶんか   かつどう　     と　     く　                       がいしゅつ　

　　　　　　　　　　　　　　　  せいかつ　    さら　     　じゅうじつ　                                            いぜん　                                         ぶんか   かつどう　    たの　

  ば　      きかい　     すく　            じょうほう　  にゅうしゅ　                              かだい　                あ　          こえ　                                   ふ                 ちいき　

さまざま　    だんたい　     しせつ   とう　   れんけい　       かつどう　     ば　      ちいき　     こうりゅう   　ふか　         きかい　      じゅうじつ　    と　     く　    

                        ぶんか げいじゅつかつどう　    たの　　　　　　　　　  おも　  だれ　           しょうがい　                                                         かつどう　     さんか　

                        ひ　   つづ　   かんきょう 　ととの
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東京2020パラリンピックにより高まる関心を障害
者スポーツの普及啓発につなげるため、障害者ス
ポーツ文化センターや横浜市スポーツ協会、地域の
様々な団体等と連携し、障害者スポーツの裾野を広
げる取組を行うとともに、障害者スポーツを通じた
障害への理解促進を図ります。 

引き続き、障害者が身近な地域でスポーツに取り組
めるよう、各区のスポーツセンターや中途障害者地
域活動センター等と連携し、地域の人材育成を進め
ながら、障害者スポーツの推進を図ります。 

事業名
もくひょう

目標

すいしん

推進

ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

すいしん

推進

じぎょうないようじぎょうめい

事業内容

しょうがいしゃ

 けいはつ     りかい      そくしん
障害者スポーツの
啓発と理解の促進

とうきょう                                                           たか         かんしん   しょうがい

 しゃ                          ふきゅうけいはつ                                     しょうがいしゃ

                ぶんか                          よこはまし                   きょうかい   ちいき

 さまざま    だんたいとう    れんけい      しょうがいしゃ                        すその      ひろ

           とりくみ    おこな                        しょうがいしゃ                       つう

しょうがい          りかい そくしん    はか

  ひ     つづ      しょうがいしゃ      みぢか       ちいき                               と       く

                        かくく                                                 ちゅうとしょうがいしゃ ち

 いきかつどう                  とう     れんけい       ちいき      じんざいいくせい     すす

                しょうがいしゃ                        すいしん    はか

すいしん

推進
すいしん

推進

みぢか       ちいき

しょうがいしゃ

              すいしん  

身近な地域における
障害者スポーツの

推進 

　取組
とりくみ

そこで、２つの方向性で施策を展開します。

（１） スポーツ活動の推進

市内２か所の障害者スポーツ文化センターを中核拠点として、身近な地域の様々な団体や施

設等で、障害者スポーツの取組が行われるよう積極的に働きかけ、障害者スポーツの場の充実

や支える人材の育成に取り組みます。

（２） 文化芸術活動の推進

障害のあるなしにかかわらず、文化芸術を創造し、享受することができるよう、平成25年から

これまで開催してきた「ヨコハマ・パラトリエンナーレ」の取組を生かし、障害のある人とない人の

協働によるクリエイティブな活動の場の創出等に引き続き取り組むとともに、障害のある人が身

近な場所で文化芸術活動に親しめる環境づくりを進めます。

（１） スポーツ活動の推進
かつどう       すいしん

　　　　　　　　　　　     ほうこうせい　      しさく　      てんかい

                                   かつどう　    すいしん

　　　　   しない　         しょ　   しょうがいしゃ　                    ぶんか　                        ちゅうかくきょてん　                 みぢか　      ちいき　     さまざま　   だんたい　　  し

      せつ とう　　　 しょうがいしゃ　                        とりくみ　   おこな                        せっきょくてき　  はたら　              しょうがいしゃ                             ば　　 じゅうじつ

　         ささ　        じんざい　    いくせい       と　     く

              ぶんか げいじゅつかつどう　     すいしん

　　　   しょうがい　                                                            ぶんか げいじゅつ　  そうぞう　　   きょうじゅ　                                                 へいせい 　     ねん

　　　　　　　　　  かいさい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 とりくみ        い　           しょうがい　            ひと            　 ひと　

　　きょうどう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  かつどう　    ば　     そうしゅつとう    　ひ　    つづ　    と　     く　                         しょうがい　             ひと　     み

      ぢか　     ばしょ　      ぶんか げいじゅつ かつどう　　した　            かんきょう　                すす
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横浜Ｆ・マリノス フトゥーロは、2002年ＦＩＦＡワールドカップ決勝戦横浜開催とＪ

リーグ百年構想の理念により、「Jリーグ初の知的障がい者サッカーチーム」として

2004年に発足しました。

サッカーの技術指導は横浜Ｆ・マリノス、障害特性へのアプローチは障害者スポー

ツ文化センター横浜ラポール、スポーツの振興は横浜市スポーツ協会、とそれぞれの

組織の特性を生かし、協働で運営しています。

「フトゥーロ」とはスペイン語で“未来”という意味です。「未来に向けて…」「未来は

きっと…」誰もがサッカーを身近に楽しめ、障害の有無を超えた共生社会の実現を目  

指したその活動は、海外メディアからも取材を受けました。

チームには、「楽しむ」から「競技」志向まで、13歳から51歳までの約90名が在籍

し、年間を通じたトレーニングや県内・全国規模の様々な大会の出場、日産スタジア

ムでのトップチームの前座試合なども務めています。

2018年度からは、試合で着用するユニフォームがトップチームと同じデザインとな

りました。それと併せて、横浜社会人サッカーリーグにも参戦し、健常者のチームと公

式戦を行っています。また、４年に一度行なわれるＩＮＡＳ（国際知的障害者スポーツ

連盟）サッカー世界選手権の日本代表へも選手を多く輩出しています。

2019年にはイングランド・プレミアリーグの強豪マンチェスター・シティと交流があ

り、来日したマンチェスター・シティのコーチやレジェンドと言われる元選手がフトゥー

ロの選手たちに指導をしてくれました。

フトゥーロが目指しているのは、サッカーの技術の獲得だけではありません。地域の

イベントのサポートや大会運営のお手伝いなどを通じて、「支えてもらう」から「支え

る」といったように、社会とのつながりの中で、選手個人の「社会性の向上」「社会参

加の促進」といった精神的な成長も促しています。更に、周囲の障害理解を深める活

動にも力を入れています。

また、先輩選手から学校生活や仕事面のアドバイスが聴けることや保護者の方々

の情報の交換の場としても活用できるのも、チームの特色のひとつです。

「Jリーグ初の知的障がい者サッカーチーム」

横浜Ｆ・マリノス フトゥーロ

じぇい　　　　　　　  はつ　　　　  ちてき     しょう　　　　　　 しゃ

よこはま　えふ

コラム

　　 よこはまえふ　                                                                         ねん　ふぃふぁ　                                     けっしょうせん よこはま  かいさい　  じぇい

                ひゃくねん こうそう　      りねん　                     じぇい　           はつ　     ちてき   しょう　         しゃ　

                ねん　    ほっそく

　　　　　　　　　　　   ぎじゅつ   しどう      　よこはまえふ　                       しょうがい とくせい　                                          しょうがいしゃ　

       ぶんか　　　　　　　    よこはま　                                                    しんこう　      よこはまし　                     きょうかい　

  そしき　      とくせい　     い　　　　　 きょうどう　    うんえい

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ご　          みらい　                    いみ　                    みらい　       む　                        みらい

                       だれ　                                    みぢか　      たの　           しょうがい　     うむ　        こ　          きょうせいしゃかい　    じつげん　     め

  ざ　                    かつどう　　　 かいがい　                                  しゅざい　    う

                                       たの　                          きょうぎ      しこう　                      さい　                 さい　              やく　      めい　     ざいせき　

         ねんかん      つう　                                             けんない　  ぜんこく    きぼ　       さまざま　    たいかい　   しゅつじょう　にっさん

                                                     ぜんざ    じあい　               つと

                       ねんど　                    しあい　      ちゃくよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  おな

                                       あわ　            よこはま  しゃかいじん　                                               さんせん　      けんじょうしゃ　                         こう

 しきせん　   おこな　                                           ねん　     いちど   おこ　                       あいなす　   こくさい    ちてき   しょうがいしゃ　

 れんめい　                       せかい  せんしゅ けん        にほん  だいひょう　        せんしゅ    　おお　はいしゅつ

                      ねん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    きょうごう　                                                        こうりゅう　

        らいにち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        い　                 もとせんしゅ

           せんしゅ                   しどう

                                      めざ　                                                               ぎじゅつ　    かくとく　                                                    ちいき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 たいかい  うんえい　            てつだ　                      つう　               ささ　                                        ささ

                                                しゃかい　                                     なか　       せんしゅ   こじん　          しゃかいせい　    こうじょう　     しゃかい  さん

  か　     そくしん　                       せいしんてき　　 せいちょう　 うなが　                         さら　        しゅうい　   しょうがい  りかい　     ふか　         かつ

どう　        ちから　   い

                    せんぱい せんしゅ　           がっこうせいかつ　        しごとめん　                                      き　                             ほごしゃ　       かたがた

      じょうほう　   こうかん　     ば　                   かつよう　                                                とくしょく
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【フトゥーロに関する問い合わせ先】

一般社団法人F・マリノススポーツクラブ　フトゥーロ担当

電話番号：045-285-0675（平日/火曜～金曜/10:00～18:00）

　　　　　　　　　　　   かん　         と　      あ　　　　　さき

 いっぱん  しゃだん ほうじんえふ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 たんとう

  でんわ  ばんごう　                                                    へいじつ　   かよう　      きんよう

しゃしん ていきょう     うちだ   かずとし

写真提供：内田和稔
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電動車椅子サッカーチーム「Yokohama Crackers」キャプテン

永岡真理選手（株式会社マルハン/電動車椅子サッカー元日本代表）

小学２年生の時に、電動車椅子サッカー教室に参加したことをきっかけにこの競技

に夢中になり、現在も電動車椅子サッカークラブ「Yokohama Crackers」のキャプ

テンとして活動する永岡真理選手。

永岡選手は生まれつき「ＳＭＡ（脊髄性筋萎縮症）」という難病を患い、４歳から車

椅子生活でした。電動車椅子サッカーに出会い、永岡選手の人生は大きく変わりま

す。電動車椅子サッカーは重度障害の人も楽しむことができる障害者スポーツで、試

合では1チーム４名で構成します。選手は電動車椅子を巧みに操り、パスやシュートを

します。永岡選手に電動車椅子サッカーの魅力について尋ねると、『どんな障害が

あっても、指先しか動かなくても、電動車椅子があれば、競技ができること』と語ってく

れました。

17歳の時に電動車椅子サッカーのワールドカップ日本代表選手になる夢を持ち、

その後日々練習を積み重ね、2013年１月オーストラリアで開催された「第１回ＡＰＯ

カップ（アジア・太平洋・オセアニア選手権大会）」に女性初の日本代表選手として

出場、チームの優勝に貢献しました。

また、2019年に開催された「第２回ＡＰＯカップ」でも日本代表に選ばれ出場。こ

の大会は、新型コロナウイルス感染症の影響で2022年に開催延期となったワールド

カップ（オーストラリア大会）の予選に位置付けられており、準優勝だった日本はその

出場権を獲得しています。

永岡選手の今後の目標は、電動車椅子サッカーの世界トップを目指すべく、2022

年のワールドカップで再び日本代表に選ばれ、大会に出場・活躍することだそうです。

永岡選手のもう一つの顔として、2013年４月から株式会社マルハン人財部CSR・

障がい者スポーツ推進担当として在宅勤務をされています。電動車椅子サッカーを

パラリンピックの正式種目にするという夢の実現に向けて、講演や競技の体験会など

競技の普及のために活動を続けています。

永岡選手の活躍は、2017年開催のワールドカップ（アメリカ大会）の戦いを６年半

電動車椅子サッカー競技と出会って
でんどう       くるまいす　                                きょうぎ          　であ

コラム

      　　　　　　　　 でんどう   くるまいす　　　　　　　　　　　　　　　　　　  よこはま　                くらっかーず

                      ながおか    まり    せんしゅ 　  かぶしきかいしゃ　                         でんどう   くるまいす　 　　　　　　　もと  にほん  だいひょう

　　しょうがく　  ねんせい　    とき　       でんどう   くるまいす　                     きょうしつ　    さんか　                                                             きょうぎ

      むちゅう　                  げんざい　   でんどう    くるまいす　                                                 よこはま　                 くらっかーず

　　　　　　　      かつどう　         ながおか   まり     せんしゅ

　　 ながおか せんしゅ　      う　                        えすえむえー  せきずい せい きん いしゅく しょう　                  なんびょう　 わずら　         さい　         くるま

    いす    せいかつ　                  でんどう   くるまいす　                              であ　           ながおか せんしゅ　     じんせい　    おお　        か　

         でんどう   くるまいす　　　　　　　　　　　じゅうど しょうがい　   ひと　   たの　                                       しょうがいしゃ　                              し

あい　                                 めい　    こうせい　　　　　　　せんしゅ　     でんどう   くるまいす　      たく　       あやつ　 

                   ながおか  せんしゅ　      でんどう   くるまいす　　　　　　　　　　　  みりょく　                      たず　                                    しょうがい　

　　　　　　　    ゆびさき　         うご　                           でんどう   くるまいす　　　　　　　　　　　きょうぎ　                                     かた

　　　　　さい　    とき　     でんどう   くるまいす　                                                                にほん だいひょう せんしゅ　              ゆめ　     も　

            ご     ひび　れんしゅう　    つ       かさ　                        ねん　  がつ　                                      かいさい　                  だい　  かいえーぴーおー

　　　　　　　　　　　　　　たいへいよう　　　　　　　　　　　　 せんしゅけん   たいかい　           じょせいはつ　       にほん  だいひょう せんしゅ　

しゅつじょう　                    ゆうしょう　　  こうけん

　　　　　　　　　　　　　 ねん　   かいさい　                  だい　  かいえーぴーおー　                           にほん  だいひょう　   えら　        しゅつじょう　

       たいかい　      しんがた　                                  かんせんしょう  　えいきょう                   　ねん　    かいさい  えんき　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  たいかい　        よせん　        いち     づ　                                 じゅんゆうしょう　               にほん　

しゅつじょうけん　  かくとく

      ながおか せんしゅ　       こんご　     もくひょう　        でんどう   くるまいす　                           せかい　                     めざ　

ねん　　　　　　　　　　　　　　　　　ふたた　   にほん  だいひょう　  えら　             たいかい　   しゅつじょう  かつやく

      ながおか  せんしゅ　             ひと　          かお　                               ねん　 がつ　          かぶしきかいしゃ　                       じんざいぶ  しーえすあーる

しょう　　　   しゃ　                     すいしん たんとう　              ざいたく   きんむ　                                          でんどう   くるまいす

　　　　　　　　　　　　　     せいしき  しゅもく　                             ゆめ　    じつげん　     む　             こうえん　     きょうぎ　     たいけんかい　

 きょうぎ　     ふきゅう　                     かつどう      つづ

      ながおか  せんしゅ　     かつやく　                      ねん かいさい　                                                              たいかい　     たたか　            ねんはん
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●永岡選手紹介写真●

▲2019年開催「第２回アジア・太平洋・オセアニア選手権大会」

▲電動車椅子サッカーチーム「Yokohama Crackers」

▲横浜市立上川井小学校での講演会の様子

がかりで追ったドキュメンタリー映画『蹴る』でも描かれ、多くの人に感動を届けて

います。今後のさらなる活躍がとても期待されます。

                   ねん かいさい     だい    かい　                   たいへいよう　                                せんしゅけん  たいかい

ながおかせんしゅ  しょうかい しゃしん

でんどう  くるまいす　                                                        よこはま　                   くらっかーず

 よこはましりつ     かみかわい    しょうがっこう　         こうえんかい　      ようす

   

　　　　　　　　　　  お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 えいが　    け　                  えが　             おお　        ひと　    かんどう　    とど　

　　　　　　　 こんご　　　　　　　　　　 かつやく　                     きたい
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アートイベントの開催や、活動を支える人材の育成、
様々な団体等と連携した文化芸術活動の場の創出
に取り組みます。 

事業名
もくひょう

目標

すいしん
推進

ちゅうかんきもくひょう

中間期目標

すいしん
推進

すいしん

推進
すいしん

推進

すいしん

推進
すいしん

推進

じぎょうないようじぎょうめい

    しょうがいしゃ    ぶんか

げいじゅつかつどう     しえん

事業内容
                                    かいさい       かつどう     ささ         じんざい     いくせい

 さまざま    だんたいとう     れんけい        ぶんかげいじゅつかつどう       ば    そうしゅつ

       と      く

障害者の文化
芸術活動の支援 

    しょうがいしゃ     ぶんか

 げいじゅつかんしょう  しえん

様々な団体等と連携し、障害の特性に応じた鑑賞の
機会の充実、円滑な施設利用のための環境整備、活
動を支える人材の育成等に取り組みます。 

障害者の文化
芸術鑑賞の支援 

さまざま    だんたいとう    れんけい     しょうがい    とくせい     おう       かんしょう

 きかい     じゅうじつ えんかつ      しせつ   りよう                    かんきょうせいび  かつ

どう    ささ          じんざい    いくせいとう      と       く

○新

すいしん

推進

さくてい

すいしん

策定
・
推進

            かしょう   どくしょ

                               ほう

もと           よこはまし けいかく

           さくてい   すいしん

読書バリアフリー法に基づく、地方公共団体の計画
として策定し、計画に基づく取組を推進します。 

（仮称）読書
バリアフリー法に
基づく横浜市計画の

策定、推進

どくしょ                            ほう     もと            ちほうこうきょうだんたい     けいかく

             さくてい       けいかく     もと         とりくみ     すいしん

○新

      ぶんかげいじゅつ

ちいききょうせいしゃかいじつげん

    む           とりくみ    すいしん 

関係機関との連携を深め、文化芸術体験や公演・展
示等鑑賞の文化芸術活動を通して、障害のあるなし
にかかわらず誰もが互いに対等な立場で関わり合
うことを進める活動を促進します。 

文化芸術による
地域共生社会実現に
向けた取組の推進

かんけいきかん           れんけい    ふか       ぶんかげいじゅつたいけん    こうえん  てん

じ とうかんしょう    ぶんかげいじゅつかつどう    とお          しょうがい

                              だれ          たが         たいとう      たちば       かか          あ

                  すす         かつどう    そくしん

○新

（２）文化芸術活動の推進 
ぶんか げいじゅつ かつどう       すいしん
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文化は、人類が共同体を形成しはじめた太古の時代から脈 と々築きあげられてき

たものです。歌うこと、踊ること、物語ること、絵を描くことは、身に迫る危険を共有し、

厳しい環境にあっても共同体を維持し、生き延びるための術を伝えていくために欠か

せないものでした。

高度に複雑化した社会が形成された現代においても、文化が、生きる力を育み、コ

ミュニティを形成するために必要不可欠なものであることは変わりありません。このよ

うな文化を身近なものとするために、自治体の文化施設は、全ての市民の皆さんに

開かれています。

横浜市の文化施設においては、障害のある方に向けた様々な取組を行っていま

す。

横浜能楽堂での「バリアフリー能」は、鑑賞サポートの取組です。視覚障害者、聴覚

障害者などそれぞれの障害に応じて、点字資料やイヤホンガイド、タブレットによる字

幕解説提供などを行うことで、障害のある人もない人も、一緒に能・狂言を楽しめる

環境づくりを目指しています。

横浜みなとみらいホールでのパイプオルガンのワークショップでは、市立盲特別支

援学校の生徒の皆さんに、楽器の大きさや構造を知っていただき、実際の音を体験し

ていただきました。

また、近年全国的に、障害者自身の芸術表現に注目が集まっています。芸術表現

によって、障害のある人のセルフエスティーム（自己肯定感）が高まるとともに、時には

重要なコミュニケーションツールにもなると指摘されています。中には、海外のアート

ギャラリーで高額で販売される作品を生み出すアーティストも出てきています。

横浜市民ギャラリーあざみ野では「フェローアートギャラリー」と題して、個性豊かな

作品が展示されています。「Fellow（「なかま」の意味） Art」とは、誰もが障害のある

なしで区別されることなく、同じ地平で認め合える豊かな関係性が築かれることを

願って名付けられました。

文化を創造し、享受することは、あらゆる人にとっての権利※です。文化施設におけ

る様々な取組を通じて、あらゆる市民の皆さんが、文化とともに生きることができる社

会を築くことを目指していきます。

※文化芸術基本法第2条第3項を参照

文化施設における取組
   ぶんか       しせつ　　　　　　　　　　　　　  とりくみ

コラム

　　　ぶんか　　　　じんるい　     きょうどうたい　   けいせい　                          たいこ　       じだい　          みゃくみゃく　きず

                               うた　               おど　                ものがた　                 え　      か　                       み　     せま　    きけん　     きょうゆう　

きび　        かんきょう　                       きょうどうたい　     いじ　           い　     の　                          すべ　   つた　                                    か

        こうど       　ふくざつか　           しゃかい　     けいせい　              げんだい　                             ぶんか　          い　        ちから　 はぐく

                              けいせい　                         ひつよう    ふかけつ　                                                  か　 

            ぶんか　       みぢか　                                                       じちたい　         ぶんか    しせつ　        すべ　           しみん　      みな　

ひら

         よこはまし　          ぶんかしせつ　                                 しょうがい　              かた　     む　           さまざま　     とりくみ　   おこな

        よこはまのうがくどう　                                            のう　         かんしょう　                        とりくみ　               しかくしょうがいしゃ　   ちょうかく

しょうがいしゃ　                                     しょうがい　   おう　            てんじ    しりょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   じ

まく かい せつ ていきょう　　　　    おこな　                   しょうがい　              ひと　              ひと　       いっしょ　    のう　 きょうげん　  たの　

かんきょう　                   めざ

       よこはま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 しりつ   もう  とくべつ  し

えん がっこう         せいと　     みな　                  がっき　      おお　              こうぞう　    し　                                   じっさい　    おと　   たいけん

　　　　　　　 きんねん  ぜんこくてき　        しょうがいしゃ   じしん　     げいじゅつひょうげん　 ちゅうもく　    あつ　                               げいじゅつひょうげん

                       しょうがい　             ひと　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　 じこ       こうていかん　      たか　　　　　　　　　　　　とき　

じゅうよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　してき　　　　　　　　　　　　　  なか　             かいがい　

　　　　　　　　　　　 こうがく    　はんばい　　　　　　 さくひん　     う         だ                                          で

　　 よこはま   しみん　                                          の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      だい　             こせい  ゆた　

 さくひん         てんじ 　                                          ふぇろー　                                   いみ　      あーと　               だれ　        しょうがい　

                   くべつ　　　　　　　　　　　　　　　おな　     ちへい　      みと　     あ　          ゆた　          かんけいせい        きず　

ねが　          なづ

        ぶんか　     そうぞう　      きょうじゅ　                                               ひと　                         けんり　                   ぶんか    しせつ　

      さまざま      とりくみ　    つう　                                  しみん　     みな　                    ぶんか　                    い　                                        しゃ

かい　    きず　                  めざ

        ぶんか げいじゅつ きほん   ほう だい　 じょうだい　 こう　   さんしょう
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